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本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
政

令
〕

〇
地
方
自
治
法
施
行
令
及
び
公
職
選
挙
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令（
二
六
二
）

〇
デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
二
六
三
）

〇
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い

て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す

べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
二
六
四
）

〇
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活

性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
二
六
五
）

〇
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
二
六
六
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
出
入

国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号

ロ
の
旅
券
を
所
持
す
る
外
国
人
の
上
陸
申

請
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る

政
令
（
二
六
七
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
及

び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本

の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理

に
関
す
る
特
例
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
二
六
八
）

〇
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財

政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
十

四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
熊
本

地
震
に
よ
る
激
甚
災
害
に
関
し
定
め
る
件

（
経
済
産
業
一
一
二
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
種
苗
法
第
四
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の
規

定
に
基
づ
き
品
種
登
録
を
取
り
消
し
た
件

（
農
林
水
産
一
三
三
六
〜
一
三
四
三
）

〇
八
戸
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
灯
火
の
変
更

に
係
る
告
示
（
防
衛
二
二
六
）

〇
小
月
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
灯
火
の
変
更

に
係
る
告
示
（
同
二
二
七
）

〇
入
間
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
灯
火
の
変
更

に
係
る
告
示
に
つ
い
て
（
同
二
二
八
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

地
方
職
員
共
済
組
合
役
員
の
異
動
、
東
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
料
金
の
額
及
び
徴

収
期
間
の
変
更
、
税
理
士
登
録
抹
消
関
係

〔
府

令
〕

〇
日
本
学
術
会
議
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び

会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
内
閣
府

令
（
内
閣
府
七
二
）

〇
保
険
業
法
施
行
規
則
及
び
金
融
サ
ー
ビ
ス

仲
介
業
者
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（
同
七
三
）

〔
デ
ジ
タ
ル
庁
令
〕

〇
デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
庁
令
（
デ
ジ
タ
ル
庁
六
）

〔
省

令
〕

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令（
法
務
四
七
）

〇
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る

被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
農
林
水
産
・
環
境
七
）

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示
（
内
閣
府
一
〇
四
）

〇
物
価
連
動
国
債
の
取
扱
い
に
関
す
る
省
令

第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
物
価
連
動
国
債

の
想
定
元
金
額
の
算
出
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
財
務
二
三
八
）

〇
農
薬
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
基
準

を
定
め
る
件
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
号
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
農
林
水
産
一
三
三
五
）

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告





本号で公布された
法令のあらまし

令
和

年

月


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金
曜
日
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第

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
号
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報
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第２ 日本国との平和条約に基づき日本の国籍を
離脱した者等の出入国管理に関する特例法施行
令の一部改正
特定特別永住者証明書の交付に係る手数料の
納付を要しない場合を改める。（附則第三条関
係）
第３ 附則
１ この政令は、出入国管理及び難民認定法及
び出入国管理及び難民認定法第二条第五号ロ
の旅券を所持する外国人の上陸申請の特例に
関する法律の一部を改正する法律附則第一条
第二号に掲げる規定の施行の日（令和八年十
月一日）から施行する。（附則第一条関係）
２ 所要の経過措置を定める。
３ その他関係政令について所要の改正を行
う。

◇地方自治法施行令及び公職選挙法施行令の一部
を改正する政令（政令第二百六十二号）（総務省）
第１ 地方自治法施行令の一部改正
地方公共団体が包括外部監査契約又は個別外
部監査契約を締結したときに告示すべき事項か
らこれらの契約を締結した者（外部監査人）の
住所を除く。（第百七十四条の四十九の二十八第
一号、第百七十四条の四十九の三十五第一号関
係）
第２ 公職選挙法施行令の一部改正
地域の自主性及び自立性を高めるための改革
の推進を図るための関係法律の整備に関する法
律（令和八年法律第二十七号）の施行に伴い、
所要の改正を行う。（第百四十一条第一項関係）
第３ 施行期日
この政令は、地域の自主性及び自立性を高め
るための改革の推進を図るための関係法律の整
備に関する法律の施行の日（令和八年九月三日）
から施行する。（附則関係）

           

◇デジタル庁組織令の一部を改正する政令（政令
第二百六十三号）（デジタル庁）
１ デジタル庁に置かれる参事官の定数を改め
る。（第三条関係）
２ 第三条第一項の参事官のうち一人は、令和十
三年三月三十一日まで置かれるものとする。（附
則第二項関係）
３ この政令は、令和八年九月一日から施行する。
（附則関係）

           

◇令和八年熊本地震による災害についての激甚災
害及びこれに対し適用すべき措置の指定に関す
る政令の一部を改正する政令（政令第二百六十
四号）（内閣府本府）
１ 令和八年熊本地震による熊本県八代市、宇城
市、上益城郡御船町及び嘉島町並びに八代郡氷
川町の区域に係る激甚災害に対し、中小企業信
用保険法による災害関係保証の特例を適用す
る。（本則関係）
２ この政令は、公布の日から施行する。（附則関
係）

           

◇科学技術・イノベーション創出の活性化に関す
る法律施行令の一部を改正する政令（政令第二
百六十五号）（内閣府本府）
１ 国立研究開発法人産業技術総合研究所による
出資並びに人的及び技術的援助の業務の対象と
して、当該成果を活用し、又は活用しようとす
る事業者に対する助言、資金供給その他の支援
の事業を行う者を追加する。（別表第二関係）
２ この政令は、公布の日から施行する。（附則関
係）

           

◇自衛隊法施行令の一部を改正する政令（政令第
二百六十六号）（防衛省）
１ 令和八年三月卒業の防衛医科大学校卒業生が
離職した場合における償還金の算定の基礎とな
る金額について、防衛省設置法（昭和二十九年
法律第百六十四号）第十六条第一項第一号の教
育訓練を修了した者においては四千七百三十一
万円、同項第二号の教育訓練を修了した者にお
いては千二十八万円、同項第三号の教育訓練を
修了した者においては千二十七万円とするこ
と。（別表第十一関係）
２ この政令は、公布の日から施行すること。（附
則関係）

           

◇出入国管理及び難民認定法及び出入国管理及び
難民認定法第二条第五号ロの旅券を所持する外
国人の上陸申請の特例に関する法律の一部を改
正する法律の一部の施行期日を定める政令（政
令第二百六十七号）（法務省）
出入国管理及び難民認定法及び出入国管理及び
難民認定法第二条第五号ロの旅券を所持する外国
人の上陸申請の特例に関する法律の一部を改正す
る法律（令和八年法律第三十二号）附則第一条第
二号に掲げる規定の施行期日は、令和八年十月一
日とする。

           

◇出入国管理及び難民認定法施行令及び日本国と
の平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等
の出入国管理に関する特例法施行令の一部を改
正する政令（政令第二百六十八号）（法務省）
第１ 出入国管理及び難民認定法施行令の一部改
正
１ 在留資格の変更の許可等に係る手数料の納
付に関する規定の整備
 出入国管理及び難民認定法第六十七条第
一項の規定により納付しなければならない
手数料の額を定める。（第二十五条第一項関
係）
 経済的困難その他特別の理由により手数
料を減額し、又は免除することが相当であ
る者を定める。（第二十五条第二項関係）
 手数料を減額することができる者及び減
額することができる額を定める。（第二十五
条第三項関係）
 手数料を免除することができる者を定め
る。（第二十五条第四項関係）
 在留資格の変更等の申請に併せて特定在
留カードの交付申請をした場合における在
留資格の変更の許可等に係る手数料の特則
を定める。（第二十五条第五項関係）

２ 特定登録者カードの交付等に係る手数料の
額に関する規定の整備
出入国管理及び難民認定法第六十七条の二
及び第六十八条第一項の規定により納付しな
ければならない手数料の額を定める。（第二十
五条の二関係）
３ 権限の委任に関する規定の整備
出入国管理及び難民認定法第六十九条の二
第一項の規定により出入国在留管理庁長官に
委任することができる法務大臣の権限を定め
る。（第二十六条関係）
４ 特定在留カードの交付に係る手数料に関す
る改正
特定在留カードの交付に係る手数料の納付
を要しない場合を改める。（附則第七条関係）
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政

令

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

地
方
自
治
法
施
行
令
及
び
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
二
号

地
方
自
治
法
施
行
令
及
び
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
六
項
及
び
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
九
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
十
八
第
一
号
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
三
十
五
第
一
号
中
「
及
び
住
所
」

を
削
る
。

（
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
百
九
十
五
条
」
を
「
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
大
臣

林

芳
正

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
三
号

デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
令
（
令
和
三
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
二
十
一
人
」
を
「
二
十
二
人
」
に
改
め
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て「（
施
行
期
日
）」を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
参
事
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

２

第
三
条
第
一
項
の
参
事
官
の
う
ち
一
人
は
、
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
四
号

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政

令
（
令
和
八
年
政
令
第
二
百
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
中
「
規
定
す
る
措
置
」
の
下
に
「
並
び
に
熊
本
県
八
代
市
、
宇
城
市
、
上
益
城
郡
御
船
町
及
び
嘉
島
町
並

び
に
八
代
郡
氷
川
町
の
区
域
に
係
る
激
甚
災
害
に
あ
っ
て
は
、
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
措
置
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
五
号

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第

六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
二
十
の
項
中
「
第
三
十
四
条
の
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
」
を「
第
三
十
四
条
の
六
第
一
項
各
号
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
十
一
イ
の
表
平
成
二
十
九
年
三
月
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

令
和
八
年
三
月

四
千
七
百
三
十
一
万
円

別
表
第
十
一
ロ
の
表
令
和
二
年
三
月
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

令
和
八
年
三
月

千
二
十
八
万
円

別
表
第
十
一
ハ
の
表
令
和
二
年
三
月
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

令
和
八
年
三
月

千
二
十
七
万
円

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出

入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等

の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
十
五
の
二
第
十
二

項
、
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
並
び
に
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日

本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十
六
条
の
二
第
十

六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
在
留
資
格
の
変
更
の
許
可
等
に
係
る
手
数
料
の
納
付
）

第
二
十
五
条

法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
許
可
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

在
留
資
格
の
変
更
又
は
在
留
期
間
の
更
新
の
許
可

次
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
当
該
許
可
に
係
る
在
留

期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ト
ま
で
に
定
め
る
額

イ

三
月
以
下

一
万
円

ロ

三
月
を
超
え
六
月
以
下

一
万
八
千
円
（
当
該
許
可
の
申
請
が
電
子
申
請
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項

に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
申
請
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
三
号
に
お
い

て
同
じ
。）に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
五
千
円
）

ハ

六
月
を
超
え
一
年
未
満

二
万
五
千
円
（
当
該
許
可
の
申
請
が
電
子
申
請
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
二
万
千
円
）

ニ

一
年

三
万
三
千
円
（
当
該
許
可
の
申
請
が
電
子
申
請
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
七
千

円
）

ホ

一
年
を
超
え
三
年
未
満

四
万
八
千
円
（
当
該
許
可
の
申
請
が
電
子
申
請
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
四
万
二
千
円
）

ヘ

三
年
以
上
五
年
未
満

六
万
四
千
円
（
当
該
許
可
の
申
請
が
電
子
申
請
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
五
万
六
千
円
）

ト

五
年
以
上

七
万
五
千
円
（
当
該
許
可
の
申
請
が
電
子
申
請
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六
万

五
千
円
）

二

永
住
許
可

二
十
万
円

三

再
入
国
（
数
次
再
入
国
を
除
く
。）の
許
可

四
千
円
（
当
該
許
可
の
申
請
が
電
子
申
請
に
よ
り
行
わ
れ
た
場

合
に
あ
っ
て
は
、
三
千
五
百
円
）

四

数
次
再
入
国
の
許
可

七
千
円
（
当
該
許
可
の
申
請
が
電
子
申
請
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六

千
五
百
円
）

自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
六
号

自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
ロ
の
旅
券
を
所
持
す
る
外
国
人

の
上
陸
申
請
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
六
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
ロ
の
旅
券
を
所
持
す
る
外

国
人
の
上
陸
申
請
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
ロ
の
旅
券
を
所
持
す

る
外
国
人
の
上
陸
申
請
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
附
則
第
一

条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
ロ
の
旅
券
を
所
持
す
る
外
国
人

の
上
陸
申
請
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、

令
和
八
年
十
月
一
日
と
す
る
。

法
務
大
臣

平
口

洋

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

２

法
第
六
十
七
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
に
準
ず
る
程

度
に
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
、
難
民
の
認
定
又
は
補
完
的
保
護
対
象
者
の
認
定
を
受
け
て

い
る
者
そ
の
他
の
人
道
上
の
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

二

外
交
又
は
公
用
の
在
留
資
格
へ
の
変
更
を
受
け
る
者

三

公
用
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
で
、
在
留
期
間
の
更
新
を
受
け
る
も
の

四

前
二
号
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
者

３

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
第
一
号
（
イ
に
係
る
部
分
を
除
く
。
第
一
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
第
二

号
に
掲
げ
る
許
可
を
受
け
る
者
（
同
号
に
掲
げ
る
許
可
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
、
法
第
二
十
二
条
第
二
項
た
だ

し
書
又
は
第
六
十
一
条
の
二
の
十
四
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
前

項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

額
に
至
る
ま
で
、
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
手
数
料
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
許
可
を
受
け
る
者

一
万
円

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
許
可
を
受
け
る
者

二
万
円

４

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
許
可
を
受
け
る
者
が
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
手
数
料
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
一
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
中
長
期
在
留
者
（
特
定
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
者
を
除
く
。）が
、
法
第
十
九
条
の
十
五
の
二
第
一

項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
基
づ
き
同
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
手
数
料
を
免
除
す
る

場
合
を
除
き
、
当
該
申
請
に
係
る
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
申
請
に
係
る
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲

げ
る
許
可
に
係
る
手
数
料
の
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
手
数
料
を
減
額
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
減
額
後
の
額
）
に
第
三
条
の
三
第
一
項
に
定
め
る
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
登
録
者
カ
ー
ド
の
交
付
等
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
二
十
五
条
の
二

法
第
六
十
七
条
の
二
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手

数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
交
付
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

特
定
登
録
者
カ
ー
ド
の
交
付
（
再
交
付
を
除
く
。）
四
千
円

二

特
定
登
録
者
カ
ー
ド
の
再
交
付

二
千
円

三

就
労
資
格
証
明
書
の
交
付

二
千
円（
当
該
交
付
の
申
請
が
電
子
申
請
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

千
六
百
円
）

四

在
留
カ
ー
ド
の
交
付

千
九
百
円

五

難
民
旅
行
証
明
書
の
交
付

四
千
八
百
円

第
二
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
六

法
第
六
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
権
限

附
則
第
七
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

法
第
十
九
条
の
十
五
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
特
定
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
中
長
期
在
留

者
が
行
う
も
の
を
除
く
。）又
は
当
該
申
請
に
併
せ
て
さ
れ
た
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
基
づ
き
同
条

第
六
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
と
き
。

（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
施
行
令
の
一

部
改
正
）

第
二
条

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
施
行
令

（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
特
定
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
特
別
永
住
者

が
行
う
も
の
を
除
く
。）又
は
当
該
申
請
に
併
せ
て
さ
れ
た
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
基
づ
き
同
条
第

七
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
ロ
の
旅

券
を
所
持
す
る
外
国
人
の
上
陸
申
請
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
三
十
二

号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
十
五
の
二
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
申
請
（
特
定
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
中
長
期
在
留
者
が
行
う
も
の
を
除
く
。）又
は
当
該
申
請
に
併
せ

て
さ
れ
た
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
基
づ
く
同
条
第
六
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
在
留
カ
ー
ド

の
交
付
に
係
る
手
数
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施

行
令
附
則
第
七
条
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出

入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
（
特
定
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
特
別
永
住
者
が
行
う
も
の
を
除
く
。）又
は
当
該
申
請
に
併
せ
て
さ
れ
た
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
基

づ
く
同
条
第
七
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
に
係
る
手
数
料
の
納
付
に
つ
い
て

は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国

管
理
に
関
す
る
特
例
法
施
行
令
附
則
第
三
条
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
七
年
政

令
第
三
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
五
号
を
第
二
十
六
号
」
を
「
第
二
十
六
号
を
第
二
十
七
号
」
に
、「
第
二
十
四
号
」
を
「
第
二

十
五
号
」
に
改
め
る
。

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置

に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過

措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
七
年
政
令
第
四
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
中「（
入
管
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
部
分
を
除
く
。）」
を
削
り
、

「
場
合
」
を
「
場
合
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
手
数
料
を
免
除

す
る
場
合
を
除
く
。）」
に
、「
新
入
管
法
施
行
令
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を
「
同
令
第
二
十
五
条
第
五
項
」
に
、「（
入

管
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
除
く
。）に
係
る
新
入
管
法
施
行
令
」
を
「
に
係
る
同
令
」
に
、「
又

は
」
を「（
イ
に
係
る
部
分
を
除
く
。）又
は
」
に
、「
額
と
」
を
「
額
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
手
数
料
を
減
額
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
減
額
後
の
額
）
と
」
に
改
め
る
。

法
務
大
臣

平
口

洋

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





府

令

２

法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
自
己
点
検
評
価
書
に
は
、
当
該
自
己
点
検
評
価
書
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
自
己
点

検
評
価
書
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

際
、
会
議
は
、
当
該
自
己
点
検
評
価
書
に
は
自
己
点
検
評
価
の
根
拠
と
な
る
情
報
が
記
載
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
会
議
の
事
務
及
び
事
業
の
性
質
、
内
容
等
に
応
じ
て
区
分
し
て
同
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

す
る
も
の
と
す
る
。

事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該
実
績
に

つ
い
て
自
己
点
検
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に

し
た
自
己
点
検
評
価
書

一

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
。
な
お
、

当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号

に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
次
の

イ
か
ら
ニ
ま
で
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に

掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
次
の
イ

か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
及
び
年
度
計
画
の
実
施
状

況
ロ

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況

ハ

当
該
業
務
の
実
績
に
係
る
指
標
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
指
標
及
び
当
該
事
業
年
度
の
属
す
る
中

期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
に
お
け
る
当
該
事

業
年
度
以
前
の
毎
年
度
の
当
該
指
標
の
数
値

ニ

当
該
事
業
年
度
の
属
す
る
中
期
的
な
活
動
計
画

に
係
る
期
間
に
お
け
る
当
該
事
業
年
度
以
前
の
毎

年
度
の
当
該
業
務
の
実
績
に
係
る
財
務
情
報
及
び

人
員
に
関
す
る
情
報

二

当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
前

号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
会
議
が
自
己
点

検
評
価
を
行
っ
た
結
果
。
な
お
、
当
該
自
己
点
検
評

価
を
行
っ
た
結
果
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
に
定
め
た
目
標
ご
と
の
評

定
及
び
当
該
評
定
を
付
し
た
理
由

ロ

業
務
運
営
上
の
課
題
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
当
該
課
題
及
び
当
該
課
題
に
対
す
る
改
善
方

策
ハ

過
去
の
自
己
点
検
評
価
書
に
記
載
さ
れ
た
改
善

方
策
の
う
ち
そ
の
実
施
が
完
了
し
た
旨
の
記
載
が

な
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
実
施
状
況

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
監
事
の
調
査
の
対
象
と
な
る
書
類
）

第
二
条

法
第
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
法
、
準
用
通
則
法
（
法
第
五
十
二
条
に
お

い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
日
本
学
術
会
議
法
施
行
令
（
令
和
七
年
政
令
第

二
百
九
十
九
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
と
す
る
。

（
中
期
的
な
活
動
計
画
の
作
成
及
び
変
更
）

第
三
条

会
議
は
、
中
期
的
な
活
動
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
本
学
術
会
議
評
価

委
員
会
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
お
い
て
当
該
中
期
的
な
活
動
計
画
の
案
を
示
し
た
上
、
法
第
四
十
二
条
第
三
項
に

規
定
す
る
意
見
を
聴
い
た
後
に
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
期
的
な
活
動
計
画
に
定
め
る
会
議
の
活
動
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条

法
第
四
十
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
会
議
の
活
動
に
関
す
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

人
事
に
関
す
る
計
画

二

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

三

そ
の
他
中
期
的
な
活
動
計
画
に
定
め
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

（
年
度
計
画
の
作
成
及
び
変
更
）

第
五
条

法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
年
度
計
画
（
以
下
「
年
度
計
画
」
と
い
う
。）に
は
、
中
期
的
な
活
動
計
画
に
定

め
た
事
項
に
関
し
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

３

会
議
は
、
年
度
計
画
を
変
更
し
た
と
き
は
、
変
更
し
た
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
己
点
検
評
価
の
方
法
）

第
六
条

法
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
己
点
検
評
価
（
以
下
「
自
己
点
検
評
価
」
と
い
う
。）は
、
同
条
第
一

項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
総
合
的
な
評
定
を
付
し
て
、行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
項
各
号
に
規
定
す
る
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
自
己
点
検
評
価
は
、

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
中
期
的
な
活
動
計
画
の
実
施
状
況
の
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
考
慮
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〇
内
閣
府
令
第
七
十
二
号

日
本
学
術
会
議
法
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二

項
第
四
号
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
四

項
第
二
号
、
第
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
八
条
第
三

項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
七
条
、
第
五
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
五
十
条
の
六

（
第
三
号
を
除
く
。）、
第
五
十
条
の
七
第
一
項
、
第
五
十
条
の
八
第
三
項
並
び
に
日
本
学
術
会
議
法
施
行
令
（
令
和
七

年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
学
術
会
議
の
業
務
運
営
、
財
務
及

び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

日
本
学
術
会
議
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
内
閣
府
令

（
監
査
報
告
の
作
成
）

第
一
条

日
本
学
術
会
議
法
（
令
和
七
年
法
律
第
七
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

監
事
は
、
法
第
一
条
の
目
的
及
び
法
第
二
条
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
職
務
を
遂
行
す
る
責
務
を
有
す
る
。

３

監
事
は
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
情
報
の
収
集
及
び
監

査
の
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。
第
一
号
並
び
に
第

六
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
役
員
以
外
の
日
本
学
術
会
議
会
員
（
以
下
「
会
員
」と
い
う
。）は
、

監
事
の
職
務
の
執
行
の
た
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

日
本
学
術
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。）の
役
員
、
役
員
以
外
の
会
員
及
び
職
員

二

そ
の
他
監
事
が
適
切
に
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者

４

前
項
の
規
定
は
、
監
事
が
公
正
不
偏
の
態
度
及
び
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
関
係
の
創
設
及
び
維
持
を
認
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

監
事
は
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
、
必
要
に
応
じ
、
会
議
の
他
の
監
事
と
の
意
思
疎
通
及
び
情
報
の
交
換
を

図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

監
査
報
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内
容

二

会
議
の
業
務
が
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
並
び
に
法
第
一
条
の
目
的
及
び
法
第

四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
期
的
な
活
動
計
画
（
以
下
「
中
期
的
な
活
動
計
画
」
と
い
う
。）に
定
め
る
目
標

の
着
実
な
達
成
に
向
け
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

三

会
議
の
役
員
、
役
員
以
外
の
会
員
及
び
職
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の

体
制
そ
の
他
会
議
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
運
用
に
つ
い
て
の
意
見

四

会
議
の
役
員
、
役
員
以
外
の
会
員
及
び
職
員
の
職
務
の
遂
行
に
関
し
、
不
正
の
行
為
又
は
法
令
等
に
違
反
す
る

重
大
な
事
実
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実

五

監
査
の
た
め
必
要
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

六

監
査
報
告
を
作
成
し
た
日





中
期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
の
終
了
時
に
見
込

ま
れ
る
当
該
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
当
該

実
績
に
つ
い
て
自
己
点
検
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明

ら
か
に
す
る
自
己
点
検
評
価
書

一

中
期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
の
終
了
時
に
見

込
ま
れ
る
当
該
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
。な
お
、

当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号

に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
次
の

イ
か
ら
ニ
ま
で
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に

掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
次
の
イ

か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
の
実
施
状
況

ロ

当
該
期
間
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況

ハ

当
該
業
務
の
実
績
に
係
る
指
標
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
指
標
及
び
当
該
期
間
に
お
け
る
毎
年
度

の
当
該
指
標
の
数
値

ニ

当
該
期
間
に
お
け
る
毎
年
度
の
当
該
業
務
の
実

績
に
係
る
財
務
情
報
及
び
人
員
に
関
す
る
情
報

二

当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
前

号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
会
議
が
自
己
点

検
評
価
を
行
っ
た
結
果
。
な
お
、
当
該
自
己
点
検
評

価
を
行
っ
た
結
果
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
に
定
め
た
目
標
ご
と
の
評

定
及
び
当
該
評
定
を
付
し
た
理
由

ロ

業
務
運
営
上
の
課
題
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
当
該
課
題
及
び
当
該
課
題
に
対
す
る
改
善
方

策
ハ

過
去
の
自
己
点
検
評
価
書
に
記
載
さ
れ
た
改
善

方
策
の
う
ち
そ
の
実
施
が
完
了
し
た
旨
の
記
載
が

な
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
実
施
状
況

中
期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
に
お
け
る
業
務
の

実
績
及
び
当
該
実
績
に
つ
い
て
自
己
点
検
評
価
を

行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
自
己
点
検
評
価
書

一

中
期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
に
お
け
る
業
務

の
実
績
。
な
お
、
当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二

条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
、
同
項
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
の
実
施
状
況

ロ

当
該
期
間
に
お
け
る
業
務
運
営
の
状
況

ハ

当
該
業
務
の
実
績
に
係
る
指
標
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
指
標
及
び
当
該
期
間
に
お
け
る
毎
年
度

の
当
該
指
標
の
数
値

ニ

当
該
期
間
に
お
け
る
毎
年
度
の
当
該
業
務
の
実

績
に
係
る
財
務
情
報
及
び
人
員
に
関
す
る
情
報

二

当
該
業
務
の
実
績
が
法
第
四
十
二
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
前

号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
会
議
が
自
己
点

イ

中
期
的
な
活
動
計
画
に
定
め
た
目
標
ご
と
の
評

定
及
び
当
該
評
定
を
付
し
た
理
由

ロ

業
務
運
営
上
の
課
題
が
検
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
当
該
課
題
及
び
当
該
課
題
に
対
す
る
改
善
方

策
ハ

過
去
の
自
己
点
検
評
価
書
に
記
載
さ
れ
た
改
善

方
策
の
う
ち
そ
の
実
施
が
完
了
し
た
旨
の
記
載
が

な
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
実
施
状
況

３

会
議
は
、
前
項
に
規
定
す
る
自
己
点
検
評
価
書
を
日
本
学
術
会
議
評
価
委
員
会
に
提
出
し
た
と
き
は
、速
や
か
に
、

当
該
自
己
点
検
評
価
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

検
評
価
を
行
っ
た
結
果
。
な
お
、
当
該
自
己
点
検
評

価
を
行
っ
た
結
果
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
財
務
諸
表
）

第
七
条

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
独
立
行
政
法
人
会
計
基
準
（
平
成
十
一
年
四
月
二

十
七
日
の
中
央
省
庁
等
改
革
推
進
本
部
決
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
独
立
行
政
法
人
の
会
計
に
関
す
る
研
究
の
成
果
と

し
て
公
表
さ
れ
た
基
準
を
い
う
。
第
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
定
め
る
純
資
産
変
動
計
算
書
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
並
び
に
同
基
準
に
定
め
る
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
相
当
す
る
書
類
と
す
る
。

（
事
業
報
告
書
の
作
成
）

第
八
条

法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

２

事
業
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

会
議
の
目
的
及
び
業
務
内
容

二

中
期
的
な
活
動
計
画
に
定
め
た
目
標
の
概
要

三

会
議
の
理
念
並
び
に
運
営
上
の
方
針
及
び
戦
略

四

中
期
的
な
活
動
計
画
及
び
年
度
計
画
の
概
要

五

持
続
的
に
適
正
な
活
動
を
行
う
た
め
の
源
泉

六

業
務
運
営
上
の
課
題
及
び
リ
ス
ク
の
状
況
並
び
に
そ
の
対
応
策

七

業
績
の
適
正
な
評
価
に
資
す
る
情
報

八

業
務
の
成
果
及
び
当
該
業
務
に
要
し
た
資
源

九

予
算
及
び
決
算
の
概
要

十

法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
の
要
約

十
一

財
政
状
態
及
び
運
営
状
況

十
二

内
部
統
制
の
運
用
状
況

十
三

会
議
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

（
財
務
諸
表
等
の
閲
覧
期
間
）

第
九
条

法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
代
え
て
公
告
を
行
う
た
め
の
電
磁
的
方
法
）

第
十
条

法
第
四
十
五
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の

技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ

た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
閲
覧
に
供
し
、

当
該
情
報
の
提
供
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記
録
す
る
方

法
と
す
る
。

２

法
第
四
十
五
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
措
置
で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
前
項
に
規
定
す
る
方

法
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
公
衆
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
記
録
媒
体
の
う
ち
自
動
公
衆
送
信
の
用
に
供
す
る
部
分
に
記
録
さ
れ
、
又
は
当
該
装
置
に

入
力
さ
れ
る
情
報
を
自
動
公
衆
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。）を
使
用
す
る
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
。





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
積
立
金
充
当
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
）

第
十
一
条

令
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
次
の

中
期
的
な
活
動
計
画
に
係
る
期
間
に
お
け
る
積
立
金
の
使
途
に
積
立
金
を
充
て
よ
う
と
す
る
理
由
と
す
る
。

（
積
立
金
の
処
分
に
係
る
承
認
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
十
二
条

令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
書
類
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
最
終
事
業
年
度
の

事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
期
間
最
終
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書
と
す
る
。

（
準
用
通
則
法
第
八
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
重
要
な
財
産
）

第
十
三
条

準
用
通
則
法
第
八
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
重
要
な
財
産
は
、会
議
の
保
有
す
る
財
産
で
あ
っ
て
、

準
用
通
則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
本
文
又
は
第
二
項
本
文
の
認
可
に
係
る
申
請
の
日
に
お
け
る
帳
簿
価
額
（
現

金
及
び
預
金
に
あ
っ
て
は
、
当
該
申
請
の
日
に
お
け
る
そ
の
額
）
が
五
十
万
円
以
上
の
も
の
（
そ
の
性
質
上
準
用
通

則
法
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
本
文
、
第
二
項
本
文
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と

が
不
適
当
な
も
の
を
除
く
。）そ
の
他
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
財
産
と
す
る
。

（
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
）

第
十
四
条

準
用
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
三
十
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
学
術
に
関
す
る
重
要
事
項
の
審
議
及
び
そ
の
実
現
に
関
す
る
事
項

二

法
第
三
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
連
携
の
確
保
及
び
強
化
に
関
す
る
事
項

三

法
第
三
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
社
会
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
項

四

法
第
三
十
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
交
流
に
関
す
る
事
項

五

法
第
三
十
七
条
第
五
号
に
規
定
す
る
附
帯
業
務
に
関
す
る
事
項

六

業
務
委
託
の
基
準

七

競
争
入
札
そ
の
他
契
約
に
関
す
る
基
本
的
事
項

八

そ
の
他
会
議
の
業
務
の
執
行
に
関
し
て
必
要
な
事
項

（
会
計
の
原
則
）

第
十
五
条

会
議
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
こ
の
府
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
府
令
に
定
め
の
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
に
従
う
も
の
と
す
る
。

２

金
融
庁
組
織
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
企
業
会
計
審
議
会
に
よ

り
公
表
さ
れ
た
企
業
会
計
の
基
準
は
、
前
項
に
規
定
す
る
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
に
該

当
す
る
も
の
と
す
る
。

３

独
立
行
政
法
人
会
計
基
準
は
、
こ
の
府
令
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
に
公
正
妥
当
と
認

め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基
準
に
優
先
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
子
会
社
の
範
囲
）

第
十
八
条

前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
会
議
に
よ
り
意
思
決
定
機
関
を
支
配
さ
れ
て
い
る
営
利
企
業
等
は
、
会
議
に
よ

り
意
思
決
定
機
関
を
支
配
さ
れ
て
い
る
会
社
等
（
会
社
、
組
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
業
体
（
外
国
に
お
け
る

こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
以
下
「
子
会
社
」
と
い
う
。）と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
会
議
及
び
そ
の
子
会
社
又
は
会
議
の
子
会
社
が
、
他
の
会
社
等
の
意
思
決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
る
場
合

に
お
け
る
当
該
他
の
会
社
等
も
、
会
議
の
子
会
社
と
み
な
す
。

２

前
項
に
規
定
す
る
子
会
社
と
は
、
次
に
掲
げ
る
会
社
等
を
い
う
。
た
だ
し
、
財
務
上
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業

上
の
関
係
か
ら
み
て
会
議
か
ら
意
思
決
定
機
関
を
支
配
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
会
社

等
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

会
議
が
会
社
等
（
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始
の
決

定
を
受
け
た
会
社
等
、
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
の
決

定
を
受
け
た
株
式
会
社
、
破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を

受
け
た
会
社
等
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
会
社
等
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
有
効
な
支
配
従
属
関
係
が
存
在
し
な
い
と

認
め
ら
れ
る
会
社
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
議
決
権
の
過
半
数
を
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所

有
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
会
社
等

二

会
議
が
、
会
社
等
の
議
決
権
の
百
分
の
四
十
以
上
、
百
分
の
五
十
以
下
を
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
、
か

つ
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
会
社
等

イ

自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と
自
己
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て

緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
及
び

自
己
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
者
が
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と
を

合
わ
せ
て
、
会
社
等
の
議
決
権
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

ロ

役
員
、
役
員
以
外
の
会
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
者
で
自
己
が
会
社
等
の
財
務
及
び
営
業
又

は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
関
し
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
、
当
該
会
社
等
の
取
締
役
会
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
機
関
の
構
成
員
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

ハ

会
社
等
の
重
要
な
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
す
る
契
約
等
が
存
在
す
る
こ
と
。

ニ

会
社
等
の
資
金
調
達
額
（
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
総
額
の
過
半
に

つ
い
て
融
資
（
債
務
の
保
証
及
び
担
保
の
提
供
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
二
号
ロ
（
２
）
に
お
い
て

同
じ
。）を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
自
己
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
の
あ
る

者
が
行
う
融
資
の
額
を
合
わ
せ
て
資
金
調
達
額
の
総
額
の
過
半
と
な
る
場
合
を
含
む
。）。

ホ

そ
の
他
会
社
等
の
意
思
決
定
機
関
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
。

三

会
議
が
、
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と
、
自
己
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等

に
お
い
て
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
及
び
自
己
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
者
が
所
有
し
て
い
る
議
決
権

と
を
合
わ
せ
た
場
合
（
自
己
の
計
算
に
お
い
て
議
決
権
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。）に
会
社
等
の
議
決
権

の
過
半
数
を
占
め
、
か
つ
、
前
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

会
社
等

（
円
滑
な
再
就
職
に
特
に
配
慮
を
要
す
る
業
務
の
範
囲
）

第
十
六
条

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
円
滑
な
再
就
職
に
特
に
配
慮
を
要
す
る
業
務
と

し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

基
礎
研
究

二

福
祉
に
関
す
る
業
務

三

研
究
開
発
に
関
す
る
業
務
（
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。）

（
密
接
関
係
法
人
等
の
範
囲
）

第
十
七
条

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
営
利
企
業
等
（
以
下
「
営
利
企
業
等
」
と
い
う
。）の
う

ち
、
資
本
関
係
、取
引
関
係
等
に
お
い
て
会
議
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

会
議
（
会
議
に
よ
り
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
を
決
定
す
る
機
関
（
株
主
総
会
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

機
関
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
「
意
思
決
定
機
関
」
と
い
う
。）を
支
配
さ
れ
て
い
る
営
利
企
業
等
で
次
条
に
定
め

る
も
の
を
含
む
。）が
他
の
営
利
企
業
等
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
営
利
企
業
等
と
し
て
第
十
九
条
に
定
め
る
も
の

二

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
提
供
、
依
頼
又
は
要
求
の
日
（
次
号
に
お
い

て
「
行
為
日
」
と
い
う
。）前
五
年
間
に
係
る
営
利
企
業
等
の
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
事
業
年
度
」

と
い
う
。）の
う
ち
い
ず
れ
か
の
事
業
年
度
に
お
い
て
会
議
と
の
間
に
締
結
し
た
売
買
、
賃
借
、
請
負
そ
の
他
の
契

約（
電
気
、ガ
ス
又
は
水
道
水
の
供
給
及
び
日
本
放
送
協
会
に
よ
る
放
送
の
役
務
の
給
付
を
受
け
る
契
約
を
除
く
。）

の
総
額
が
二
千
万
円
以
上
で
あ
る
営
利
企
業
等
で
あ
っ
て
、
当
該
契
約
の
総
額
の
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
売
上

額
又
は
仕
入
額
等
の
総
額
に
占
め
る
割
合
が
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
資
本
の
額
又
は
出
資
の
総
額
が
三
億
円
以
上

で
あ
り
、
か
つ
、
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
以
上
で
あ
る
営
利
企
業
等
に
あ
っ
て
は
、
十
パ
ー
セ
ン

ト
）
以
上
で
あ
る
も
の

三

行
為
日
前
五
年
間
に
、
会
議
に
対
し
、
補
助
金
等
（
補
助
金
、
負
担
金
、
利
子
補
給
金
そ
の
他
相
当
の
反
対
給

付
を
受
け
な
い
給
付
金
を
い
う
。）の
交
付
に
係
る
申
請
中
の
期
間
が
あ
る
営
利
企
業
等
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（
関
連
会
社
等
の
範
囲
）

第
十
九
条

第
十
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
当
該
他
の
営
利
企
業
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

会
議
の
子
会
社

二

会
議
（
会
議
が
子
会
社
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
子
会
社
を
含
む
。）が
、
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取

引
等
の
関
係
を
通
じ
て
、
子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重

要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
子
会
社
以
外
の
他
の
会

社
等
。
た
だ
し
、
財
務
上
又
は
営
業
上
若
し
く
は
事
業
上
の
関
係
か
ら
み
て
当
該
子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
の

財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
（
民
事
再
生
法
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
会
社
等
、
会

社
更
生
法
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
株
式
会
社
、
破
産
法
の
規
定
に
よ
る
破
産
手
続
開

始
の
決
定
を
受
け
た
会
社
等
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
会
社
等
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
当
該
会
社
等
の
財
務
及
び

営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
議
決
権
の
百
分
の
二
十
以
上
を
自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る

場
合

（
内
部
組
織
）

第
二
十
二
条

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
会
議
の
内
部
組
織

と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
現
に
存
す
る
内
部
組
織
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お

い
て
「
現
内
部
組
織
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
再
就
職
者
（
離
職
後
二
年
を
経
過
し
た
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。）が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と
す
る
。

２

直
近
七
年
間
に
存
し
、
又
は
存
し
て
い
た
内
部
組
織
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
再
就
職
者

が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
が
行
っ
て
い
た
業
務
を
現
内
部
組
織
（
当
該
内
部
組
織
が
現
内
部
組
織
で

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
他
の
現
内
部
組
織
）
が
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
該
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
当
該
現
内
部
組
織
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（
管
理
又
は
監
督
の
地
位
）

第
二
十
三
条

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る

も
の
は
、
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
六
号
に
規
定

す
る
職
員
が
就
い
て
い
る
官
職
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
会
長
へ
の
再
就
職
の
届
出
）

第
二
十
四
条

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
会
議
の
役
職
員
（
同
項
に

規
定
す
る
会
議
役
職
員
を
い
う
。
次
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
第
四
項
各
号
に
定
め

る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
、
会
長
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
会
議
の
役
職
員
は
、
当
該
届
出
に
係
る
第
四
項

第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
会
長
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
会
議
の
役
職
員
は
、
当
該
届
出
に
係
る
約
束
が

効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
会
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ

子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
の
議
決
権
の
百
分
の
十
五
以
上
、
百
分
の
二
十
未
満
を
自
己
の
計
算
に
お
い
て

所
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

（
１
）

会
議
の
役
員
、
役
員
以
外
の
会
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
自

己
が
子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
関
し
て
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
、
当
該
子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
の
代
表
取
締
役
、
取
締
役
又
は
こ
れ
ら

に
準
ず
る
役
職
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
。

（
２
）

子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
に
対
し
て
重
要
な
融
資
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

（
３
）

子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
に
対
し
て
重
要
な
技
術
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

（
４
）

子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
と
の
間
に
重
要
な
販
売
、
仕
入
れ
そ
の
他
の
営
業
上
又
は
事
業
上
の
取

引
が
あ
る
こ
と
。

（
５
）

そ
の
他
子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
等
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
。

ハ

自
己
の
計
算
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と
、
自
己
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い

て
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
及

び
自
己
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る
者
が
所
有
し
て
い
る
議
決
権
と

を
合
わ
せ
た
場
合
（
自
己
の
計
算
に
お
い
て
議
決
権
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
を
含
む
。）に
子
会
社
以
外
の
他

の
会
社
等
の
議
決
権
の
百
分
の
二
十
以
上
を
占
め
、
か
つ
、
ロ
（
１
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

三

会
議
の
業
務
の
一
部
又
は
会
議
の
業
務
に
関
連
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
、
一
般
財
団
法
人
そ

の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
、
会
議
が
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
、
そ
の
財
務
及
び
事

業
の
方
針
決
定
を
支
配
し
て
い
る
か
、
又
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

（
退
職
手
当
通
算
予
定
役
職
員
の
範
囲
）

第
二
十
条

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
引
き
続
い
て
採
用
が
予
定
さ

れ
て
い
る
者
の
う
ち
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
退
職
手
当
通
算
法
人
等
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当

通
算
法
人
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
役
員
又
は
退
職
手
当
通
算
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
者
と
な

る
た
め
退
職
し
た
場
合
に
準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
二
第
二
項
又
は
第
五
十
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手

当
の
支
給
の
基
準
に
よ
り
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
と
す
る
。

（
再
就
職
者
に
よ
る
法
令
等
違
反
行
為
の
依
頼
等
の
届
出
の
手
続
）

第
二
十
一
条

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
要
求
又
は
依
頼
を
受
け
た

後
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
会
長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

氏
名

二

会
議
の
役
員
、
役
員
以
外
の
会
員
又
は
職
員
の
地
位

三

法
令
等
違
反
行
為
（
準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
法
令
等
違
反
行
為
を
い
う
。
第
五
号
及

び
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
要
求
又
は
依
頼
を
し
た
再
就
職
者
（
準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
一
号
に
規
定

す
る
再
就
職
者
を
い
う
。）の
氏
名

四

前
号
の
再
就
職
者
が
そ
の
地
位
に
就
い
て
い
る
営
利
企
業
等
の
名
称
及
び
当
該
営
利
企
業
等
に
お
け
る
当
該
再

就
職
者
の
地
位

五

法
令
等
違
反
行
為
の
要
求
又
は
依
頼
が
行
わ
れ
た
日
時

六

法
令
等
違
反
行
為
の
要
求
又
は
依
頼
の
内
容

４

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

氏
名

二

会
議
の
役
職
員
の
地
位

三

再
就
職
の
約
束
を
し
た
日
以
前
の
会
議
の
役
職
員
（
準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
会
議
役

職
員
を
い
う
。
第
十
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
し
て
の
在
職
中
に
お
い
て
、
再
就
職
先
に
対
し
、
最
初
に
当
該
再
就

職
先
の
地
位
に
就
く
こ
と
を
要
求
し
た
日
（
当
該
日
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
）

四

再
就
職
の
約
束
を
し
た
日

五

離
職
予
定
日

六

再
就
職
予
定
日

七

再
就
職
先
の
名
称
及
び
連
絡
先

八

再
就
職
先
の
業
務
内
容

九

再
就
職
先
に
お
け
る
地
位

十

離
職
後
の
就
職
の
援
助
（
最
初
に
会
議
の
役
職
員
と
な
っ
た
後
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。）を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
当
該
援
助
の
内
容
（
離
職
後
の
就
職
の
援
助
が
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
旨
）

（
会
長
に
よ
る
報
告
）

第
二
十
五
条

準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）、
当
該
年
度
の
四
月
一
日
以
後
遅
滞
な
く
、
当
該
年
度

の
前
年
度
に
さ
れ
た
準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
並
び
に
同
年
度
に
講
じ
た
準
用
通
則
法
第
五

十
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項
の
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。





保
険
業
法
施
行
規
則
及
び
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
保
険
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ

て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
情
報
の
提
供
）

（
情
報
の
提
供
）

第
二
百
二
十
七
条
の
二

﹇
略
﹈

第
二
百
二
十
七
条
の
二

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

保
険
会
社
等
若
し
く
は
外
国
保
険
会
社
等
、
こ
れ
ら
の
役
員
（
保
険
募
集
人
で
あ
る
者
を
除
く
。）、
保
険
募

集
人
又
は
保
険
仲
立
人
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
は
、
法
第
二
百
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
保
険
契
約
の
内
容
そ
の
他
保
険
契
約
者
等
の
参
考
と
な
る
べ
き
情
報
の
提
供
を
行
う
場
合
に
は
、
保
険
契
約

者
及
び
被
保
険
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

四

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募
集
人
（
一
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募
集

人
で
あ
る
保
険
会
社
等
又
は
外
国
保
険
会
社
等
（
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
「
保
険
募
集
人
保
険
会
社
等
」
と
い

う
。）を
含
む
。
ロ
、
第
二
百
二
十
七
条
の
十
二
、
第
二
百
二
十
七
条
の
十
四
及
び
第
二
百
三
十
四
条
の
二
十

一
の
二
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
イ

又
は
ロ
に
定
め
る
事
項
の
説
明

四

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募
集
人
（
一
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募
集

人
で
あ
る
保
険
会
社
等
又
は
外
国
保
険
会
社
等
（
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
「
保
険
募
集
人
保
険
会
社
等
」
と
い

う
。）を
含
む
。
ロ
、
第
二
百
二
十
七
条
の
十
二
、
第
二
百
二
十
七
条
の
十
四
及
び
第
二
百
三
十
四
条
の
二
十

一
の
二
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当

該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
事
項
の
説
明

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

ロ

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
（
保
険
募
集
人
保
険
会
社
等
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等

及
び
当
該
保
険
募
集
人
保
険
会
社
等
。）が
引
き
受
け
る
保
険
（
第
二
百
二
十
七
条
の
十
二
、
第
二
百
二
十

七
条
の
十
四
第
二
項
及
び
第
二
百
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
「
二
以
上
の
所

属
保
険
会
社
等
が
引
き
受
け
る
保
険
」
と
い
う
。）に
係
る
二
以
上
の
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の
中

か
ら
保
険
契
約
の
締
結
又
は
保
険
契
約
へ
の
加
入
を
す
べ
き
一
又
は
二
以
上
の
保
険
契
約
（
以
下
「
提
案

契
約
」
と
い
う
。）の
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

当
該
二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募

集
人
が
取
り
扱
う
保
険
契
約
の
う
ち
顧
客
の
意
向
に
沿
っ
て
当
該
二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る

保
険
募
集
人
が
選
別
し
た
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の
概
要
及
び
当
該
提
案
の
理
由

ロ

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
（
保
険
募
集
人
保
険
会
社
等
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等

及
び
当
該
保
険
募
集
人
保
険
会
社
等
。）が
引
き
受
け
る
保
険
（
ハ
、
第
二
百
二
十
七
条
の
十
二
、
第
二
百

二
十
七
条
の
十
四
第
二
項
並
び
に
第
二
百
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て

「
二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
が
引
き
受
け
る
保
険
」
と
い
う
。）に
係
る
二
以
上
の
比
較
可
能
な
同
種
の

保
険
契
約
の
中
か
ら
顧
客
の
意
向
に
沿
っ
た
保
険
契
約
を
選
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
契
約
の
締
結
又

は
保
険
契
約
へ
の
加
入
を
す
べ
き
一
又
は
二
以
上
の
保
険
契
約
（
以
下
「
提
案
契
約
」
と
い
う
。）の
提
案

を
し
よ
う
と
す
る
場
合

当
該
二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募
集
人
が
取
り
扱
う
保
険
契

約
の
う
ち
顧
客
の
意
向
に
沿
っ
た
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の
概
要
及
び
当
該
提
案
の
理
由

﹇
号
の
細
分
を
削
る
。﹈

ハ

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る
二
以
上
の
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の

中
か
ら
ロ
の
規
定
に
よ
る
選
別
を
す
る
こ
と
な
く
、
提
案
契
約
の
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

当
該
提

案
の
理
由

﹇
五
〜
十
五

略
﹈

﹇
五
〜
十
五

同
上
﹈

﹇
４
〜
12

略
﹈

﹇
４
〜
12

同
上
﹈

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
七
十
三
号

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
九
十
四
条
第
一
項
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
利
用
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
百
四
条

並
び
に
保
険
業
法
第
三
百
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
険
業
法
施
行
規
則
及
び
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の

一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗





（
情
報
の
提
供
）

（
情
報
の
提
供
）

第
二
百
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二

保
険
会
社
等
若
し
く
は
外
国
保
険
会
社
等
、
こ
れ
ら
の
役
員
（
保
険
募
集
人

で
あ
る
者
を
除
く
。）、
保
険
募
集
人
又
は
保
険
仲
立
人
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
は
、
準
用
金
融

商
品
取
引
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
契
約
者
等
の
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
に
係
る
情
報

の
提
供
を
行
う
場
合
に
は
、
保
険
契
約
者
及
び
被
保
険
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

第
二
百
三
十
四
条
の
二
十
一
の
二

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募
集
人
に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
お

け
る
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項
の
説
明

二

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募
集
人
に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合

に
お
け
る
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
事
項
の
説
明

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

ロ

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る
二
以
上
の
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の

中
か
ら
提
案
契
約
の
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

当
該
二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募

集
人
が
取
り
扱
う
保
険
契
約
の
う
ち
顧
客
の
意
向
に
沿
っ
て
当
該
二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る

保
険
募
集
人
が
選
別
し
た
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の
概
要
及
び
当
該
提
案
の
理
由

ロ

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る
二
以
上
の
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の

中
か
ら
顧
客
の
意
向
に
沿
っ
た
保
険
契
約
を
選
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提
案
契
約
の
提
案
を
し
よ
う
と
す

る
場
合

当
該
二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
を
有
す
る
保
険
募
集
人
が
取
り
扱
う
保
険
契
約
の
う
ち
顧
客

の
意
向
に
沿
っ
た
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の
概
要
及
び
当
該
提
案
の
理
由

﹇
号
の
細
分
を
削
る
。﹈

ハ

二
以
上
の
所
属
保
険
会
社
等
が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る
二
以
上
の
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の

中
か
ら
ロ
の
規
定
に
よ
る
選
別
を
す
る
こ
と
な
く
、
提
案
契
約
の
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

当
該
提

案
の
理
由

﹇
三
〜
十

略
﹈

﹇
三
〜
十

同
上
﹈

﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

別
紙
様
式
第
25号
の
２
（
第
238条

第
１
項
関
係
）（
法
人
の
場
合
）

別
紙
様
式
第
25号
の
２
（
第
238条

第
１
項
関
係
）（
法
人
の
場
合
）

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）

事
業
報
告
書
（

年
度
）

事
業
報
告
書
（

年
度
）

（
年

月
日
か
ら

年
月

日
ま
で
）

（
年

月
日
か
ら

年
月

日
ま
で
）

年
月

日
提
出

年
月

日
提
出

財
務
（
支
）
局
長
殿

財
務
（
支
）
局
長
殿

郵
便
番
号

（


）
郵
便
番
号

（


）

住
所

住
所

電
話
番
号
（

）


電
話
番
号
（

）


商
号
又
は
名
称

商
号
又
は
名
称

代
表
者
又
は
管
理
人
の
氏
名

代
表
者
又
は
管
理
人
の
氏
名

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



１．事業概要 １．事業概要
［～ 略］ ［～ 同左］


比較・推奨販売の方法




比較・推奨販売の方法

ア．推奨方針（顧客の意向に沿って選別した保険契約の中から、特定の保険契約の提案・推

奨を行う場合の基準や理由等）


比較・推奨販売の方法 該当

１ 商品特性や保険料水準等の客観的な基準や理由等により、
保険商品を絞り込んで、顧客に提示している。

（記載上の注意）


２ 商品特性や保険料水準等の客観的な基準や理由等に基づく
ことなく、保険商品を絞り込んで、顧客に提示している。

推奨販売に関するマニュアル・社内規則等の内容を記載した書面がある場合には、その書

面の添付をもって推奨方針の記載を省略することができる。


３ その他
イ．比較・推奨販売の適切性の確認方法
 備考

（記載上の注意）
 （記載上の注意）比較・推奨販売の適切性の確認方法に関するマニュアル・社内規則等の内容を記載した書

面がある場合には、その書面の添付をもって比較・推奨販売の適切性の確認方法の記載を省

略することができる。


１．「該当」欄は、該当する箇所に〇を記載すること。
２．２又は３を選択した場合には、「備考」欄に簡潔に補足すること。

［～ 略］ ［～ 同左］
２．取扱保険契約等の状況 ２．取扱保険契約等の状況
 取扱保険契約等  取扱保険契約等
ア．生命保険 ア．生命保険
［略］ ［同左］
［削る。］ （推奨保険会社・商品）



取扱保険会社名 保険商品名
左記「保険商品名」の愛称
（いわゆるペットネーム）

推奨理由

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

（記載上の注意）
１．推奨保険商品の状況を記載した書面がある場合には、その書面の添付をもって記載を省
略することができる。
２．推奨保険商品が31商品以上ある場合には、行を追加して記載すること。
３．「保険商品名」欄は、保険会社の約款に記載の名称を記載すること。ただし、ペットネー
ム単位での把握が困難な場合には、保険種類ごとの記載でも可とし、保険種類を記載する
ことをもって足りる。
４．推奨保険商品等を定めていない場合には、記載することを要しない。

イ．損害保険 イ．損害保険
［略］ ［同左］
［削る。］ （推奨保険会社・商品）



取扱保険会社名 保険商品名 左記「保険商品名」の愛称
（いわゆるペットネーム） 推奨理由

１

２

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






３

４

５

６

７

８

９

10

（記載上の注意）
１．推奨保険商品の状況を記載した書面がある場合には、その書面の添付をもって記載を省
略することができる。
２．推奨保険商品が11商品以上ある場合には、行を追加して記載すること。
３．「保険商品名」欄は、保険会社の約款に記載の名称を記載すること。ただし、ペットネー
ム単位での把握が困難な場合には、保険種類ごとの記載でも可とし、保険種類を記載する
ことをもって足りる。
４．推奨保険商品等を定めていない場合には、記載することを要しない。

ウ．少額短期保険 ウ．少額短期保険
［略］ ［同左］
［削る。］ （推奨少額短期保険業者・商品）



取扱少額短期
保険業者名

保険商品名
左記「保険商品名」の愛称
（いわゆるペットネーム）

推奨理由

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






（記載上の注意）
１．推奨保険商品の状況を記載した書面がある場合には、その書面の添付をもって記載を省
略することができる。
２．推奨保険商品が11商品以上ある場合には、行を追加して記載すること。
３．「保険商品名」欄は、少額短期保険業者の約款に記載の名称を記載すること。ただし、
ペットネーム単位での把握が困難な場合には、保険種類ごとの記載でも可とし、保険種類
を記載することをもって足りる。
４．推奨保険商品等を定めていない場合には、記載することを要しない。

［・ 略］ ［・ 同左］
（記載上の注意） （記載上の注意）
［略］ ［同左］
別紙様式第25号の３（第238条第１項関係）（個人の場合） 別紙様式第25号の３（第238条第１項関係）（個人の場合）

（日本産業規格Ａ４） （日本産業規格Ａ４）
事 業 報 告 書（ 年度） 事 業 報 告 書（ 年度）

（ 年 月 日から 年 月 日まで） （ 年 月 日から 年 月 日まで）
年 月 日提出 年 月 日提出

財務（支）局長 殿 財務（支）局長 殿
郵便番号 （  ） 郵便番号 （  ）
住 所 住 所

電話番号（ ）  電話番号（ ） 
氏 名 氏 名

１．事業概要 １．事業概要
［～ 略］ ［～ 同左］


比較・推奨販売の方法




比較・推奨販売の方法

ア．推奨方針（顧客の意向に沿って選別した保険契約の中から、特定の保険契約の提案・推

奨を行う場合の基準や理由等）


比較・推奨販売の方法 該当

１ 商品特性や保険料水準等の客観的な基準や理由等により、
保険商品を絞り込んで、顧客に提示している。

（記載上の注意）


２ 商品特性や保険料水準等の客観的な基準や理由等に基づく
ことなく、保険商品を絞り込んで、顧客に提示している。

推奨販売に関するマニュアル・社内規則等の内容を記載した書面がある場合には、その書

面の添付をもって推奨方針の記載を省略することができる。


３ その他
イ．比較・推奨販売の適切性の確認方法


（記載上の注意）
 （記載上の注意）比較・推奨販売の適切性の確認方法に関するマニュアル・社内規則等の内容を記載した書

面がある場合には、その書面の添付をもって比較・推奨販売の適切性の確認方法の記載を省

略することができる。


１．「該当」欄は、該当する箇所に〇を記載すること。
２．２又は３を選択した場合には、「備考」欄に簡潔に補足すること。

［～ 略］ ［～ 同左］

備考

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






２．取扱保険契約等の状況 ２．取扱保険契約等の状況
 取扱保険契約等  取扱保険契約等
ア．生命保険 ア．生命保険
［略］ ［同左］
［削る。］ （推奨保険会社・商品）



取扱保険会社名 保険商品名
左記「保険商品名」の愛称
（いわゆるペットネーム）

推奨理由

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






23

24

25

26

27

28

29

30

（記載上の注意）
１．推奨保険商品の状況を記載した書面がある場合には、その書面の添付をもって記載を省
略することができる。
２．推奨保険商品が31商品以上ある場合には、行を追加して記載すること。
３．「保険商品名」欄は、保険会社の約款に記載の名称を記載すること。ただし、ペットネー
ム単位での把握が困難な場合には、保険種類ごとの記載でも可とし、保険種類を記載する
ことをもって足りる。
４．推奨保険商品等を定めていない場合には、記載することを要しない。

イ．損害保険 イ．損害保険
［略］ ［同左］
［削る。］ （推奨保険会社・商品）



取扱保険会社名 保険商品名
左記「保険商品名」の愛称
（いわゆるペットネーム）

推奨理由

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






（記載上の注意）
１．推奨保険商品の状況を記載した書面がある場合には、その書面の添付をもって記載を省
略することができる。
２．推奨商品が11商品以上ある場合は、行を追加して記載すること。
３．「保険商品名」欄は、保険会社の約款に記載の名称を記載すること。ただし、ペットネー
ム単位での把握が困難な場合には、保険種類ごとの記載でも可とし、保険種類を記載する
ことをもって足りる。
４．推奨保険商品等を定めていない場合には、記載することを要しない。

ウ．少額短期保険 ウ．少額短期保険
［略］ ［同左］
［削る。］ （推奨少額短期保険業者・商品）



取扱少額短期
保険業者名

保険商品名
左記「保険商品名」の愛称
（いわゆるペットネーム）

推奨理由

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

（記載上の注意）
１．推奨保険商品の状況を記載した書面がある場合には、その書面の添付をもって記載を省
略することができる。
２．推奨商品が11商品以上ある場合は、行を追加して記載すること。
３．「保険商品名」欄は、少額短期保険業者の約款に記載の名称を記載すること。ただし、
ペットネーム単位での把握が困難な場合には、保険種類ごとの記載でも可とし、保険種類
を記載することをもって足りる。
４．推奨保険商品等を定めていない場合には、記載することを要しない。

［・ 略］ ［・ 同左］
（記載上の注意） （記載上の注意）
［略］ ［同左］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 及 び 対 象 規 定 の 二 重 傍 線 を 付 し た 標 記 部 分 を 除 く 全 体 に 付 し た 傍 線 は 注 記 で あ る 。

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






（
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
令
和
三
年
内
閣
府
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
号
の
細
分

を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
保
険
契
約
者
及
び
被
保
険
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

（
保
険
契
約
者
及
び
被
保
険
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

第
五
十
六
条

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
（
保
険
媒
介
業
務
を
行
う
者
に
限
る
。
第
六
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号

及
び
第
四
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
（
準
用
保
険
業
法
第

二
百
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。
第
四
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
同
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
保
険
契
約
の
内
容
そ
の
他
保
険
契
約
者
等
（
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
契
約
者
等
を

い
う
。
第
一
号
ヨ
及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
参
考
と
な
る
べ
き
情
報
の
提
供
を
行

う
場
合
に
は
、
保
険
契
約
者
及
び
被
保
険
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
十
六
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

四

二
以
上
の
相
手
方
金
融
機
関
（
準
用
保
険
業
法
第
三
百
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
相
手
方
金
融
機
関

を
い
う
。
以
下
こ
の
款
及
び
第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る

保
険
契
約
を
取
り
扱
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ

又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項
の
説
明

四

二
以
上
の
相
手
方
金
融
機
関
（
準
用
保
険
業
法
第
三
百
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
相
手
方
金
融
機
関

を
い
う
。
以
下
こ
の
款
及
び
第
百
三
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る

保
険
契
約
を
取
り
扱
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
使
用
人
に
あ
っ
て
は
、
次
の
イ

か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
事
項
の
説
明

イ

﹇
略
﹈

イ

﹇
同
上
﹈

ロ

二
以
上
の
相
手
方
金
融
機
関
が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る
二
以
上
の
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の

中
か
ら
保
険
契
約
の
締
結
又
は
保
険
契
約
へ
の
加
入
を
す
べ
き
一
又
は
二
以
上
の
保
険
契
約
（
第
六
十
三

条
及
び
第
六
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
「
提
案
契
約
」
と
い
う
。）の
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

当
該

二
以
上
の
相
手
方
金
融
機
関
が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
を
取
り
扱
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業

者
が
取
り
扱
う
保
険
契
約
の
う
ち
顧
客
の
意
向
に
沿
っ
て
当
該
二
以
上
の
相
手
方
金
融
機
関
が
引
き
受
け

る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
を
取
り
扱
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
が
選
別
し
た
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険

契
約
の
概
要
及
び
当
該
提
案
の
理
由

ロ

二
以
上
の
相
手
方
金
融
機
関
が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る
二
以
上
の
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の

中
か
ら
顧
客
の
意
向
に
沿
っ
た
保
険
契
約
を
選
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
契
約
の
締
結
又
は
保
険
契
約

へ
の
加
入
を
す
べ
き
一
又
は
二
以
上
の
保
険
契
約
（
ハ
、
第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
「
提
案
契
約
」
と
い
う
。）の
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

当
該
二
以
上
の
相
手
方
金
融
機
関
が
引
き

受
け
る
保
険
に
係
る
保
険
契
約
を
取
り
扱
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
が
取
り
扱
う
保
険
契
約
の
う
ち
顧

客
の
意
向
に
沿
っ
た
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の
概
要
及
び
当
該
提
案
の
理
由

﹇
号
の
細
分
を
削
る
。﹈

ハ

二
以
上
の
相
手
方
金
融
機
関
が
引
き
受
け
る
保
険
に
係
る
二
以
上
の
比
較
可
能
な
同
種
の
保
険
契
約
の

中
か
ら
ロ
の
規
定
に
よ
る
選
別
を
す
る
こ
と
な
く
、
提
案
契
約
の
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

当
該
提

案
の
理
由

﹇
五
〜
十

略
﹈

﹇
五
〜
十

同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
府
令
は
、
令
和
十
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
保
険
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

保
険
業
法
第
三
百
四
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
報
告
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
府
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
保
険
業
法
施
行
規
則
別
紙
様
式
第
二
十
五
号
の
二
及
び
別
紙

様
式
第
二
十
五
号
の
三
に
よ
り
そ
の
作
成
及
び
提
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



デ
ジ
タ
ル
庁
令

デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
庁
令

デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
規
則
（
令
和
三
年
デ
ジ
タ
ル
庁
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
企
画
官
）

（
企
画
官
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

企
画
官
の
定
数
は
、
併
任
の
者
を
除
き
二
十
一
人
と
す
る
。

３

企
画
官
の
定
数
は
、
併
任
の
者
を
除
き
二
十
二
人
と
す
る
。

附

則

こ
の
庁
令
は
、
令
和
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

省

令

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も

の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
資
格
外
活
動
の
許
可
）

（
資
格
外
活
動
の
許
可
）

第
十
九
条

﹇
略
﹈

第
十
九
条

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
に
お
い
て
相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
外
国

人
は
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
に
出
頭
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
者
で
あ
つ
て
当
該
外
国
人
か
ら
依
頼
を
受
け
た
も
の
が
、
本
邦
に
あ
る
当
該
外
国
人
に
代
わ
つ
て
第
一
項

に
定
め
る
申
請
書
等
の
提
出
及
び
前
項
に
定
め
る
手
続
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
に
お
い
て
相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
外
国

人
は
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
に
出
頭
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
者
で
あ
つ
て
当
該
外
国
人
か
ら
依
頼
を
受
け
た
も
の
が
、
本
邦
に
あ
る
当
該
外
国
人
に
代
わ
つ
て
第
一
項

に
定
め
る
申
請
書
等
の
提
出
及
び
前
項
に
定
め
る
手
続
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
機
関
又
は
団
体
（
以
下
第
三
号
並
び
に
第
五
十
九
条
の
四
第
二
項
第
一
号

イ
及
び
第
六
十
四
条
第
五
項
第
三
号
に
お
い
て
「
受
入
れ
機
関
等
」
と
い
う
。）の
職
員
で
、
地
方
出
入
国
在

留
管
理
局
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
（
次
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
機
関
又
は
団
体
（
以
下
第
三
号
並
び
に
第
五
十
九
条
の
四
第
二
項
第
一
号

イ
及
び
第
六
十
一
条
の
三
第
五
項
第
三
号
に
お
い
て
「
受
入
れ
機
関
等
」
と
い
う
。）の
職
員
で
、
地
方
出
入

国
在
留
管
理
局
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
（
次
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）

﹇
イ
〜
ホ

略
﹈

﹇
イ
〜
ホ

同
上
﹈

﹇
二
〜
六

略
﹈

﹇
二
〜
六

同
上
﹈

﹇
４
〜
６

略
﹈

﹇
４
〜
６

同
上
﹈

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
デ
ジ
タ
ル
庁
令
第
六
号

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
及
び
デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
令
（
令
和
三
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
庁
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

〇
法
務
省
令
第
四
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
ロ
の
旅
券
を
所
持
す
る
外
国
人
の
上
陸
申
請
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び

に
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
六
十
九
条
及
び
第
六
十
九
条
の
二
第
二
項
並
び
に
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

平
口

洋





（
報
告
の
義
務
）

（
報
告
の
義
務
）

第
五
十
二
条

﹇
略
﹈

第
五
十
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
９

略
﹈

﹇
２
〜
９

同
上
﹈

10

第
六
十
四
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
一
項
又
は
第
八
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
う
場
合
に
準
用
す
る
。

10

第
六
十
一
条
の
三
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
一
項
又
は
第

八
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
う
場
合
に
準
用
す
る
。

11

﹇
略
﹈

11

﹇
同
上
﹈

（
出
頭
を
要
し
な
い
場
合
等
）

（
出
頭
を
要
し
な
い
場
合
等
）

第
五
十
九
条
の
四

﹇
略
﹈

第
五
十
九
条
の
四

﹇
同
上
﹈

﹇
２
・
３

略
﹈

﹇
２
・
３

同
上
﹈

４

法
第
六
十
一
条
の
八
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
と

す
る
。

４

法
第
六
十
一
条
の
八
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
と

す
る
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

四

法
第
二
十
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
（
法
第
二
十
二
条
の
三
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
み
、
永
住
者
の
在
留
資
格
の
取
得
の
申
請
を
す
る
場
合
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
る
申

請
に
あ
つ
て
は
、
本
邦
に
あ
る
外
国
人
が
電
子
情
報
処
理
組
織
（
法
務
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ

く
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
五
年
法
務
省
令
第
十
一
号
。
以
下

「
法
務
省
情
報
通
信
技
術
活
用
規
則
」と
い
う
。）第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。

次
号
及
び
第
六
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
使
用
し
て
第
六
十
四
条
第
一
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に

規
定
す
る
申
請
書
の
提
出
を
行
つ
た
場
合
。

四

法
第
二
十
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
（
法
第
二
十
二
条
の
三
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
み
、
永
住
者
の
在
留
資
格
の
取
得
の
申
請
を
す
る
場
合
を
除
く
。）の
規
定
に
よ
る
申

請
に
あ
つ
て
は
、
本
邦
に
あ
る
外
国
人
が
電
子
情
報
処
理
組
織
（
法
務
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ

く
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
五
年
法
務
省
令
第
十
一
号
。
以
下

「
法
務
省
情
報
通
信
技
術
活
用
規
則
」と
い
う
。）第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。

以
下
第
五
号
及
び
第
六
十
一
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。）を
使
用
し
て
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
第
九
号
か
ら

第
十
一
号
ま
で
に
規
定
す
る
申
請
書
の
提
出
を
行
つ
た
場
合
。

五

法
第
二
十
条
第
四
項
第
一
号
（
法
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
法
第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
（
法
第
二
十
二

条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る

在
留
カ
ー
ド
（
特
定
在
留
カ
ー
ド
以
外
の
在
留
カ
ー
ド
に
限
る
。）の
受
領
に
係
る
手
続
に
あ
つ
て
は
、
電
子

情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
六
十
四
条
第
一
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
規
定
す
る
申
請
書
の
提
出

を
行
つ
た
場
合
。

五

法
第
二
十
条
第
四
項
第
一
号
（
法
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
法
第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
（
法
第
二
十
二

条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る

在
留
カ
ー
ド
（
特
定
在
留
カ
ー
ド
以
外
の
在
留
カ
ー
ド
に
限
る
。）の
受
領
に
係
る
手
続
に
あ
つ
て
は
、
電
子

情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
規
定
す
る
申
請
書
の

提
出
を
行
つ
た
場
合
。

﹇
５
・
６

略
﹈

﹇
５
・
６

同
上
﹈

（
令
第
二
十
五
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
者
）

第
六
十
一
条

令
第
二
十
五
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と

す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

特
定
活
動
の
在
留
資
格
へ
の
変
更
を
受
け
る
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
活
動
を
特
に
指
定
さ
れ
る
も
の

イ

台
湾
日
本
関
係
協
会
の
本
邦
の
事
務
所
の
職
員
又
は
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
家
族
の
構
成

員
と
し
て
の
活
動

ロ

駐
日
パ
レ
ス
チ
ナ
総
代
表
部
の
職
員
又
は
当
該
職
員
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
家
族
の
構
成
員
と
し
て

の
活
動

二

前
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
活
動
を
特
に
指
定
さ
れ
て
特
定
活
動
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
で
、

在
留
期
間
の
更
新
を
受
け
る
も
の

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



（
手
数
料
の
納
付
の
方
法
）

（
手
数
料
納
付
書
）

第
六
十
二
条

﹇
略
﹈

第
六
十
一
条

﹇
同
上
﹈

２

法
第
十
九
条
の
十
五
の
二
第
十
二
項
、
第
六
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
七
条
の
二
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
手
数
料
（
再
入
国
許
可
の
有
効
期
間
の
延
長
の
許
可
の
記
載
及
び
難
民
旅
行
証
明
書
の
有
効
期

間
の
延
長
の
記
載
に
係
る
手
数
料
を
除
く
。）の
納
付
は
、
別
記
第
八
十
四
号
様
式
に
よ
る
手
数
料
納
付
書
に
、

当
該
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
貼
つ
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
九
条
の
十
五
の
二
第
十
二
項
又
は
第
六
十
七
条
か
ら
第
六
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
納

付
は
、
別
記
第
八
十
四
号
様
式
に
よ
る
手
数
料
納
付
書
に
、
当
該
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
貼
つ

て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
入
国
許
可
の
有
効
期
間
の
延
長
の
許
可
の
記
載

又
は
難
民
旅
行
証
明
書
の
有
効
期
間
の
延
長
の
許
可
の
記
載
を
受
け
る
者
が
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
許
可
又
は
交
付
の
申
請
が
電
子
申
請
（
令
第
二
十
五
条
第
一
項

第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
電
子
申
請
を
い
う
。）に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
法
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
六

十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
（
当
該
許
可
又
は
交
付
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
納
付
は
、
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
が
適

当
と
認
め
る
事
業
者
を
介
し
て
当
該
手
数
料
の
納
付
を
行
う
方
法
で
あ
つ
て
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
が
相

当
と
認
め
る
も
の
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
は
、
当
該
納

付
を
当
該
事
業
者
を
介
し
て
行
う
こ
と
を
証
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

一

令
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
許
可

二

令
第
二
十
五
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
交
付

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
の
故
障
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
前
項
に
規

定
す
る
方
法
に
よ
る
納
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
が
認
め
る
と
き
は
、
第
二
項

に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
納
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
六
十
三
条

法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
次
に
掲
げ

る
法
務
大
臣
の
権
限
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
に
委
任
す
る
。た
だ
し
、

法
務
大
臣
又
は
法
務
大
臣
の
権
限
を
委
任
さ
れ
た
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
六
十
一
条
の
二

法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
次
に

掲
げ
る
法
務
大
臣
の
権
限
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
に
委
任
す
る
。
た

だ
し
、
法
務
大
臣
又
は
法
務
大
臣
の
権
限
を
委
任
さ
れ
た
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ

な
い
。

﹇
一
〜
二
十
三

略
﹈

﹇
一
〜
二
十
三

同
上
﹈

二
十
四

法
第
六
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
権
限

﹇
号
を
加
え
る
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）

第
六
十
四
条

﹇
略
﹈

第
六
十
一
条
の
三

﹇
同
上
﹈

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
処
分
通
知
等
）

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
処
分
通
知
等
）

第
六
十
五
条

﹇
略
﹈

第
六
十
一
条
の
四

﹇
同
上
﹈

（
雑
則
）

（
雑
則
）

第
六
十
六
条

﹇
略
﹈

第
六
十
二
条

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



別
記
第
八
十
三
号
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



別
記
第
八
十
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
農
林
水
産
省

環

境

省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、こ
れ
を
削
り
、

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
飼
養
等
の
禁
止
の
適
用
除
外
）

（
飼
養
等
の
禁
止
の
適
用
除
外
）

第
二
条

法
第
四
条
第
二
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
由
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

第
二
条

法
第
四
条
第
二
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
由
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
削
る
）

四

特
定
外
来
生
物
の
指
定
の
際
現
に
行
っ
て
い
る
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
当
該
特
定
外
来
生
物
の
防

除
又
は
当
該
指
定
後
に
行
わ
れ
る
当
該
防
除
と
同
一
の
内
容
の
防
除
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
外
来
生
物
に
つ

い
て
当
該
指
定
の
日
か
ら
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
実
施
さ
れ
る
も
の
に
伴
っ
て
飼
養
等
を
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

四
〜
二
十

（
略
）

五
〜
二
十
一

（
略
）

（
削
る
）

二
十
二

特
定
外
来
生
物
の
指
定
の
際
現
に
当
該
特
定
外
来
生
物
の
飼
養
等
を
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該

飼
養
等
に
つ
い
て
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
当
該
指
定
の
日
か
ら
六
月
（
そ
の

期
間
が
終
了
す
る
ま
で
に
当
該
飼
養
等
に
係
る
許
可
の
申
請
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
を
経

過
し
た
と
き
は
、
そ
の
申
請
に
対
し
許
可
を
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
が
あ
る
日
ま
で
）
を
超
え
な
い
範
囲
で

当
該
特
定
外
来
生
物
の
飼
養
等
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
法
務
省
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
法
務
省
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
令
和
七
年
法
務
省

令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
改
正
前
欄
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
二
十
三
」
を
「
二
十
四
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
三
条
と
し
、
第
六
十
一
条
の
三
を
第
六
十
四
条
と
し
、
同
表
改
正
後
欄
の
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
二
十
四
」
を
「
二
十
五
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
三
条
と
し
、
第
六
十
一
条
の
三
を
第
六
十
四
条
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
条
第
五
号
ロ
の
旅
券
を
所
持
す
る
外
国
人
の
上
陸
申
請
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
次
に
掲
げ
る
許
可
又
は
交
付
の
申
請
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。）第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
六
十

七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
（
当
該
許
可
又
は
交
付
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
納
付
の
方
法
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
第
六
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一

入
管
法
第
二
十
条
第
三
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
在
留
資
格
の
変
更
の
許
可

二

入
管
法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
在
留
期
間
の
更
新
の
許
可

三

入
管
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
入
国
の
許
可

四

入
管
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
就
労
資
格
証
明
書
の
交
付

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
農
林
水
産
省

環

境

省
令
第
七
号

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
四
条
第
二
号
、
第
八
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
外
来
生
物
に

よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

環
境
大
臣

石
原

宏
高





（
削
る
）

二
十
三

特
定
外
来
生
物
の
指
定
の
際
現
に
行
っ
て
い
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
以
外
の
者
に
よ
る
当
該
特
定

外
来
生
物
の
防
除
又
は
当
該
指
定
後
に
行
わ
れ
る
当
該
防
除
と
同
一
の
内
容
の
防
除
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定

外
来
生
物
に
つ
い
て
当
該
指
定
の
日
か
ら
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
第
一
項
、
第

十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
伴
っ
て
飼
養
等
を
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

二
十
一
・
二
十
二

（
略
）

二
十
四
・
二
十
五

（
略
）

（
譲
渡
し
等
の
禁
止
の
適
用
除
外
）

（
譲
渡
し
等
の
禁
止
の
適
用
除
外
）

第
十
一
条

法
第
八
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条

法
第
八
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

第
二
条
第
二
十
一
号
に
該
当
し
て
飼
養
等
を
す
る
者
が
、
施
行
令
附
則
第
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
法
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
者
に
対
し
て
施
行
令
附
則
第
二
条
第
一
項
の
表
の
種
名
の

欄
に
掲
げ
る
種
に
属
す
る
生
物
の
個
体
の
譲
渡
し
を
す
る
場
合

六

第
二
条
第
二
十
四
号
に
該
当
し
て
飼
養
等
を
す
る
者
が
、
施
行
令
附
則
第
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
法
第
四
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
者
に
対
し
て
施
行
令
附
則
第
二
条
第
一
項
の
表
の
種
名
の

欄
に
掲
げ
る
種
に
属
す
る
生
物
の
個
体
の
譲
渡
し
を
す
る
場
合

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
三
十
六
条

法
及
び
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
権
限
（
農
林
水
産
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、L

epom
is

m
acrochirus

（
ブ
ル
ー
ギ
ル
）、M

icropterus
dolom

ieu

（
コ
ク
チ
バ
ス
）、M

icropterus
salm

oides

（
オ

オ
ク
チ
バ
ス
）
及
びA

n
oplophora

glabripen
n
is

（
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。

以
下
同
じ
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
主
務
大
臣
の
権
限
ご
と
に
、
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
十
一
号
、
第
十

二
号
（
法
第
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
権
限
に
限
る
。）、
第
十
三
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、第
二
十
六
号（
第

二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限
に
限
る
。）、
第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い

て
は
、
主
務
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
三
十
六
条

法
及
び
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
権
限
（
農
林
水
産
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、L

epom
is

m
acrochirus

（
ブ
ル
ー
ギ
ル
）、M

icropterus
dolom

ieu

（
コ
ク
チ
バ
ス
）、M

icropterus
salm

oides

（
オ

オ
ク
チ
バ
ス
）
及
びA

n
oplophora

glabripen
n
is

（
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。

以
下
同
じ
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
主
務
大
臣
の
権
限
ご
と
に
、
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
地
方
支
分
部
局
の
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
十
一
号
、
第
十

二
号
（
法
第
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
権
限
に
限
る
。）、
第
十
三
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
、第
二
十
六
号（
第

二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限
に
限
る
。）、
第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い

て
は
、
主
務
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
〜
十
八

（
略
）

一
〜
十
八

（
略
）

十
九

第
二
条
第
二
十
一
号
及
び
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
権
限

十
九

第
二
条
第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
に
規
定
す
る
権
限

二
十
〜
三
十
三

（
略
）

二
十
〜
三
十
三

（
略
）

別
表
第
一
未
判
定
外
来
生
物
と
な
る
外
来
生
物
（
第
二
十
八
条
関
係
）

別
表
第
一
未
判
定
外
来
生
物
と
な
る
外
来
生
物
（
第
二
十
八
条
関
係
）

項
種

名
項

種
名

第
一
動
物
界

第
一
動
物
界

（
略
）

（
略
）

五
条
鰭 き

亜
綱

五
条
鰭 き

亜
綱

イ
な
ま
ず
目

イ
な
ま
ず
目


ア
メ
リ
カ
な
ま
ず
科












イ
ク
タ
ル
ル
ス
科










（
略
）

（
略
）

２
Ictalurus 属

（
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
属









）

に
属
す
る
種
の
う
ち
Ictalurus

pun
ctatus （

チ
ャ
ネ
ル

キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
以
外
の
も
の

２
Ictalurus 属

（
イ
ク
タ
ル
ル
ス
属








）

に
属
す
る
種
の
う
ち
Ictalurus

pun
ctatus （

チ
ャ
ネ
ル
キ
ャ
ッ

ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
以
外
の
も
の

ロ
す
ず
き
目

ロ
す
ず
き
目


サ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ
科


サ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ
科

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



１ サンフィッシュ科に属する種のうちLepomis属（ブルーギル属）全種

                

、Micropterus
dolomieu（コクチバス）及びMicropterus salmoides（オオクチバス）以外のもの

１ サンフィッシュ科に属する種のうちLepomis macrochirus（ブルーギル

                 

）、Microp‑
terus dolomieu（コクチバス）及びMicropterus salmoides（オオクチバス）以外のも
の

（略） （略）

別表第二 未判定外来生物となる外来生物（第二十八条関係） 別表第二 未判定外来生物となる外来生物（第二十八条関係）

項 種 類 名 項 種 類 名

第一 動物界 第一 動物界

（略） （略）

二 条鰭
き

亜綱 二 条鰭
き

亜綱

ロ すずき目 ロ すずき目



サンフィッシュ科 （新設）

１

サンフィッシュ科に属する種が同科に属する他の種と交雑することにより生じた生物
のうちLepomis属（ブルーギル属）に属する種が同属に属する他の種と交雑すること
により生じた生物以外のもの



モロネ科 


モロネ科

（略） （略）

別表第三 種類名証明書の添付が必要な生物（第三十条関係） 別表第三 種類名証明書の添付が必要な生物（第三十条関係）

項 種 名 項 種 名

第一 動物界 第一 動物界

（略） （略）

五 条鰭
き

亜綱 五 条鰭
き

亜綱

（略） （略）

ハ なまず目 ハ なまず目

（略） （略）

 アメリカなまず科


 イクタルルス科


（略） （略）

２ Ictalurus属（アメリカナマズ属


）全種 ２ Ictalurus属（イクタルルス属


）全種

（略） （略）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






ヘ すずき目 ヘ すずき目

（略） （略）

 けつぎょ科  けつぎょ科

１


Coreoperca属（オヤニラミ属）全種 （新設）

２


Siniperca属（ケツギョ属）全種 １


Siniperca属（ケツギョ属）全種

（略） （略）

別表第四 種類名証明書の添付が必要な生物（第三十条関係） 別表第四 種類名証明書の添付が必要な生物（第三十条関係）

項 種 類 名 項 種 類 名

第一 動物界 第一 動物界

（略） （略）

四 条鰭
き

亜綱 四 条鰭
き

亜綱

（略） （略）

ハ すずき目 ハ すずき目



サンフィッシュ科 （新設）

１

サンフィッシュ科に属する種が同科に属する他の種と交雑することにより生じた生物



モロネ科 


モロネ科

（略） （略）

附 則

こ の 省 令 は 、 特 定 外 来 生 物 に よ る 生 態 系 等 に 係 る 被 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 （ 令 和 八 年 政 令 第 二 百 四 十 八 号 ） の 施 行 の 日 （ 令 和 八 年 九 月 一 日 ） か ら 施 行 す る 。

法 規 的 告 示

食 品 、 添 加 物 等 の 規 格 基 準 の 一 部 を 改 正 す る 告 示

食 品 、 添 加 物 等 の 規 格 基 準 （ 昭 和 三 十 四 年 厚 生 省 告 示 第 三 百 七 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 後 欄 に 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重 傍 線 を 付 し た 規 定 を 加 え

る 。

改 正 後 改 正 前

第２ 添加物 第２ 添加物
Ａ～Ｂ ［略］ Ａ～Ｂ ［略］
Ｃ 試薬・試液等 Ｃ 試薬・試液等

別に規定するもののほか、試験に用いる試薬・試液、容量分析用標準液、標準液、標準品、ク
ロマトグラフィー用担体／充塡剤、温度計、ろ紙、ろ過器、計量器・用器及び参照赤外吸収スペ
クトルは、次に示すものを用いる。

別に規定するもののほか、試験に用いる試薬・試液、容量分析用標準液、標準液、標準品、ク
ロマトグラフィー用担体／充塡剤、温度計、ろ紙、ろ過器、計量器・用器及び参照赤外吸収スペ
クトルは、次に示すものを用いる。

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

〇 内 閣 府 告 示 第 百 四 号

食 品 衛 生 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 百 三 十 三 号 ） 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 食 品 、 添 加 物 等 の 規 格 基 準 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を 次 の よ う に 定 め 、 告 示 の 日 か ら 施 行 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日 内 閣 総 理 大 臣 高 市 早 苗






なお、日本産業規格に適合する試薬については、その番号を付し、特級、１級、pH標準液用
等の種類のある場合には、種類も付した。本規格で用いる試薬の名称が日本産業規格の名称と異
なるものには、本規格の名称の次に日本産業規格の試薬の名称を付した。認証標準物質は、ＪＩ
Ｓ Ｑ0034に適合しＪＩＳ Ｑ0031に規定する認証書が添付されたものをいう。計量法（平成４
年法律第51号）に規定する標準液又は標準ガスは、ＪＩＳ Ｑ0034に適合し、同法第144条第１
項に基づく証明書が添付されたものをいう。

なお、日本産業規格に適合する試薬については、その番号を付し、特級、１級、pH標準液用
等の種類のある場合には、種類も付した。本規格で用いる試薬の名称が日本産業規格の名称と異
なるものには、本規格の名称の次に日本産業規格の試薬の名称を付した。認証標準物質は、ＪＩ
Ｓ Ｑ0034に適合しＪＩＳ Ｑ0031に規定する認証書が添付されたものをいう。計量法（平成４
年法律第51号）に規定する標準液又は標準ガスは、ＪＩＳ Ｑ0034に適合し、同法第144条第１
項に基づく証明書が添付されたものをいう。

試薬・試液、容量分析用標準液及び標準液を保存するガラス容器は、溶解度及びアルカリ度が
極めて小さく、鉛及びヒ素をできるだけ含まないものを用いる。

試薬・試液、容量分析用標準液及び標準液を保存するガラス容器は、溶解度及びアルカリ度が
極めて小さく、鉛及びヒ素をできるだけ含まないものを用いる。

［略］ ［略］
Ｌグルタミン酸測定用試液 Ｌグルタミン酸オキシダーゼ（Streptomyces属由来）、パーオキ
シダーゼ、４アミノアンチピリン及びNエチルN（２ヒドロキシ３スルホプロ


ピル）３メチルアニリンナトリウム塩


を含むＬグルタミン酸測定用試液である。酵素活
性試験法に適するものを用いる。

Ｌグルタミン酸測定用試液 Ｌグルタミン酸オキシダーゼ（Streptomyces属由来）、パーオキ
シダーゼ、４アミノアンチピリン及びNエチルN（２ヒドロキシ３スルホプロ


ピル）３，５ジメチルアニリンナトリウム塩


を含むＬグルタミン酸測定用試液である。
酵素活性試験法に適するものを用いる。

Ｌグルタミン酸測定用前処理試液


アスコルビン酸オキシダーゼを含むＬグルタミン酸測定
用前処理試液である。酵素活性試験法に適するものを用いる。

［加える。］

［略］ ［略］
Ｄ 成分規格・保存基準各条 Ｄ 成分規格・保存基準各条

成分規格・保存基準が定められている添加物は、当該成分規格・保存基準に適合しなければな
らない。

成分規格・保存基準が定められている添加物は、当該成分規格・保存基準に適合しなければな
らない。

添加物が組換えＤＮＡ技術によって得られた生物を利用して製造された物である場合には、当
該物は、内閣総理大臣が定める安全性審査の手続を経た旨の公表がなされたものでなければなら
ない。当該安全性審査の手続を経た旨の公表がなされた酵素については、当該酵素の定義の基原
に係る規定を適用しない。

添加物が組換えＤＮＡ技術によって得られた生物を利用して製造された物である場合には、当
該物は、内閣総理大臣が定める安全性審査の手続を経た旨の公表がなされたものでなければなら
ない。当該安全性審査の手続を経た旨の公表がなされた酵素については、当該酵素の定義の基原
に係る規定を適用しない。

［略］ ［略］
グルタミナーゼ グルタミナーゼ
Glutaminase Glutaminase

［略］ ［略］
グルタミナーゼ活性試験法 次の方法により試験を行う。なお、記載された方法で確認試験を行
うことができない場合、試料希釈倍率、緩衝液及び反応温度については、科学的に正当な理由
であると認められる場合に限り変更することができる。

グルタミナーゼ活性試験法 次の方法により試験を行う。なお、記載された方法で確認試験を行
うことができない場合、試料希釈倍率、緩衝液及び反応温度については、科学的に正当な理由
であると認められる場合に限り変更することができる。

本品10ｇを量り、水若しくは酢酸緩衝液（001mol／Ｌ、pH60、ポリオキシエチレン（10）
オクチルフェニルエーテル含有）を加えて溶解若しくは均一に分散して50mLとしたもの又は
これを更に水若しくは同緩衝液を用いて10倍若しくは100倍に希釈したものを試料液とする。

本品10ｇを量り、水若しくは酢酸緩衝液（001mol／Ｌ、pH60、ポリオキシエチレン（10）
オクチルフェニルエーテル含有）を加えて溶解若しくは均一に分散して50mLとしたもの又は
これを更に水若しくは同緩衝液を用いて10倍若しくは100倍に希釈したものを試料液とする。

Ｌ（＋）グルタミン20ｇを量り、水70mLを加えて溶かし、pH60の酢酸緩衝液（１mol／
Ｌ）10mLを加え、水を加えて100mLとしたものを基質溶液とする。用時調製する。

Ｌ（＋）グルタミン20ｇを量り、水70mLを加えて溶かし、pH60の酢酸緩衝液（１mol／
Ｌ）10mLを加え、水を加えて100mLとしたものを基質溶液とする。用時調製する。

試料液１mLを量り、37℃の水浴中で５分間加温し、あらかじめ37℃に加温した基質溶液
１mLを加えて、直ちに振り混ぜ、更に37℃で10分間加温した後、過塩素酸（83→1000）
１mLを加えて振り混ぜ、直ちに氷水中で１分間以上冷却する。ただし、過塩素酸は質量分率
60％のものを用いる。この液に水酸化ナトリウム溶液（３→100）１mLを加えて振り混ぜ、

試料液１mLを量り、37℃の水浴中で５分間加温し、あらかじめ37℃に加温した基質溶液
１mLを加えて、直ちに振り混ぜ、更に37℃で10分間加温した後、過塩素酸（83→1000）
１mLを加えて振り混ぜ、直ちに氷水中で１分間以上冷却する。ただし、過塩素酸は質量分率
60％のものを用いる。この液に水酸化ナトリウム溶液（３→100）１mLを加えて振り混ぜ、
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なお、吸光度を測定する検液及び比較液に濁りがある場合には、遠心分離を行い、上澄液に
ついて測定する。

なお、吸光度を測定する検液及び比較液に濁りがある場合には、遠心分離を行い、上澄液に
ついて測定する。

検液とする。別に試料液１mLを量り、過塩素酸（83→1000）１mLを加えて振り混ぜ、37℃
の水浴中で５分間加温した後、基質溶液１mLを加えて振り混ぜ、氷水中で１分間以上冷却す
る。この液に水酸化ナトリウム溶液（３→100）１mLを加えて振り混ぜ、比較液とする。Ｌ


グルタミン酸測定用前処理試液18mL


を分注した試験管に、検液及び比較液40L


をそれぞれ
加えて振り混ぜる。その後、Ｌグルタミン酸測定用試液18mLを加えて振り混ぜ、常温で20


分間放置した後、波長555nm


における吸光度を測定するとき、検液を加えて得られた液の吸光
度は、比較液を加えて得られた液の吸光度より大きい。

検液とする。別に試料液１mLを量り、過塩素酸（83→1000）１mLを加えて振り混ぜ、37℃
の水浴中で５分間加温した後、基質溶液１mLを加えて振り混ぜ、氷水中で１分間以上冷却す
る。この液に水酸化ナトリウム溶液（３→100）１mLを加えて振り混ぜ、比較液とする。Ｌ


グルタミン酸測定用試液３mL


を分注した試験管に、検液及び比較液02mL


をそれぞれ加えて
振り混ぜ、常温で10分間放置した後、波長600nm


における吸光度を測定するとき、検液を加え
て得られた液の吸光度は、比較液を加えて得られた液の吸光度より大きい。

［略］ ［略］
フルクトシルトランスフェラーゼ フルクトシルトランスフェラーゼ

Fructosyl Transferase Fructosyl Transferase

［略］ ［略］
フルクトシルトランスフェラーゼ活性試験法 次の方法により試験を行う。なお、記載された方
法で確認試験を行うことができない場合、基質、試料希釈倍率、緩衝液又は反応温度について
は、科学的に正当な理由であると認められる場合に限り変更することができる。

フルクトシルトランスフェラーゼ活性試験法 次の方法により試験を行う。なお、記載された方
法で確認試験を行うことができない場合、基質、試料希釈倍率、緩衝液又は反応温度について
は、科学的に正当な理由であると認められる場合に限り変更することができる。

第１法 本品10ｇを量り、水若しくはpH65のリン酸ナトリウム緩衝液（01mol／Ｌ）を加え
て溶解若しくは分散して100mLとしたもの又はこれを更に水若しくは同緩衝液を用いて10
倍、100倍若しくは1000倍に希釈したものを試料液とする。

第１法 本品10ｇを量り、水若しくはpH65のリン酸ナトリウム緩衝液（01mol／Ｌ）を加え
て溶解若しくは分散して100mLとしたもの又はこれを更に水若しくは同緩衝液を用いて10
倍、100倍若しくは1000倍に希釈したものを試料液とする。

キシロース40ｇを量り、pH65のリン酸ナトリウム緩衝液（01mol／Ｌ）50mLを加えて
40℃で加温して溶かす。冷後、この液に塩酸試液（１mol／Ｌ）又は水酸化ナトリウム試液
（１mol／Ｌ）を加えてpH65に調整した後、スクロース20ｇを加えて40℃で加温して溶か
す。冷後、塩酸試液（１mol／Ｌ）又は水酸化ナトリウム試液（１mol／Ｌ）を用いて
pH65に調整し、水を加えて100mLとしたものを基質溶液とする。なお、不溶物が認められ
る場合には、ろ紙でろ過する。

キシロース40ｇを量り、pH65のリン酸ナトリウム緩衝液（01mol／Ｌ）50mLを加えて
40℃で加温して溶かす。冷後、この液に塩酸試液（１mol／Ｌ）又は水酸化ナトリウム試液
（１mol／Ｌ）を加えてpH65に調整した後、スクロース20ｇを加えて40℃で加温して溶か
す。冷後、塩酸試液（１mol／Ｌ）又は水酸化ナトリウム試液（１mol／Ｌ）を用いて
pH65に調整し、水を加えて100mLとしたものを基質溶液とする。なお、不溶物が認められ
る場合には、ろ紙でろ過する。

試料液02mLを量り、40℃で２分間加温し、あらかじめ40℃で加温した基質溶液02mLを
加えて混和し、40℃で10分間加温する。この液01mLをあらかじめ水浴中で約10分間加熱し
た水19mLに加え、水浴中で20分間加熱し、室温まで冷却する。この液50L


を量り、Ｄグ

ルコース・Ｄフルクトース測定用試液125mL


を加えて混和し、室温で15分間


放置し、検
液とする。別に水19mLを量り、試料液005mLを加えて水浴中で10分間加熱した後、基質
溶液を005mL加え、水浴中で20分間加熱し、室温まで冷却する。この液50L


を量り、Ｄ

グルコース・Ｄフルクトース測定用試液125mL


を加えて混和し、室温で15分間


放置し、
比較液とする。検液及び比較液につき、波長340nmにおける吸光度を測定するとき、検液の
吸光度は比較液の吸光度よりも大きい。

試料液02mLを量り、40℃で２分間加温し、あらかじめ40℃で加温した基質溶液02mLを
加えて混和し、40℃で10分間加温する。この液01mLをあらかじめ水浴中で約10分間加熱し
た水19mLに加え、水浴中で20分間加熱し、室温まで冷却する。この液004mL


を量り、Ｄ

グルコース・Ｄフルクトース測定用試液1168mL


を加えて混和し、室温で10～15分間


放置
し、検液とする。別に水19mLを量り、試料液005mLを加えて水浴中で10分間加熱した後、
基質溶液を005mL加え、水浴中で20分間加熱し、室温まで冷却する。この液004mL


を量り、

Ｄグルコース・Ｄフルクトース測定用試液1168mL


を加えて混和し、室温で10～15分間


放置し、比較液とする。検液及び比較液につき、波長340nmにおける吸光度を測定するとき、
検液の吸光度は比較液の吸光度よりも大きい。

なお、吸光度を測定する検液及び比較液に濁りがある場合には、遠心分離を行い、上澄液
について測定する。

なお、吸光度を測定する検液及び比較液に濁りがある場合には、遠心分離を行い、上澄液
について測定する。

［略］ ［略］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 は 注 記 で あ る 。
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次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

第 二 条 令 和 八 年 九 月 十 一 日 以 降 の 各 日 に お け る 前 条 の 連 動 係 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応

じ 当 該 各 号 に 掲 げ る 式 に よ り 算 出 す る も の と し 、 そ の 数 に 小 数 点 以 下 第 五 位 未 満 の 端 数 が あ る

と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 す る も の と す る 。

第 二 条 令 和 三 年 九 月 十 一 日 以 降 の 各 日 に お け る 前 条 の 連 動 係 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応

じ 当 該 各 号 に 掲 げ る 式 に よ り 算 出 す る も の と し 、 そ の 数 に 小 数 点 以 下 第 五 位 未 満 （ 平 成 二 十 八

年 三 月 三 十 一 日 以 前 に 発 行 さ れ た 物 価 連 動 国 債 に つ い て は 、 小 数 点 以 下 第 三 位 未 満 ） の 端 数 が

あ る と き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 す る も の と す る 。

一 令和８年９月11日


以降に発行された物価連動国債（令和８年９月10日


以前に発行されてい
る物価連動国債と同一の記号として発行された物価連動国債を除く。）の場合

一 令和３年９月11日


以降に発行された物価連動国債（令和３年９月10日


以前に発行されてい
る物価連動国債と同一の記号として発行された物価連動国債を除く。）の場合

令和７年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用 令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用
令和７年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日 令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日

指数 指数
における適用指数 における適用指数

二 令和８年９月11日


以降に発行された物価連動国債であって、令和８年９月10日


以前に発行
されている物価連動国債と同一の記号として発行されたものの場合及び令和３年９月11日


以

降令和８年９月10日


以前に発行された物価連動国債の場合

二 令和３年９月11日


以降に発行された物価連動国債であって、令和３年９月10日


以前に発行
されている物価連動国債と同一の記号として発行されたものの場合及び平成28年９月11日


以

降令和３年９月10日


以前に発行された物価連動国債の場合
令和７年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用 令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用
令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日 平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日

指数
×
令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される令和８年


指数
×
平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される令和３年


における適用指数 令和７年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される令和８年


における適用指数 令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される令和３年


９月10日


における適用指数 ９月10日


における適用指数
９月10日


における適用指数 ９月10日


における適用指数

三 令和３年９月10日


以前に発行された物価連動国債の場合 三 平成28年９月10日


以前に発行された物価連動国債の場合
令和７年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用 令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用
平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日 平成22年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日

指数
×
平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される令和３年


指数
×
平成22年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される平成28年


における適用指数 令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される令和３年


における適用指数 平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される平成28年


９月10日


における適用指数
×
令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される ９月10日


における適用指数
×
平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される
９月10日


における適用指数 令和７年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される ９月10日


における適用指数 令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される

令和８年９月10日


における適用指数 令和３年９月10日


における適用指数
令和８年９月10日


における適用指数 令和３年９月10日


における適用指数

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

〇 財 務 省 告 示 第 二 百 三 十 八 号

物 価 連 動 国 債 の 取 扱 い に 関 す る 省 令 （ 平 成 十 六 年 財 務 省 令 第 七 号 ） 第 二 条 の 規 定 に 基 づ き 物 価 連 動 国 債 の 想 定 元 金 額 の 算 出 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る 件 （ 平 成 十 六 年 二 月 財 務 省 告 示 第 七 十 七 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日 財 務 大 臣 片 山 さ つ き






２ 令 和 八 年 九 月 十 日 以 前 の 各 日 に お け る 前 条 の 連 動 係 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 当 該

各 号 に 掲 げ る 式 に よ り 算 出 す る も の と し 、 そ の 数 に 小 数 点 以 下 第 五 位 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、

こ れ を 四 捨 五 入 す る も の と す る 。

２ 令 和 三 年 九 月 十 日 以 前 の 各 日 に お け る 前 条 の 連 動 係 数 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 区 分 に 応 じ 当 該

各 号 に 掲 げ る 式 に よ り 算 出 す る も の と し 、 そ の 数 に 小 数 点 以 下 第 五 位 未 満 （ 平 成 二 十 八 年 三 月

三 十 一 日 以 前 に 発 行 さ れ た 物 価 連 動 国 債 に つ い て は 、 小 数 点 以 下 第 三 位 未 満 ） の 端 数 が あ る と

き は 、 こ れ を 四 捨 五 入 す る も の と す る 。

一 令和３年９月11日


以降に発行された物価連動国債の場合 一 平成28年９月11日


以降に発行された物価連動国債の場合
令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用 平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用
令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日 平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日

指数 指数
における適用指数 における適用指数

二 令和３年９月10日


以前に発行された物価連動国債の場合 二 平成28年９月10日


以前に発行された物価連動国債の場合
令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用 平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される各日における適用
平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日 平成22年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される国債発行日の属する月の10日

指数 指数
における適用指数 における適用指数

９月10日


における適用指数 ９月10日


における適用指数
９月10日


における適用指数 ９月10日


における適用指数

﹇ ３ ・ ４ 略 ﹈ ﹇ ３ ・ ４ 同 上 ﹈

備 考 表 中 ﹇ ﹈ の 記 載 は 注 記 で あ る 。

×
平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される令和３年


令和２年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される令和３年


×
平成22年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される平成28年


平成27年


基準に基づく消費者物価指数に基づき算出される平成28年


次 の 表 に よ り 、 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を 加 え る 。

改 正 後 改 正 前

（ 略 ） （ 略 ）

別表 別表

農薬の有効成分 農薬使用者暴露許容量
急性農薬使用者暴露許
容量

農薬の有効成分 農薬使用者暴露許容量
急性農薬使用者暴露許
容量

（略） （略） （略） （略） （略） （略）

Sベンジル＝ジプロピルチオカルバ

マート（別名プロスルホカルブ）


00034㎎／㎏体重／日


0067㎎／㎏体重


（新設） （新設） （新設）

（ 略 ） （ 略 ）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 三 百 三 十 五 号

令 和 元 年 農 林 水 産 省 告 示 第 四 百 八 十 号 （ 農 薬 取 締 法 第 四 条 第 一 項 第 五 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る か ど う か の 基 準 を 定 め る 件 ） 第 一 号 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 四 年 農 林 水 産 省 告 示 第 千 六 百 五 十 号 （ 農 薬 取 締

法 第 四 条 第 一 項 第 五 号 に 掲 げ る 場 合 に 該 当 す る か ど う か の 基 準 を 定 め る 件 第 一 号 の 規 定 に 基 づ き 、 同 号 の 農 林 水 産 大 臣 が 定 め る 基 準 を 定 め る 件 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し 、 公 布 の 日 か ら 適 用 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日 農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和






そ の 他 告 示

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

１ 登録番号 第29467号
２ 登録年月日 令和４年11月29日
３ 農林水産植物の種類
Gypsophila L.

４ 登録品種の名称 スワン
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
菅家沙緒莉
福島県いわき市平中平窪二丁目３番地の１

１ 登録番号 第29468号
２ 登録年月日 令和４年11月29日
３ 農林水産植物の種類
Gypsophila L.

４ 登録品種の名称 初雪
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
菅家沙緒莉
福島県いわき市平中平窪二丁目３番地の１

１ 登録番号 第29495号
２ 登録年月日 令和４年11月29日
３ 農林水産植物の種類

Prunus L.

４ 登録品種の名称 花見野裾野
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
石井重久
静岡県富士市北松野767番地３

１ 登録番号 第29489号
２ 登録年月日 令和４年11月29日
３ 農林水産植物の種類

Alstroemeria L.

４ 登録品種の名称 ザルサシン
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

Van Zanten Breeding B.V.

Lavendelweg 15, 1435EW Rijsenhout, The

Netherlands

１ 登録番号 第29491号
２ 登録年月日 令和４年11月29日
３ 農林水産植物の種類

Hibiscus moscheutos L.

４ 登録品種の名称 タイタンイカロス
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
株式会社赤塚植物園
三重県津市高野尾町1868３

１ 登録番号 第30655号
２ 登録年月日 令和６年12月11日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 レヴァン サイジョウ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
有限会社本田園芸
愛媛県西条市福武甲33番地

１ 登録番号 第30661号
２ 登録年月日 令和６年12月11日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 IPT030017
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

Interplant Roses B.V.
Hugo de Vriesweg 4 A, 3481JA Harmelen,
The Netherlands

１ 登録番号 第20066号
２ 登録年月日 平成22年12月７日
３ 農林水産植物の種類
Gaura lindheimeri Engl. & Gray

４ 登録品種の名称 KLEAU04263
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

Klemm + Sohn GmbH& Co. KG
Hanfacker 10, 70378 Stuttgart, Germany

１ 登録番号 第14599号
２ 登録年月日 平成18年12月14日
３ 農林水産植物の種類

Fuchsia L.
４ 登録品種の名称 サニコンフapi５
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
西宮市
兵庫県西宮市六湛寺町10番３号

１ 登録番号 第25565号
２ 登録年月日 平成28年12月14日
３ 農林水産植物の種類

Nelumbo nucifera Gaertn.
４ 登録品種の名称 緋乃華
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
大木正人
千葉県東金市北幸谷121

１ 登録番号 第30662号
２ 登録年月日 令和６年12月11日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 IPT257117
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

Interplant Roses B.V.
Hugo de Vriesweg 4 A, 3481JA Harmelen,
The Netherlands

１ 登録番号 第30663号
２ 登録年月日 令和６年12月11日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 セルシュアルパルファン
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
今井清
広島県呉市広町4913番地の１

１ 登録番号 第28720号
２ 登録年月日 令和３年12月13日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.
４ 登録品種の名称 秀芳一力
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531８

１ 登録番号 第28731号
２ 登録年月日 令和３年12月13日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.
４ 登録品種の名称 秀そのか
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531８

〇 経 済 産 業 省 告 示 第 百 十 二 号

激 甚
じ ん

災 害 に 対 処 す る た め の 特 別 の 財 政 援 助 等 に

関 す る 法 律 施 行 令 （ 昭 和 三 十 七 年 政 令 第 四 百 三 号 ）

第 二 十 四 条 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 熊 本 地 震 に

よ る 激 甚 災 害 に 関 し 、 次 の よ う に 定 め た の で 、 告

示 す る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日
経 済 産 業 大 臣 赤 澤 亮 正

令 和 八 年 熊 本 地 震 に 係 る 激 甚 災 害 に 関 し 、 激 甚

災 害 に 対 処 す る た め の 特 別 の 財 政 援 助 等 に 関 す る

法 律 施 行 令 第 二 十 四 条 の 経 済 産 業 大 臣 が 定 め る 日

は 、 令 和 九 年 二 月 二 十 七 日 と す る 。

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 三 百 三 十 六 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 七 年 十 二 月 二 日 に 消 滅 し た も の と み な

さ れ る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

１ 登録番号 第29466号
２ 登録年月日 令和４年11月29日
３ 農林水産植物の種類
Gypsophila L.

４ 登録品種の名称 スノープリンセス
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
菅家沙緒莉
福島県いわき市平中平窪二丁目３番地の１

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 三 百 三 十 七 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 七 年 十 二 月 九 日 に 消 滅 し た も の と み な

さ れ る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

１ 登録番号 第13603号
２ 登録年月日 平成17年12月７日
３ 農林水産植物の種類

Hydrangea L.

４ 登録品種の名称 ポージィブーケ ノーブル
Ⅱ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
坂本正次
群馬県桐生市黒保根町下田沢2822番地の10

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 三 百 三 十 八 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 七 年 十 二 月 十 二 日 に 消 滅 し た も の と み

な さ れ る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 三 百 三 十 九 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 七 年 十 二 月 十 六 日 に 消 滅 し た も の と み

な さ れ る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

１ 登録番号 第28732号
２ 登録年月日 令和３年12月13日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.
４ 登録品種の名称 シューアロマ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531８

１ 登録番号 第28733号
２ 登録年月日 令和３年12月13日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.
４ 登録品種の名称 シューファンシル
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531８

１ 登録番号 第28744号
２ 登録年月日 令和３年12月13日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum x morifolium Ramat.

４ 登録品種の名称 DLFVAN２
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
Deliflor Royalties B.V.

Korte Kruisweg 163, 2676BS Maasdijk, The

Netherlands

１ 登録番号 第29962号
２ 登録年月日 令和５年12月14日
３ 農林水産植物の種類

SorghumMoench

４ 登録品種の名称 東山交37号
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
長野県
長野県長野市大字南長野字幅下692２
カネコ種苗株式会社
群馬県前橋市古市町一丁目50番12号

１ 登録番号 第18730号
２ 登録年月日 平成21年12月21日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 KORSPUNTY
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
W. kordes Sohne Rosenschulen GmbH &
Co KG
Rosenstr. 54, D25365 Klein Offenseth-
Sparrieshoop, Germany

１ 登録番号 第18731号
２ 登録年月日 平成21年12月21日
３ 農林水産植物の種類
Rosa L.

４ 登録品種の名称 KORGREENI
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
W. kordes Sohne Rosenschulen GmbH &
Co KG
Rosenstr. 54, D25365 Klein Offenseth-
Sparrieshoop, Germany

１ 登録番号 第22918号
２ 登録年月日 平成25年12月20日
３ 農林水産植物の種類

Verbena L.
４ 登録品種の名称 WESVEREVOO
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

Heinrich Westhoff
Fresenhorst 2224 46354 Sudlohn, Germa‑

ny

１ 登録番号 第30671号
２ 登録年月日 令和６年12月20日
３ 農林水産植物の種類
Begonia L.

４ 登録品種の名称 ラブミーサンク
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
富岡和彦
佐賀県唐津市七山藤川334番第１番地

１ 登録番号 第30677号
２ 登録年月日 令和６年12月20日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum L.

４ 登録品種の名称 精らいこう
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531番地８

１ 登録番号 第30678号
２ 登録年月日 令和６年12月20日
３ 農林水産植物の種類

Chrysanthemum L.
４ 登録品種の名称 シューコリドー
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
イノチオ精興園株式会社
広島県府中市鵜飼町531番地８

１ 登録番号 第30691号
２ 登録年月日 令和６年12月20日
３ 農林水産植物の種類

Hydrangea L.
４ 登録品種の名称 Doodles
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所

Schroll Management ApS
Benzons Alle 2, Dalum, 5250 Odense SV,
Denmark

１ 登録番号 第30693号
２ 登録年月日 令和６年12月20日
３ 農林水産植物の種類

Hydrangea L.
４ 登録品種の名称 SM３
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
坂本正次
群馬県桐生市黒保根町下田沢2822番地10

１ 登録番号 第23758号
２ 登録年月日 平成26年12月24日
３ 農林水産植物の種類

Abelmoschus esculentus (L.) Moench
４ 登録品種の名称 トーホク 白１号
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
株式会社トーホク
栃木県宇都宮市東町309番地

１ 登録番号 第22871号
２ 登録年月日 平成25年12月16日
３ 農林水産植物の種類

Cyclamen L.

４ 登録品種の名称 クラシカルドレスＡ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
麻野間秀一
愛知県北設楽郡設楽町西納庫字駒ヶ原157
未来アグリス株式会社
愛知県長久手市山越606番地

１ 登録番号 第15862号
２ 登録年月日 平成19年12月17日
３ 農林水産植物の種類

Mandevilla Lindl.

４ 登録品種の名称 サンマンデレミ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝四丁目17番５号

１ 登録番号 第15863号
２ 登録年月日 平成19年12月17日
３ 農林水産植物の種類

Mandevilla Lindl.

４ 登録品種の名称 サンマンデトミ
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
サントリーフラワーズ株式会社
東京都港区芝四丁目17番５号

１ 登録番号 第17205号
２ 登録年月日 平成20年12月17日
３ 農林水産植物の種類

Luculia Sweet

４ 登録品種の名称 長後GJ１
５ 品種登録者の氏名又は名称及び住所又は居所
株式会社サカタのタネ
神奈川県横浜市都筑区仲町台二丁目７番１号

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 三 百 四 十 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 七 年 十 二 月 十 七 日 に 消 滅 し た も の と み

な さ れ る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 三 百 四 十 一 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 七 年 十 二 月 十 八 日 に 消 滅 し た も の と み

な さ れ る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 三 百 四 十 二 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 七 年 十 二 月 二 十 三 日 に 消 滅 し た も の と

み な さ れ る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和

〇 農 林 水 産 省 告 示 第 千 三 百 四 十 三 号

種 苗 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 八 十 三 号 ） 第 四 十 九 条

第 一 項 第 五 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 品 種 登 録 を 取

り 消 し た の で 、 同 条 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 公 示 す

る 。
な お 、 育 成 者 権 は 、 同 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に

よ り 、 令 和 七 年 十 二 月 二 十 五 日 に 消 滅 し た も の と

み な さ れ る 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日
農 林 水 産 大 臣 鈴 木 憲 和
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次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
、
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
、
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
同
上
﹈

四

灯
質
、
光
度
、
配
置
そ
の
他
航
空
灯
火
の
性
能
に
関
す
る
重
要
事
項

四

灯
質
、
光
度
、
配
置
そ
の
他
航
空
灯
火
の
性
能
に
関
す
る
重
要
事
項

灯
火

灯
質

光
度

配
置
そ
の
他

灯
火

灯
質

光
度

配
置
そ
の
他

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

進
入
灯

ハ
ロ
ゲ
ン
灯
、
航
空
可

変
白
、
不
動
光

航
空
可
変
白

二
万
カ

ン
デ
ラ

滑
走
路
の
東
側
末
端
か
ら
百
九
十

二
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間

進
入
灯

ハ
ロ
ゲ
ン
灯
、
航
空
可

変
白
、
不
動
光

航
空
可
変
白

二
万
カ

ン
デ
ラ

滑
走
路
の
東
側
末
端
か
ら
二
百
四

十
六
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間

キ
セ
ノ
ン
放
電
灯
、
航

空
白
、
閃
光
毎
秒
間
に

二
閃
光

航
空
白

五
千
カ
ン
デ

ラた
だ
し
、
埋
込
形
は
八

十
カ
ン
デ
ラ

滑
走
路
の
東
側
末
端
五
十
七
メ
ー

ト
ル
か
ら
百
九
十
二
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
間

キ
セ
ノ
ン
放
電
灯
、
航

空
白
、
閃
光
毎
秒
間
に

二
閃
光

航
空
白

五
千
カ
ン
デ

ラた
だ
し
、
埋
込
形
は
八

十
カ
ン
デ
ラ

滑
走
路
の
東
側
末
端
五
十
七
メ
ー

ト
ル
か
ら
二
百
四
十
六
メ
ー
ト
ル

ま
で
の
間

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
、
航
空
可
変

白
、
不
動
光

航
空
可
変
白

二
万
カ

ン
デ
ラ

滑
走
路
の
東
側
末
端
二
百
二
十
一

メ
ー
ト
ル
か
ら
四
百
二
十
三
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
間

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
、
航
空
可
変

白
、
不
動
光

航
空
可
変
白

二
万
カ

ン
デ
ラ

滑
走
路
の
東
側
末
端
二
百
七
十
三

メ
ー
ト
ル
か
ら
四
百
二
十
三
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
間

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
、
航
空
白
、

閃
光
毎
秒
間
に
二
閃
光

航
空
白

六
千
カ
ン
デ

ラ
以
上

滑
走
路
の
東
側
末
端
二
百
二
十
一

メ
ー
ト
ル
か
ら
四
百
二
十
三
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
間

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
、
航
空
白
、

閃
光
毎
秒
間
に
二
閃
光

航
空
白

六
千
カ
ン
デ

ラ
以
上

滑
走
路
の
東
側
末
端
二
百
七
十
三

メ
ー
ト
ル
か
ら
四
百
二
十
三
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
間

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

誘
導
路
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
、
航
空
青
、

不
動
光

航
空
青
、
二
カ
ン
デ
ラ

誘
導
路
両
外
側
及
び
エ
プ
ロ
ン
の

外
側

誘
導
路
灯

白
熱
電
灯
、
航
空
青
、

不
動
光

航
空
青
、
十
カ
ン
デ
ラ

誘
導
路
両
外
側
及
び
エ
プ
ロ
ン
の

外
側

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
、
航
空
青
、

不
動
光

航
空
青
、
二
カ
ン
デ
ラ

誘
導
路
両
外
側
及
び
エ
プ
ロ
ン
の

外
側

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

五
・
六

﹇
略
﹈

五
・
六

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
二
十
六
号

飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
の
設
置
及
び
管
理
の
基
準
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
百
五
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
八
戸
飛
行
場
に
つ
い
て
の
告
示
（
令
和
四
年
防
衛
省
告
示
第
三
十
六
号
）
の
変
更
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎
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次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
同
上
﹈

四

灯
質
、
光
度
、
配
置
そ
の
他
航
空
灯
火
の
性
能
に
関
す
る
重
要
事
項

四

灯
質
、
光
度
、
配
置
そ
の
他
航
空
灯
火
の
性
能
に
関
す
る
重
要
事
項

灯
火

灯
質

光
度

配
置
そ
の
他

灯
火

灯
質

光
度

配
置
そ
の
他

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

滑
走
路
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
、
航
空
可
変

白
、
航
空
黄
、
不
動
光

航
空
白

一
万
一
千
カ

ン
デ
ラ

航
空
黄

八
千
カ
ン
デ

ラ

﹇
略
﹈

滑
走
路
灯

ハ
ロ
ゲ
ン
灯
、
航
空
可

変
白
、
航
空
黄
、
不
動

光

航
空
白

一
万
カ
ン
デ

ラ航
空
黄

四
千
カ
ン
デ

ラ

﹇
同
上
﹈

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

五
・
六

﹇
略
﹈

五
・
六

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
同
上
﹈

四

灯
質
、
光
度
、
配
置
そ
の
他
航
空
灯
火
の
性
能
に
関
す
る
重
要
事
項

四

灯
質
、
光
度
、
配
置
そ
の
他
航
空
灯
火
の
性
能
に
関
す
る
重
要
事
項

灯
火

灯
質

光
度

配
置
そ
の
他

灯
火

灯
質

光
度

配
置
そ
の
他

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

指
向
信
号
灯

ハ
ロ
ゲ
ン
灯
、航
空
赤
、

航
空
緑
、
航
空
白
、
信

号
灯

航
空
赤

六
万
カ
ン
デ

ラ

管
制
塔
内

指
向
信
号
灯

ハ
ロ
ゲ
ン
灯
、航
空
赤
、

航
空
緑
、
航
空
白
、
信

号
灯

管
制
塔
内

航
空
緑

六
万
カ
ン
デ

ラ航
空
白

四
十
万
カ
ン

デ
ラ

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

五
・
六

﹇
略
﹈

五
・
六

﹇
同
上
﹈

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
二
十
七
号

飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
の
設
置
及
び
管
理
の
基
準
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
百
五
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
小
月
飛
行
場
に
つ
い
て
の
告
示
（
令
和
四
年
防
衛
省
告
示
第
五
十
三
号
）
の
変
更
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
二
十
八
号

飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
の
設
置
及
び
管
理
の
基
準
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
百
五
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
入
間
飛
行
場
に
つ
い
て
の
告
示
（
令
和
四
年
防
衛
省
告
示
第
七
十
二
号
）
の
変
更
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎





第
二
図

﹇
略
﹈

第
二
図

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



公 告

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

諸 事 項
破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報






令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

小規模個人再生による再生計
画認可





〇 〇

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

(
分
冊
の

)






記
１．ロに掲げる、常磐自動車道と首都圏中央連絡自動車道等のインターチェンジ相互間の表に
次のとおり加える。

つくばみらいスマートからつくば中央まで 50 10   

つくばみらいスマートからつくば牛久まで 40 20   

つくばみらいスマートから牛久阿見まで 30    

別表３のうち、
「常磐自動車道（三郷・亘理間）

谷和原

谷田部

112 」を

「常磐自動車道（三郷・亘理間）

谷田部

つくばみ
ら い ス
マート

37谷和原

75

112 」に改める。

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報

高速道路の料金の額及び徴収期間の変更公告
東日本高速道路株式会社が平成18年３月31日に公告しました「高速道路の料金の額及び徴収期間の
公告」の一部を下記のとおり変更しますので、道路整備特別措置法（昭和31年法律第７号）第25条第
１項の規定に基づき、公告します。
令和８年８月 28 日 東日本高速道路株式会社

代表取締役社長 吉岡 幹夫

会 社 そ の 他 の 公 告

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 七 月 三 十 一 日 株 主 総 会 の 決 議

に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有 す

る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申

し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日

北 海 道 帯 広 市 西 二 十 二 条 南 二 丁 目 二 一 番 地 七

有 限 会 社 さ か き 屋 製 菓

清 算 人 國 重 隆 司

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 七 月 三 十 一 日 株 主 総 会 の 決 議

に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有 す

る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申

し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日

北 海 道 二 海 郡 八 雲 町 野 田 生 六 七 四 番 地 六

農 業 法 人 日 本 農 林 株 式 会 社

代 表 清 算 人 板 垣 丹 羽 子

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 五 月 三 十 一 日 総 社 員 の 同 意 に

よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を 有 す る

方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申 し

出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日

北 海 道 釧 路 市 芦 野 五 丁 目 二 七 番 一 五 号

合 同 会 社 Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ Ｂ Ｅ Ａ Ｔ

清 算 人 寺 嶋 秀 彰

解 散 公 告

当 社 は 、 令 和 八 年 七 月 十 五 日 開 催 の 株 主 総 会 の

決 議 に よ り 解 散 い た し ま し た の で 、 当 社 に 債 権 を

有 す る 方 は 、 本 公 告 掲 載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に

お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 右 期 間 内 に お 申 し 出 が な い と き は 清 算 か

ら 除 斥 し ま す 。

令 和 八 年 八 月 二 十 八 日

山 形 県 長 井 市 館 町 北 六 番 三 号

株 式 会 社 な が い 動 物 病 院

代 表 清 算 人 小 笠 原 信 吾






令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

茨
城
県
土
浦
市
国
分
町
七
番
四
一
号

コ
ー
ポ
植
松
有
限
会
社

清
算
人

植
松

修

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

群
馬
県
高
崎
市
九
蔵
町
四
三
番
地

株
式
会
社
佐
渡
屋
金
物
店

代
表
清
算
人

永
山

昌
宏

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

埼
玉
県
和
光
市
新
倉
一
丁
目
一
三
番
二
六

六
〇

二
号

合
同
会
社
キ
ャ
ラ
バ
ン
サ
ラ
イ

清
算
人

栁
下

崇

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
口
市
東
本
郷
一
丁
目
五
番
二
〇
号

株
式
会
社
久
豊
製
作
所

代
表
清
算
人

富
松

泰

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
練
馬
区
中
村
北
一

一

一
三

藤
和
ハ
イ
タ
ウ
ン
練
馬
五
〇
八

三
明
株
式
会
社

代
表
清
算
人

付

智
操

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
六
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
豊
島
区
高
田
一
丁
目
三
五
番
四
号

株
式
会
社
エ
ム
ラ
ボ

代
表
清
算
人

平
井

尚
英

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
三
〇
番
四
号
Ｃ

〇
〇
二

一
般
社
団
法
人
日
本
ヒ
ー
ブ
協
議
会

清
算
人

小
熊

聖
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
二
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
青
梅
市
野
上
町
一
丁
目
四
一
番
地
の
八

有
限
会
社
オ
キ
タ

清
算
人

田
島

智
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二
丁
目
三
六
番
一
〇

三

〇
二
号

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

代
表
清
算
人

逆
井

彰

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
二
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
立
川
市
幸
町
五
丁
目
一
〇
八
番
地
の
二
〇

合
同
会
社
セ
ン
ス

清
算
人

栗
坂
志
賀
子

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
二
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
京
橋
二

二

一
京
橋
江
戸
グ
ラ

ン
銀
座
マ
ツ
ナ
ガ
内

一
般
社
団
法
人
日
越
理
容
美
容
交
流
協
会

代
表
清
算
人

手
塚

英
之

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
七
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
板
橋
区
成
増
五
丁
目
二
四
番
三
号

有
限
会
社
高
田
電
設

清
算
人

高
田

幸
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里
一

五
九

三

二
一

一
号
室

元
榕
株
式
会
社

代
表
清
算
人

東
嘯

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
八
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
一
丁
目
一
番
一
四
号
コ
ノ

ト
ラ
ビ
ル
七
Ｆ

株
式
会
社
ロ
イ
ヤ
ル
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

代
表
清
算
人

木
村

明
進

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
〇
番
八
号
渋
谷

道
玄
坂
東
急
ビ
ル
二
Ｆ

Ｃ

株
式
会
社
メ
カ
ニ
ズ
ム
デ
ザ
イ
ン

代
表
清
算
人

坂
井

豊
貴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総
会

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
三
番
地
麹
町
ス
ク
エ
ア

株
式
会
社
シ
リ
ウ
ス
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
内

京
都
東
山
ア
セ
ッ
ト
特
定
目
的
会
社

清
算
人

溝
口

和
彦





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
対
し
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
一
丁
目
一
番
一
四
号
コ
ノ

ト
ラ
ビ
ル
七
Ｆ

株
式
会
社
S
H
IR
O
K
U
M
A

代
表
清
算
人

加
藤

仁
聡

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
三
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
練
馬
区
春
日
町
六
丁
目
一
六
番
一
一
号

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
光
が
丘
二
九
二
号
室

高
新
發
展
實
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

松
本

眞
一

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に

債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

ジ
ー
・
エ
イ
・
ワ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・
フ
ォ
ー

一
般
社
団
法
人

代
表
清
算
人

髙
橋

法
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
一
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
墨
田
区
吾
妻
橋
三

七

四
ラ
イ
オ
ン
ズ

マ
ン
シ
ョ
ン
吾
妻
橋
六
〇
四

株
式
会
社
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

代
表
清
算
人

濱
端

優
友

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
二
丁
目
一
一
番
五
号
巣
鴨
第

一
ビ
ル
六
階

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

代
表
清
算
人

辻

一
拓

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
世
田
谷
区
代
田
六

八

一
七

株
式
会
社
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

代
表
清
算
人

長
尾

彰

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
菱
沼
一
丁
目
二
三
番
二
五
号

ヤ
ナ
イ
商
事
株
式
会
社

代
表
清
算
人

梁
井
美
和
子

解
散
公
告

当
社
は
、
平
成
一
年
十
二
月
三
日
商
法
第
四
〇
六
条
ノ

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

長
野
県
上
高
井
郡
小
布
施
町
大
字
小
布
施
二
二
五

五
番
地

長
野
県
製
油
株
式
会
社

代
表
清
算
人

増
田

健

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

長
野
県
飯
田
市
中
村
七
〇
四
番
地
七

株
式
会
社
長
野
ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

代
表
清
算
人

本
田

治
久

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
智
村
駒
場
一
四
九
五
番
地
六
五

株
式
会
社
阿
智
タ
イ
ヤ
商
会

代
表
清
算
人

伊
藤
喜
美
一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

長
野
県
飯
田
市
大
通
二
丁
目
一
九
五
番
地

有
限
会
社
清
水
工
務
店

清
算
人

清
水

萬
治

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

長
野
県
下
伊
那
郡
松
川
町
大
島
五
一
〇
番
地
一

有
限
会
社
オ
ウ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

清
算
人

小
島

一

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三
丁
目
四

一
〇

ア
ル
テ
ィ
メ
イ
ト
名
駅
１
ｓ
ｔ
二
階

株
式
会
社
ピ
ュ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

代
表
清
算
人

加
藤

和
人

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
昭
和
区
向
山
町
一
丁
目
五
〇

五
メ
ゾ

ン
・
ド
・
ス
イ
ー
ト
一
〇
七

金
晟
株
式
会
社

代
表
清
算
人

朱

健

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
六
日
解
散
し
た
の
で
、
当
社

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

三
重
県
津
市
夢
が
丘
二
丁
目
二
〇
番
六

合
同
会
社
い
ち
ゆ
め

清
算
人

村
上

節
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
一
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

滋
賀
県
彦
根
市
池
州
町
一
二

一
九株

式
会
社
大
勝

代
表
清
算
人

チ
ャ
ン
・
ミ
ン
・
タ
ン





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

京
都
市
上
京
区
室
町
通
上
長
者
町
下
る
清
和
院
町

五
七
〇
番
地

B
u
tterfly

R
ea
l
E
sta
te
D
ev
elo
p
m
en
t 株
式

会
社

代
表
清
算
人

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
レ
バ
イ
ン

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

京
都
市
左
京
区
浄
土
寺
真
如
町
一
六
二

二

エ
ル
・
ク
レ
バ
ー
株
式
会
社

代
表
清
算
人

平
田

政
弘

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

京
都
市
左
京
区
岡
崎
法
勝
寺
町
八
三
番
地

Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

張

寶

文

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
阪
市
住
之
江
区
西
加
賀
屋
三
丁
目
一
九
番
四

六
〇
八
号

悠
遊
交
通
株
式
会
社

代
表
清
算
人

中
道

佳
恵

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
阪
市
住
吉
区
苅
田
七
丁
目
九
番
一
九
号

有
限
会
社
パ
テ
ス
リ
ー
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

清
算
人

村
嶋

章
宏

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
一
丁
目
一
番
三
号
大
阪
駅
前

第
三
ビ
ル
二
十
九
階
一

一

一
号
室

ａ
ｓ
ｋ
ｅ
ｃ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

合
同
会
社

代
表
清
算
人

稲
野
美
代
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
阪
府
大
阪
市
西
成
区
玉
手
中
二
丁
目
九
番
六
号

二
〇
二
号Ｔ

ｒ
ｅ
ｎ
ｄ

Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

羅

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

兵
庫
県
西
宮
市
津
門
呉
羽
町
二
番
三
三
号

株
式
会
社
パ
リ
ジ
ャ
ン

代
表
清
算
人

冷
水
ゆ
か
り

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

島
根
県
松
江
市
北
堀
町
三
二
番
地

有
限
会
社
エ
ス
・
ア
イ
・
エ
ス
し
ま
ね

代
表
清
算
人

野
田

隆

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

広
島
県
安
芸
郡
海
田
町
月
見
町
一
〇
番
五
号

一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｍ
Ａ

代
表
清
算
人

鈴
木

孝
平

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
八
月
三
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
令
和
八
年
八
月
十
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

広
島
市
安
芸
区
畑
賀
二
丁
目
六
番
二
九

二
四
号

グ
リ
ー
ン
ラ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
清
算
人

水
野

重
己

解
散
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
八
月
四
日
開
催
の
総
会
の
決
議

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

徳
島
県
三
好
市
池
田
町
ウ
ヱ
ノ
二
九
九
一
番
地
一

吉
野
川
上
流
漁
業
協
同
組
合

代
表
清
算
人

宮
成

政
信

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
開
催
の
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

愛
媛
県
宇
和
島
市
吉
田
町
知
永
四
番
耕
地
七
五
二

番
地

ベ
ル
ゼ
ー
ル
合
同
会
社

清
算
人

藥
師
寺
重
治

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
岡
市
東
区
高
美
台
一
丁
目
一
五
番
一
号

有
限
会
社
神
屋
工
業

清
算
人

前
田

哲
也

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
二
十
二
日
開
催
の
社
員
総

会
に
お
い
て
解
散
す
る
こ
と
を
決
議
い
た
し
ま
し
た
。
当

法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら

二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内

に
お
申
し
出
の
な
い
債
権
者
は
、
清
算
か
ら
除
斥
さ
れ
ま

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
岡
県
糸
島
市
篠
原
東
二
丁
目
一
一
番
一
七
号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｆ
Ｍ
伊
都

清
算
人

那
須

英
仁

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

佐
賀
県
鳥
栖
市
蔵
上
町
五
五
〇
番
地

株
式
会
社
平
野
地
所

代
表
清
算
人

平
野

浩
司





第 41 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 静岡市駿河区大坪町２番26号

太陽建機レンタル株式会社
代表取締役社長 真鍋 貢

損益計算書の要旨
令和７年６月１日から
令和８年５月31日まで

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 高 115,299
売 上 原 価 75,488
売 上 総 利 益 39,811
販売費及び一般管理
費 35,505
営 業 利 益 4,305
営 業 外 収 益 424
営 業 外 費 用 287
経 常 利 益 4,443
特 別 利 益 18
特 別 損 失 1
税引前当期純利益 4,459
法人税、住民税及び
事業税 1,632
法人税等調整額 264
当 期 純 利 益 3,092

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)(単位：百万円)
資 産 の 部 負債・純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 48,686 流 動 負 債 55,025
固 定 資 産 95,554 固 定 負 債 59,639
有形固定資産 90,075 負 債 合 計 114,664
無形固定資産 667 株 主 資 本 29,526
投 資 等 4,812 資 本 金 1,141

利 益 剰 余 金 28,385
利 益 準 備 金 285
その他利益剰余金 28,100

評価・換算差額等 50
その他有価証券評価
差額金 50

純資産合計 29,576
資 産 合 計 144,240 負債・純資産合計 144,240

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
円
減
少
し
一
億
円

と
し
、
減
少
す
る
全
額
を
資
本
剰
余
金
と
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
令
和
八
年
四
月
十
七
日
に
二
憶
五
千
万

円
増
資
し
て
お
り
、
資
本
金
の
額
は
三
億
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
四
丁
目
一

一

四
階

株
式
会
社
ア
ド
バ
リ
ュ
ー

代
表
取
締
役

増
田

直
樹

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 62,779
固 定 資 産 821
資 産 合 計 63,600

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,487
株 主 資 本 53,113
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 3,113
その他利益剰余金 3,113

負債・純資産合計 63,600
 当期純利益 3,113千円

第１期決算公告 令和８年８月28日
札幌市中央区南一条西四丁目１１４階

株式会社アドバリュー
代表取締役 増田 直樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
、そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
、

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
同
時
に
株
式
の
発
行
に
よ
り
増
額
い
た

し
ま
す
の
で
、
効
力
発
生
日
後
の
資
本
金
及
び
資
本

準
備
金
の
額
は
同
日
前
を
下
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
十
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

北
海
道
岩
内
郡
岩
内
町
字
万
代
九
番
地
の
一

株
式
会
社
キ
ン
グ
ハ
イ
ヤ
ー

代
表
取
締
役

廣
田

正

第 63 期決算公告 令和８年８月28日
北海道岩内郡岩内町字万代９番地の１

株式会社キングハイヤー
代表取締役 廣田 正

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 44,290
固 定 資 産 25,532
繰 延 資 産 2,518
資 産 合 計 72,340

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 7,450
固 定 負 債 77,439
株 主 資 本 12,549
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 22,549
利 益 準 備 金 2,000
その他利益剰余金 24,549
(うち当期純利益) (2,281)

負債・純資産合計 72,340

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
〇
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
麻
布
永
坂
町
一
番
地

岩
堀
ア
パ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

岩
堀

啓
子

第 61 期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区麻布永坂町１番地
岩堀アパート株式会社
代表取締役 岩堀 啓子

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,194
固 定 資 産 19,680
資 産 合 計 20,874

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,933
固 定 負 債 0
負 債 合 計 1,933
株 主 資 本 18,941
資 本 金 10,800
利 益 剰 余 金 8,141
その他利益剰余金 8,141
(うち当期純損失) (119)
純資産合計 18,941
負債・純資産合計 20,874

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
二
十
五
日
社
員
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

熊
本
市
中
央
区
出
水
七
丁
目
六
九
番
一
六
号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ル
・
シ
エ
ル
く
ま
も
と

清
算
人

石
津
サ
ヤ
カ

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

沖
縄
県
国
頭
郡
東
村
字
慶
佐
次
七
五
八

一
七
一

合
同
会
社
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ

清
算
人

柏
木
さ
く
ら

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
六
日
開
催
の
第
五
十

二
回
定
期
大
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八

年
八
月
二
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

栃
木
県
下
野
市
下
古
山
二
二
三
七
番
地
一

第
一
電
子
工
業
労
働
組
合

清
算
人

松
本

靖
弘

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
七
月
十
六
日
、
診
療
所
の
す
べ

て
を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、本
公
告
第
一
回
掲
載（
令

和
八
年
八
月
二
十
七
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

横
浜
市
都
筑
区
牛
久
保
一
丁
目
二
番
九
号
メ
デ
ィ

コ
ー
ポ
都
筑
一
〇
二

医
療
法
人
社
団
日
々
希
会

清
算
人

板
橋

隆
嗣

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
五
月
十
四
日
開
催
の
責
任
役
員

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有

す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
二
十

一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
井
県
鯖
江
市
寺
中
町
一
九
号
八
番
地

宗
教
法
人
西
向
寺

清
算
人

大
江

宏
玄

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八

月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

岐
阜
県
羽
島
市
竹
鼻
町
蜂
尻
一
四
四
番
地

蓮
瑞
寺

清
算
人

坂
谷

学
称





資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
三
千
六
百
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
四
千
万
円
減
少
し
、
そ
れ

ぞ
れ
九
百
万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
北
青
山
三
丁
目
六
番
七
号
青
山

パ
ラ
シ
オ
ン
タ
ワ
ー
一
一
階

ア
パ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
山
佳
代
子

第６期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区北青山三丁目６番７号

青山パラシオンタワー11階
アパテックジャパン株式会社

代表取締役 中山佳代子
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 257,930
固 定 資 産 9,545
資 産 合 計 267,476

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 291,261
株 主 資 本 23,785
資 本 金 145,000
資 本 剰 余 金 140,000
資 本 準 備 金 140,000
利 益 剰 余 金 308,785
その他利益剰余金 308,785
(うち当期純利益) (41,997)

負債・純資産合計 267,476

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
九
千
六
百
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
九

百
万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
赤
坂
四
丁
目
九
番
二
五
号
新
東

洋
赤
坂
ビ
ル
一
Ｆ

ア
パ
テ
ッ
ク
モ
ー
タ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
山
佳
代
子

第４期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区赤坂四丁目９番25号

新東洋赤坂ビル１Ｆ
アパテックモーターズ株式会社

代表取締役 中山佳代子
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 82,023
固 定 資 産 7,994
資 産 合 計 90,017

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 152,835
株 主 資 本 62,817
資 本 金 205,000
資 本 剰 余 金 200,000
資 本 準 備 金 200,000
利 益 剰 余 金 467,817
その他利益剰余金 467,817
(うち当期純損失) (49,420)

負債・純資産合計 90,017

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

ア
ン
ナ
ビ
（
住
所
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
一
番

一
二
号
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
２

九
階
）
に
対

し
て
当
社
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
一
番
一
二
号
Ｖ

Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
２

九
階

株
式
会
社
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
ナ
ビ

代
表
取
締
役

夏
目

莞
士

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 581,172,266
固 定 資 産 149,821,673
資 産 合 計 730,993,939

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 427,449,129
固 定 負 債 168,309,000
負 債 合 計 595,758,129

株 主 資 本 135,235,810
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 125,235,810
その他利益剰余金 125,235,810
(うち当期純利益) (80,086,859)
純資産合計 135,235,810

負債・純資産合計 730,993,939

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

Ｏ
Ｋ
カ
ン
パ
ニ
ー
（
本
店
東
京
都
目
黒
区
碑
文
谷
六

丁
目
八
番
八
号
）
に
対
し
て
当
社
の
有
価
証
券
の
保

有
・
運
用
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
大
田
区
大
森
西
一
丁
目
一
番
五
号

大
隅
化
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

本

愛
幸

令和８年８月 28 日
東京都大田区大森西一丁目１番５号

大隅化工株式会社
代表取締役 本釜 愛幸

貸借対照表の要旨
(令和７年10月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 1,366,380
固 定 資 産 1,978,036
資 産 合 計 3,344,416

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 622,410
株 主 資 本 2,722,006
資 本 金 21,000
利 益 剰 余 金 2,701,006
利 益 準 備 金 1,600
その他利益剰余金 2,699,406
(うち当期純利益) (2,414)

負債・純資産合計 3,344,416

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
三
十
日
責
任
役
員
会
決
議

に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

愛
知
県
春
日
井
市
如
意
申
町
四
丁
目
二
九
番
一
一

木
曽
御
嶽
本
教
永
伯
教
会

清
算
人

高
間

博
久

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
を
も
っ
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
八
月
二
十
六
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

愛
知
県
江
南
市
古
知
野
町
塔
塚
一
三
二
番
地光

圓
寺

清
算
人

船
戸

昭
善

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
三
月
二
十
七
日
開
催
の
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
七
月

三
十
一
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
岡
県
糸
島
市
前
原
西
一
丁
目
一
番
一
号

農
事
組
合
法
人
前
原
酪
農
振
興
組
合

清
算
人

重
冨

重
彦





資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
五
百
五
十
万
九
千

五
百
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
七
番
三
号

株
式
会
社
ｋ
ｎ
ｅ
ｗ
ｉ
ｔ

代
表
取
締
役

小
川

直
哉

第４期決算公告 令和８年８月28日
東京都千代田区霞が関三丁目７番３号

株式会社ｋｎｅｗｉｔ
代表取締役 小川 直哉

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 32,509
固 定 資 産 1,109
繰 延 資 産 84
合 計 33,702

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,445
固 定 負 債 39,000
株 主 資 本 10,743
資 本 金 75,510
資 本 剰 余 金 72,510
資 本 準 備 金 72,510
利 益 剰 余 金 158,763
その他利益剰余金 158,763
(うち当期純損失) (68,343)
合 計 33,702

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
会
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
四
億
五
千
四
百

五
十
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
〇
番
八
号

渋
谷
道
玄
坂
東
急
ビ
ル
二
Ｆ

Ｃ

株
式
会
社
ア
イ
ス
タ
イ
ル

代
表
取
締
役

伊
藤

俊
輝

令和８年８月 28 日
東京都渋谷区道玄坂一丁目10番８号
渋谷道玄坂東急ビル２ＦＣ

株式会社アイスタイル
代表取締役 伊藤 俊輝

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 14,336
固 定 資 産 926,500
合 計 940,836

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 473,146
株 主 資 本 467,690
資 本 金 1,000
資 本 剰 余 金 454,500
資 本 準 備 金 454,500
利 益 剰 余 金 12,190
その他利益剰余金 12,190
(うち当期純損失) (3,960)
合 計 940,836

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
億
二
千
二
百
三
十
四

万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
七
番
一
号
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
タ
ワ
ーエ

ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

木
野

将
徳

第１期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区赤坂九丁目７番１号
東京ミッドタウン・タワー

エックス株式会社
代表取締役 木野 将徳

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 17
固 定 資 産 1,813,622
繰 延 資 産 764
合 計 1,814,404

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 71,198
固 定 負 債 1,719,546
株 主 資 本 23,659
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 76,340
その他利益剰余金 76,340
(うち当期純損失) (76,340)
合 計 1,814,404

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
Ｂ
Ｒ

Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
株
式
会
社
（
住
所

愛
知

県
名
古
屋
市
港
区
宝
神
五
丁
目
二
二
〇
六
番
地
）
に

対
し
て
当
社
の
中
古
車
販
売
事
業
に
関
す
る
権
利
義

務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
港
区
宝
神
五
丁
目
二
二
〇
六
番
地

株
式
会
社
Ｂ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ

代
表
取
締
役

吉
戸

裕
也

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

名古屋市港区宝神五丁目2206番地
株式会社ＢＲ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

代表取締役 吉戸 裕也
貸借対照表の要旨

(令和７年10月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 1,077,254
固 定 資 産 364,524
合 計 1,441,779

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 293,818
固 定 負 債 969,802
株 主 資 本 178,158
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 168,158
その他利益剰余金 168,158
(うち当期純利益) (37,270)
合 計 1,441,779

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
第
十
三
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

資
産
の
部

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部
計

一
二
四
、
九
一
四
、
一
六
〇

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

（
単
位
・
円
）

負
債
の
部
計

九
五
、
九
三
二
、
二
三
〇

正
味
財
産
の
部
計

二
八
、
九
八
一
、
九
三
〇

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

一
二
四
、
九
一
四
、
一
六
〇

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

千
葉
県
千
葉
市
稲
毛
区
長
沼
町
一
二
八
番
地
三

特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
リ
ー
フ

代
表
理
事

荒
田

弘

第
十
三
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
千
円
）

資
産
の
部

資
産
の
部
計

一
〇
九
、
四
七
二

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

負
債
の
部
計

八
六
、
九
二
九

正
味
財
産
の
部
計

二
二
、
五
四
三

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

一
〇
九
、
四
七
二

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
一
丁
目
一
九
番
一
〇
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ
ン
ル
ー
ム

代
表
理
事

千
葉

俊
輔

第
十
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

単
位
・
千
円

資
産
の
部

流
動
資
産

一
、
〇
三
〇
、
二
〇
九

固
定
資
産

三
一
五
、
五
二
三

資
産
合
計

一
、
三
四
五
、
七
三
二

流
動
負
債

二
五
二
、
六
二
八

固
定
負
債

一
八
、
六
一
九

株
主
資
本

一
、
〇
七
四
、
四
八
五

資
本
金

五
二
、
五
〇
〇

資
本
剰
余
金

九
八
七
、
七
二
一

資
本
準
備
金

五
〇
、
〇
〇
〇

そ
の
他
資
本
剰
余
金

九
三
七
、
七
二
一

利
益
剰
余
金

三
四
、
二
六
四

そ
の
他
利
益
剰
余
金

三
四
、
二
六
四

（
う
ち
当
期
純
利
益
）

（
五
二
、
四
三
六
）

負
債
及
び
純
資
産
合
計

一
、
三
四
五
、
七
三
二

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
泉
一
丁
目
二
三
番
三
〇
号

名
古
屋
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ビ
ル
六
階

株
式
会
社
オ
ー
サ
ム
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

代
表
取
締
役

代
田

晴
久





準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
株
式
交
換
に
よ
り
増
加
す
る
予
定
の
資

本
準
備
金
の
額
を
一
億
一
千
九
百
九
十
万
八
千
六
百

六
十
二
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

三
重
県
伊
勢
市
村
松
町
一
三
五
二
番
地
三

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

德
田

隆
仁

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

三重県伊勢市村松町1352番地３
ＴＡＫＴホールディングス株式会社

代表取締役 德田 隆仁
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 2,684
資 産 合 計 2,684

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 587
負 債 合 計 587
株 主 資 本 2,097
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 1,097
その他利益剰余金 1,097
(うち当期純損失) (292)
純資産合計 2,097
負債・純資産合計 2,684

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
五
千

万
円
と
し
、
減
少
す
る
資
本
金
の
額
の
全
部
を
資
本

準
備
金
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

三
重
県
四
日
市
市
富
田
二
丁
目
八
番
二
三
号

株
式
会
社
東
洋

代
表
取
締
役

服
部
恵
美
子

第 74 期決算公告 令和８年８月28日
三重県四日市市富田二丁目８番23号

株式会社東洋
代表取締役 服部恵美子

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,081,907
固 定 資 産 1,426,930
資 産 合 計 2,508,837

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 666,961
固 定 負 債 758,680
株 主 資 本 1,083,195
資 本 金 60,000
資 本 剰 余 金 8,750
その他資本剰余金 8,750
利 益 剰 余 金 1,014,445
利 益 準 備 金 210
その他利益剰余金 1,014,235
(うち当期純利益) (439,800)

負債・純資産合計 2,508,837

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
が
営
む
酒
類

に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継

し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の

と
お
り
で
す
が
、
甲
は
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

兵
庫
県
養
父
市
大
屋
町
中
間
八
四
四

一

（
甲
）
株
式
会
社
養
父
蒸
溜
所

代
表
取
締
役

八
塚

佳
和

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
四
丁
目
一
〇
番
一
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
ワ
ン

代
表
取
締
役

澤
田

宗
士

第 25 期決算公告 令和８年８月28日
大阪市中央区南船場四丁目10番18号

株式会社ウィズワン
代表取締役 澤田 宗士

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 3,926,853
固 定 資 産 1,957,592
繰 延 資 産 13,274
合 計 5,897,720

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,279,117
固 定 負 債 3,999,935
株 主 資 本 618,668
資 本 金 73,500
資 本 剰 余 金 11,500
資 本 準 備 金 11,500
利 益 剰 余 金 533,668
その他利益剰余金 533,668
(うち当期純利益) (80,145)
合 計 5,897,720

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
株
式
交
換
に
よ
り
増
加
す
る
予
定
の
資

本
準
備
金
の
額
を
八
億
四
百
六
十
一
万
四
百
七
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

徳
島
市
沖
浜
東
一
丁
目
六
五
番
地
プ
ロ
グ
レ

ス
沖
浜
三
〇
二

Ｈ

Ｌ
Ｕ
Ｘ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

原
田
愼
二
郎

第 50 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

徳島市沖浜東一丁目65番地
プログレス沖浜302
ＨＬＵＸＥ株式会社
代表取締役 原田愼二郎

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 29,560
固 定 資 産 322,209
資 産 合 計 351,769

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 141,366
固 定 負 債 154,868
株 主 資 本 55,534
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 50,534
利 益 準 備 金 1,250
その他利益剰余金 49,284
(うち当期純利益) (7,134)

負債・純資産合計 351,769

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
十
一
億
七
千
四

十
一
万
四
千
八
百
三
十
八
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
十
九
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

香
川
県
高
松
市
香
西
東
町
六
四
五
番
地
一

株
式
会
社
オ
ク
ト
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

後
藤
真
一
郎

第37期決算公告
令和８年８月 28 日

香川県高松市香西東町645番地１
株式会社オクトシステム

代表取締役 後藤真一郎
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 84,769
固 定 資 産 470
合 計 85,240

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 18,863
固 定 負 債 
株 主 資 本 66,376
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 63,376
その他利益剰余金 63,376
(うち当期純利益) (16,448)
合 計 85,240

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
株
式
交
換
に
よ
り
増
加
し
た
資
本
準
備

金
の
額
を
十
六
億
百
九
十
六
万
千
九
十
五
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

愛

県
四
国
中
央
市
金
生
町
下
分
七
九
八
番

地
の
一

技
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
崎

政
博

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
愛 県四国中央市金生町下分798番地の１

技研ホールディングス株式会社
代表取締役 宮崎 政博

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 4,454
固 定 資 産 577,327
資 産 合 計 581,782

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 129,376
固 定 負 債 470,000
株 主 資 本 17,594
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 18,594
その他利益剰余金 18,594
(うち当期純損失) (18,594)

負債・純資産合計 581,782

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
広
告
事
業

に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。
効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
及
び

乙
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
八
月
七
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照

表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
岡
市
博
多
区
祇
園
町
一
番
二
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ａ

代
表
取
締
役

星
山

創

福
岡
市
博
多
区
祇
園
町
一
番
二
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
ジ
ャ
リ
ア

代
表
取
締
役

星
山

創

第 23 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

福岡市博多区祇園町１番20号
株式会社ジャリア

代表取締役 星山 創
貸借対照表の要旨

(令和７年７月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 256
固 定 資 産 4,525
資 産 合 計 4,781

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 535
固 定 負 債 3,520
株 主 資 本 726
資 本 金 28
利 益 剰 余 金 698
その他利益剰余金 698
(うち当期純損失) (129)

負債・純資産合計 4,781

第 ２ 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日
東京都千代田区丸の内一丁目１番１号パレスビル５階

株式会社ＢＣＪ－86
代表取締役 杉本 勇次 損益計算書の要旨

自 2025年９月１日
至 2026年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
営 業 収 益 
販売費及び一般管理
費 82

営 業 損 失 82
営 業 外 収 益 5
営 業 外 費 用 1,268
経 常 損 失 1,346
税引前当期純損失 1,346
法人税、住民税及び
事業税 0

当 期 純 損 失 1,346

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(2026年３月31日現在) (単位：百万円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 505 流 動 負 債 1,103
固 定 資 産 79,598 固 定 負 債 58,414

株 主 資 本 20,586
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 25,074
資 本 準 備 金 25
その他資本剰余金 25,049
利 益 剰 余 金 4,588
その他利益剰余金 4,588

資 産 合 計 80,104 負債・純資産合計 80,104

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第 ９ 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号

Shinwa Prive株式会社
代表取締役 高橋 健治

貸借対照表の要旨 (2026年５月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 203,343 流 動 負 債 517,810
固 定 資 産 2,071 固 定 負 債 29,612

長 期 借 入 金 29,612
負 債 合 計 547,422
株 主 資 本 342,006
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 352,006
利 益 準 備 金 390
その他利益剰余金 352,396
(うち当期純損失) (30,125)
純資産合計 342,006

資 産 合 計 205,415 負債・純資産合計 205,415

第 ９ 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日 東京都千代田区丸の内二丁目３番２号

Shinwa Auction株式会社
代表取締役 高橋 健治

貸借対照表の要旨 (2026年５月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,450,452 流 動 負 債 1,209,905
固 定 資 産 22,747 賞 与 引 当 金 9,447

そ の 他 1,200,458
固 定 負 債 32,908
(退職給付引当金) (17,250)
負 債 合 計 1,242,813
株 主 資 本 230,385
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 180,385
利 益 準 備 金 6,680
その他利益剰余金 173,705
(うち当期純利益) (10,299)
純資産合計 230,385

資 産 合 計 1,473,199 負債・純資産合計 1,473,199

第 18 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日 東京都港区新橋五丁目14番10号

アイアート株式会社
代表取締役 山本 泰史

貸借対照表の要旨 (2026年５月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 634,445 流 動 負 債 134,398
固 定 資 産 46,190 賞 与 引 当 金 11,819

そ の 他 122,579
固 定 負 債 62,720
負 債 合 計 197,119
株 主 資 本 483,516
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 433,516
(うち当期純利益) (68,399)
純資産合計 483,516

資 産 合 計 680,635 負債・純資産合計 680,635

決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都渋谷区神宮前二丁目４番11号Ｄａｉｗａ神宮前ビル３階

株式会社アーシャルデザイン
代表取締役 小園 翔太

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 467,011 流 動 負 債 256,611
固 定 資 産 55,732 賞 与 引 当 金 10,924

固 定 負 債 265,586
株 主 資 本 545
資 本 金 139,985
資 本 剰 余 金 134,381
資 本 準 備 金 39,985
その他資本剰余金 94,396
利 益 剰 余 金 273,820
その他利益剰余金 273,820
(うち当期純損失) (48,104)

資 産 合 計 522,743 負債・純資産合計 522,743

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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投
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第
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清
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執
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東
京
都
千
代
田
区
丸
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２
丁
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番
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国
土
交
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大
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東
京
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千
代
田
区
丸
の
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丁
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い
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ご
プ
ラ
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リ
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資
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清
算
執
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人
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宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
取
り
も
ど
し
公
告

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
30条
及
び
宅
地
建
物
取
引
業
者
営
業
保
証
金
規
則
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告

し
ま
す
。

下
記
の
者
に
係
る
営
業
保
証
金
に
つ
き
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
27条
第
１
項
の
権
利
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
６
箇
月
以
内
に
そ
の
債
権
の
額
、
債
権
発
生
の
原
因
た
る
事
実
並
び
に
住
所
氏
名
又
は
名
称
を
記
載
し
た

申
出
書
２
通
を
下
記
提
出
先
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
前
記
の
申
出
書
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
下
記
の
者
に
係
る
営
業

保
証
金
は
同
人
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
８
月
28
日

記
［
掲
載
順
序
］


商
号
又
は
名
称

免
許
証
番
号

（
代
表
者
の
）
氏
名

事
務
所
の
所
在
地

営
業
保
証
金
の
額

申

出
書
提
出
先

掲
載
者
住
所
、
商
号
又
は
名
称
及
び
氏
名





決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都港区南青山三丁目13番18号313南青山ビル５階
Ｂｅｌ Ｊａｐｏｎ株式会社

代表取締役 アイテキン・アイハン・ユルドゥズ
貸借対照表の要旨 (令和７年12月31日現在) (単位：円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,260,151,729流 動 負 債 1,863,918,496
固 定 資 産 204,748,856固 定 負 債 22,251,926

負 債 合 計 1,886,170,422
株 主 資 本 1,578,730,163
資 本 金 270,000,000
資 本 剰 余 金 260,000,000
資 本 準 備 金 260,000,000
利 益 剰 余 金 1,048,730,163
その他利益剰余金 1,048,730,163
(うち当期純利益) (803,402,895)
純資産合計 1,578,730,163

資 産 合 計 3,464,900,585負債・純資産合計 3,464,900,585

第 50 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

宮城県名取市杜せきのした一丁目２番地の７
株式会社東建工営

代表取締役 森井 淳司
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,758,450 流 動 負 債 755,155
固 定 資 産 1,850,106 固 定 負 債 430,289

負 債 合 計 1,185,444
株 主 資 本 4,423,112
資 本 金 62,640
利 益 剰 余 金 4,360,472
利 益 準 備 金 16,558
その他利益剰余金 4,343,914
(うち当期純利益) (775,766)
純資産合計 4,423,112

資 産 合 計 5,608,556 負債・純資産合計 5,608,556

第 42 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日 東京都品川区大崎一丁目20番３号

株式会社データ・アート
代表取締役社長 阿久津博文

貸借対照表の要旨 (2026年５月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 8,145,117 流 動 負 債 2,524,766
固 定 資 産 6,096,209 固 定 負 債 493,664
有形固定資産 757,154 負 債 合 計 3,018,430
無形固定資産 3,758 株 主 資 本 11,222,896
投資その他の資産 5,335,297 資 本 金 100,000

資 本 剰 余 金 100,000
その他資本剰余金 100,000
利 益 剰 余 金 11,022,896
利 益 準 備 金 50,000
その他利益剰余金 10,972,896
(うち当期純利益) (1,104,314)
純資産合計 11,222,896

資 産 合 計 14,241,327 負債・純資産合計 14,241,327

第 30 期 決 算 公 告
令和８年８月 27 日 東京都杉並区上荻一丁目２番１号

株式会社エス・ピー・ネットワーク
代表取締役 熊谷 信孝

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 986,141 流 動 負 債 748,511
固 定 資 産 1,416,357 賞 与 引 当 金 24,000

固 定 負 債 122,842
株 主 資 本 1,531,145
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 386,250
資 本 準 備 金 386,250
利 益 剰 余 金 1,044,895
その他利益剰余金 1,044,895
(うち当期純利益) (37,975)

資 産 合 計 2,402,499 負債・純資産合計 2,402,499

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 東京都中央区日本橋箱崎町７番８号
SHOBOND＆MITインフラメンテナンス株式会社

代表取締役 田中 宏治
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 109,706 流 動 負 債 13,283
固 定 資 産 2,376,580 株 主 資 本 2,473,002

資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 2,586,150
資 本 準 備 金 25,000
その他資本剰余金 2,561,150
利 益 剰 余 金 213,147
その他利益剰余金 213,147
(うち当期純利益) (7,885)

合 計 2,486,286 合 計 2,486,286

第 62 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 福岡県筑後市久富1343番地

クロレラ工業株式会社
代表取締役 板波英一郎

貸借対照表の要旨 (令和８年４月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 5,835,838 流 動 負 債 2,395,753
固 定 資 産 4,058,999 (賞与引当金) (185,033)

固 定 負 債 3,999,151
(退職給付引当金) (1,280,602)
株 主 資 本 3,499,932
資 本 金 150,000
資 本 剰 余 金 10,506
その他資本剰余金 10,506
利 益 剰 余 金 3,365,176
利 益 準 備 金 37,500
その他利益剰余金 3,327,676
(うち当期純利益) (16,969)
自 己 株 式 25,750

資 産 合 計 9,894,837 負債・純資産合計 9,894,837

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,179,813
固 定 資 産 182,427
合 計 2,362,240

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,564,765
固 定 負 債 101,603
株 主 資 本 695,872
資 本 金 98,000
利 益 剰 余 金 597,872
その他利益剰余金 573,372
(うち当期純利益) (95,761)
合 計 2,362,240

第 42 期決算公告 令和８年６月３日
福井県福井市灯明寺町５字１番地１

ケーピー株式会社
代表取締役 泉 朋広

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
合
同
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
二
〇
番
三
号

恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
タ
ワ
ー
二
五
階

ホ
ガ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

ウ
ォ
ン
・
イ
ー
・
メ

ン
・
マ
ー
ク

令和７年度決算公告
令和８年８月 28 日

東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号
恵比寿ガーデンプレイスタワー25階

ホガス株式会社
代表取締役 ウォン・イー・メン・マーク
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 330,507
固 定 資 産 12,251
合 計 342,758

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 821,388
固 定 負 債 4,392
株 主 資 本 483,022
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 493,022
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 495,522
(うち当期純損失) (177,987)
合 計 342,758

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
募
集
株
式
の
発
行
及
び
新
株
予
約
権
付

社
債
に
付
さ
れ
た
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
資
本

金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
資
本
金

の
額
を
二
億
七
千
四
百
二
十
一
万
八
千
六
百
二
十
四

円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
分
県
国
東
市
武
蔵
町
糸
原
市
場
一
二
〇

〇

一

株
式
会
社
テ
ラ
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

大
坪

祐
介

第 14 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
大分県国東市武蔵町糸原市場1200１

株式会社テラフーズ
代表取締役社長 大坪 祐介

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 65,177
固 定 資 産 222,598
合 計 287,775

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 21,501
固 定 負 債 495,840
株 主 資 本 229,565
資 本 金 61,255
資 本 剰 余 金 51,255
資 本 準 備 金 51,255
利 益 剰 余 金 342,075
その他利益剰余金 342,075
(うち当期純損失) (86,636)
合 計 287,775

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 475,300
固 定 資 産 19,865
合 計 495,166

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 591,036
コントラクト引当金 732
株 主 資 本 95,869
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 105,869
その他利益剰余金 105,869
(うち当期純損失) (33,423)
合 計 495,166

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都港区港南一丁目２番70号
品川シーズンテラス15階
フラットアイアンヘルス株式会社

代表取締役 ネイサン・エドワード・
ハバード

第 ２ 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日

東京都新宿区西新宿四丁目34番７号
住友不動産ハウジング株式会社

代表取締役 三浦 桂介

損益計算書の要旨
自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 高 188,905
売 上 原 価 134,883
売 上 総 利 益 54,022
販売費及び一般管理
費 41,805
営 業 利 益 12,217
営 業 外 収 益 332
営 業 外 費 用 117
経 常 利 益 12,431
特 別 利 益 0
特 別 損 失 3,450
税引前当期純利益 8,981
法人税、住民税及び
事業税 4,113
法人税等調整額 1,419
当 期 純 利 益 6,287

貸借対照表の要旨 (2026年３月31日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 61,840 流 動 負 債 54,273
固 定 資 産 6,163 固 定 負 債 3,504

負 債 合 計 57,778
株 主 資 本 9,774
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 6,774
その他利益剰余金 6,774

評価・換算差額等 451
その他有価証券評価
差額金 451

純資産合計 10,225
資 産 合 計 68,004 負債・純資産合計 68,004

第 44 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
青森県八戸市大字河原木字海岸25番地
シルバーフェリーサービス株式会社

代表取締役 五戸 佳浩
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 315,703
固 定 資 産 108,353
合 計 424,056

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 128,399
固 定 負 債 181,667
株 主 資 本 113,990
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 83,990
別 途 積 立 金 8,000
その他利益剰余金 75,990
(うち当期純利益) (17,361)
合 計 424,056

第 39 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都中央区日本橋室町二丁目１番１号
デナールシラン株式会社
代表取締役 原 敬

損益計算書の要旨
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 高 2,757
売 上 原 価 2,090
売 上 総 利 益 666
販売費及び一般管理
費 88

営 業 利 益 577
営 業 外 費 用 29
経 常 利 益 548
税引前当期純利益 548
法人税、住民税及び
事業税 168

当 期 純 利 益 379

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：百万円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
流 動 資 産 1,302 流 動 負 債 1,047
固 定 資 産 2,306 負 債 合 計 1,047

株 主 資 本 2,562
資 本 金 500
利 益 剰 余 金 2,062
利 益 準 備 金 49
その他利益剰余金 2,013
純資産合計 2,562

資 産 合 計 3,609 負債・純資産合計 3,609

第 ５ 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日
東京都千代田区丸の内二丁目３番２号

Shinwa Digital Arts株式会社
代表取締役 高橋 健治

貸借対照表の要旨(2026年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 409
固 定 資 産 0
合 計 409

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 35,592
株 主 資 本 35,182
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 45,182
その他利益剰余金 45,182
(うち当期純損失) (4,795)
合 計 409

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
二
億
六
百
八
十
二
万

五
千
二
百
六
十
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
一
丁
目
一
一

六
宝
来
ビ
ル
二
Ｆ

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｉ

代
表
取
締
役

塚
原

大

第６期決算公告 令和８年８月28日
東京都中央区日本橋室町一丁目11６
宝来ビル２Ｆ

株式会社ＫＡＳＡＳＡＧＩ
代表取締役 塚原 大

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 190,530,824
固 定 資 産 23,634,430
資 産 合 計 214,165,254

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 23,447,178
固 定 負 債 41,685,930
株 主 資 本 149,032,146
資 本 金 85,324,008
資 本 剰 余 金 84,921,322
資 本 準 備 金 84,921,322
利 益 剰 余 金 21,213,184
その他利益剰余金 21,213,184
(うち当期純損失) (16,609,766)

負債・純資産合計 214,165,254

第 15 期決算公告 2026年８月28日
東京都千代田区丸の内二丁目３番２号

Shinwa ARTEX株式会社
代表取締役 高橋 健治

貸借対照表の要旨(2026年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 318,721
固 定 資 産 150,463
合 計 469,184

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 145,774
固 定 負 債 487,183
株 主 資 本 163,773
資 本 金 90,000
利 益 剰 余 金 253,773
利 益 準 備 金 10,134
その他利益剰余金 263,907
(うち当期純損失) (87,903)
合 計 469,184

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第 14 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日

東京都中央区銀座七丁目４番12号
シンワメディコ株式会社
代表取締役 岡崎奈美子

貸借対照表の要旨(2026年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 132
固 定 資 産 0
合 計 132

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 701
固 定 負 債 15,992
株 主 資 本 16,561
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 36,561
その他利益剰余金 36,561
(うち当期純損失) (217)
合 計 132

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
三
千
九
百
六

十
八
万
九
百
八
十
二
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
万
世
一
六
〇
番
地
一

マ
イ
ン
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
藤

卓
也

第 10 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

福島県本宮市本宮字万世160番地１
マインドホールディングス株式会社

代表取締役 佐藤 卓也
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 4,680
固 定 資 産 131,606
合 計 136,286

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,945
固 定 負 債 102,527
株 主 資 本 28,814
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 27,814
利 益 準 備 金 150
その他利益剰余金 27,664
(うち当期純利益) (8,374)
合 計 136,286

第 40 期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区虎ノ門二丁目１番１号
ＭＯＬビジネスサポート株式会社

代表取締役 船山 求
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 507
固 定 資 産 69
資 産 合 計 577

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 103
固 定 負 債 104
株 主 資 本 369
資 本 金 100
資 本 剰 余 金 20
資 本 準 備 金 20
利 益 剰 余 金 249
利 益 準 備 金 27
その他利益剰余金 222
(うち当期純利益) (33)

負債・純資産合計 577

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
五
千
七
百
二
万

二
千
五
百
一
円
減
少
し
て
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

千
葉
県
船
橋
市
西
船
六
丁
目
九
番
三
四

九

〇
二
号

株
式
会
社
Ｋ
Ｓ
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

鈴
木

真
午

第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
千葉県船橋市西船六丁目９番34902号

株式会社ＫＳカンパニー
代表取締役 鈴木 真午

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 6,128
固 定 資 産 0
合 計 6,128

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 155
株 主 資 本 5,973
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 4,973
その他利益剰余金 4,973
(うち当期純利益) (23)
合 計 6,128

第８期決算公告 令和８年８月28日
東京都千代田区神田須田町一丁目12番地
山萬ビル907号室
株式会社ＳＫＹグループインベストメント

代表取締役 針谷 祐司
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 93,759
固 定 資 産 131,474
資 産 合 計 225,234

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,154
固 定 負 債 150,000
株 主 資 本 70,079
資 本 金 9,500
資 本 剰 余 金 9,500
資 本 準 備 金 9,500
利 益 剰 余 金 51,079
その他利益剰余金 51,079
(うち当期純損失) (621)

負債・純資産合計 225,234

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書

提
出
済
。

（
乙
）
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
江
東
区
南
砂
二
丁
目
三
六
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
ウ
ェ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス代

表
取
締
役

田
代

宗
雄

東
京
都
江
東
区
南
砂
二
丁
目
三
六
番
一
〇
号

（
乙
）
樹
想
新
社
株
式
会
社

代
表
取
締
役

此
下

竜
矢

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都江東区南砂二丁目36番10号
樹想新社株式会社
代表取締役 此下 竜矢

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 24,311
固 定 資 産 247
合 計 24,559

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,816
株 主 資 本 20,742
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 10,742
その他利益剰余金 10,742
(うち当期純利益) (1,385)
合 計 24,559

第 24 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都千代田区丸の内一丁目３番３号
ティーエフキャピタル・
コーポレーショントゥー東京支店
日本における代表者 林 健二
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 5,706
資 産 合 計 5,706

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 400
株 主 資 本 5,306
資 本 金 0
利 益 剰 余 金 5,306
その他利益剰余金 5,306
(うち当期純損失) (411)

負債・純資産合計 5,706

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
億
七
千
六
百
三
十
九

万
六
千
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
三
番
一
号

大
手
町
プ
レ
イ
ス
ウ
エ
ス
ト
タ
ワ
ー
二
四
階

株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
Ｓ
０
４

代
表
取
締
役

小
竹
陽
一
朗

第 １ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都千代田区大手町二丁目３番１号
大手町プレイスウエストタワー24階

株式会社ＪＳＳ 04
代表取締役 小竹陽一朗

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 100
合 計 100

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5
株 主 資 本 94
資 本 金 50
資 本 剰 余 金 50
資 本 準 備 金 50
利 益 剰 余 金 5
その他利益剰余金 5
(うち当期純損失) (5)
合 計 100

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
千
六
百
五
十
二
万

六
千
九
百
九
十
六
円
減
少
し
、
一
億
円
と
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
四
丁
目
二
番
四
五
号

株
式
会
社
ド
ラ
イ
バ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

代
表
取
締
役

川
島

康
平

第４期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区六本木四丁目２番45号

株式会社ドライバーテクノロジーズ
代表取締役 川島 康平

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 493,253
固 定 資 産 31,733
合 計 524,987

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 29,416
固 定 負 債 132,750
株 主 資 本 362,820
資 本 金 216,526
資 本 剰 余 金 216,426
資 本 準 備 金 216,426
利 益 剰 余 金 70,133
その他利益剰余金 70,133
(うち当期純損失) (63,868)
合 計 524,987

第 24 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都千代田区丸の内一丁目３番３号

ビーティエフ・コーポレーション東京支店
日本における代表者 林 健二
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 20,011,666
資 産 合 計 20,011,666

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 20,000,543
株 主 資 本 11,123
資 本 金 0
利 益 剰 余 金 11,123
その他利益剰余金 11,123
(うち当期純利益) (1,891)

負債・純資産合計 20,011,666

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
各
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

浜
松
市
浜
名
区
新
都
田
一
丁
目
二
番
一
〇
号

（
甲
）
ム
ラ
マ
ツ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

辻

祥
治

静
岡
県
浜
松
市
浜
名
区
新
都
田
一
丁
目
二
番

一
〇
号

（
乙
）
Ｄ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
笠
原

工

第 10 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
浜松市浜名区新都田一丁目２番10号

ムラマツ株式会社
代表取締役 辻 祥治

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 28,012
固 定 資 産 411,062
合 計 439,075

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 18,070
固 定 負 債 259,984
株 主 資 本 161,020
資 本 金 9,000
利 益 剰 余 金 152,020
利 益 準 備 金 810
その他利益剰余金 151,210
(うち当期純利益) (30,854)
合 計 439,075

第 19 期決算公告 令和８年８月28日
三重県四日市市千歳町37番地
愛 三 商 船 株 式 会 社
代表取締役 青井 光大

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 212,552
固 定 資 産 13,896
資 産 合 計 226,448

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 24,615
固 定 負 債 9,592
株 主 資 本 192,241
資 本 金 1,500
資 本 剰 余 金 22,500
利 益 剰 余 金 168,241
その他利益剰余金 168,241
(うち当期純利益) (16,751)
純資産合計 192,241
負債・純資産合計 226,448

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
を
効
力
発
生
日
と

す
る
各
株
式
交
換
に
よ
っ
て
増
加
し
た
資
本
準
備
金

の
額
の
全
額
を
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
小
金
井
市
緑
町
三
丁
目
一
一
番
二
八
号

小
金
井
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

安
西

弘
道

第 56 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都小金井市緑町三丁目11番28号

小金井産業株式会社
代表取締役 安西 弘道

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 130,692
固 定 資 産 29,700
合 計 160,392

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 180
株 主 資 本 160,212
資 本 金 10,140
利 益 剰 余 金 150,072
利 益 準 備 金 2,535
その他利益剰余金 147,537
(うち当期純利益) (12,425)
合 計 160,392

第 47 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

広島市西区南観音三丁目13番11号
株式会社みやびサービス
代表取締役 中野 富博

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 25,682
固 定 資 産 10,876
合 計 36,558

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 14,794
固 定 負 債 
株 主 資 本 21,764
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 1,764
その他利益剰余金 1,764
(うち当期純利益) (15)
合 計 36,558

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
百
五
十
万
円
減
少
し

一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

兵
庫
県
三
田
市
す
ず
か
け
台
三
丁
目
四
番
地

一
Ｃ
棟
三
〇
四
号

株
式
会
社
ホ
ー
リ
ズ
ム

代
表
取
締
役

山
口

晃
世

第１期決算公告 令和８年８月28日
兵庫県三田市すずかけ台三丁目４番地１
Ｃ棟304号

株式会社ホーリズム
代表取締役 山口 晃世

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(円)

資

産

の

部

流 動 資 産 2,173,345
固 定 資 産 20,429,674
繰 延 資 産 261,440
合 計 22,864,459

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 9,019,801
固 定 負 債 4,000,000
株 主 資 本 9,844,658
資 本 金 11,500,000
利 益 剰 余 金 1,655,342
その他利益剰余金 1,655,342
(うち当期純損失) (1,655,342)
合 計 22,864,459

第 26 期決算公告 令和７年11月19日
東京都文京区後楽二丁目６番１号
株式会社ＭＵＪＩ ＨＯＵＳＥ
代表取締役社長 横濱 潤

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,638,064
固 定 資 産 504,733
資 産 合 計 2,142,798

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,367,730
固 定 負 債 11,422
負 債 合 計 1,379,152
株 主 資 本 763,645
資 本 金 149,000
利 益 剰 余 金 614,645
その他利益剰余金 614,645
(うち当期純利益) (25,428)
純資産合計 763,645
負債・純資産合計 2,142,798

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第 17 期決算公告 令和８年８月28日
東京都千代田区一ツ橋二丁目１番１号
エステック・ソリューションズ株式会社

代表取締役 瀬社家 治
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 70,569
固 定 資 産 19,000
資 産 合 計 89,569

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 269
負 債 合 計 269
株 主 資 本 89,300
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 39,300
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 36,800
(うち当期純損失) (1,171)
純資産合計 89,300
負債・純資産合計 89,569

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
資
本
金
の
額
を
一
千
四
十
四
万
円
減
少
し

一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
八
月
十
五
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

神
戸
市
東
灘
区
住
吉
宮
町
六
丁
目
一
二
五
番
地

株
式
会
社
瑞
貴

代
表
取
締
役

安
達

学

第 57 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
神戸市東灘区住吉宮町六丁目125番地

株 式 会 社 瑞 貴
代表取締役 安達 学

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 88,261
固 定 資 産 479,618
合 計 567,879

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 42,374
固 定 負 債 539,408
株 主 資 本 13,902
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 23,902
利 益 準 備 金 120
その他利益剰余金 24,022
(うち当期純損失) (7,228)
合 計 567,879

第 ６ 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日

東京都港区港南二丁目16番４号
ａｉｍＲａｇｅ株式会社
代表取締役 岸本 貴臣

貸借対照表の要旨(2026年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,860
固 定 資 産 39
資 産 合 計 1,899

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,104
株 主 資 本 794
資 本 金 45
資 本 剰 余 金 45
資 本 準 備 金 45
利 益 剰 余 金 704
その他利益剰余金 704
(うち当期純利益) (140)

負債・純資産合計 1,899

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
農
機
具
輸

出
の
国
際
事
業
及
び
不
動
産
賃
貸
事
業
に
関
す
る
権

利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

北
九
州
市
門
司
区
新
門
司
一
丁
目
七
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

代
表
取
締
役

秋
山

寛
泰

北
九
州
市
門
司
区
新
門
司
一
丁
目
七
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ジ

代
表
取
締
役

秋
山

寛
泰

第 49 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
北九州市門司区新門司一丁目７番１号

株式会社フロンティア・ロジ
代表取締役 秋山 寛泰

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 540,256
固 定 資 産 2,674,061
合 計 3,214,317

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,002,322
固 定 負 債 1,968,272
株 主 資 本 243,722
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 213,722
その他利益剰余金 213,722
(うち当期純利益) (5,189)
合 計 3,214,317

第 52 期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区新橋三丁目５番10号

イングレディオン・ジャパン株式会社
代表取締役 福 正雄

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,747,964
固 定 資 産 160,802
資 産 合 計 3,908,767

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,461,970
賞 与 引 当 金 38,512
固 定 負 債 265,103
退職給付引当金 265,103
株 主 資 本 2,181,693
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 2,171,693
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 2,169,193
(うち当期純利益) (286,585)

負債・純資産合計 3,908,767

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
を
効
力
発
生
日

と
す
る
平
倉
建
設
株
式
会
社
と
の
株
式
交
換
（
以
下

「
本
株
式
交
換
」
と
い
い
ま
す
）
に
よ
り
資
本
準
備

金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
資
本
準

備
金
の
額
に
つ
い
て
、
本
株
式
交
換
に
よ
る
資
本
準

備
金
の
増
加
額
の
全
額
を
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
分
市
中
島
中
央
三
丁
目
一
番
一
〇
号

株
式
会
社
倉
榮

代
表
取
締
役

平
倉
二
三
雄

第 46 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

大分市中島中央三丁目１番10号
株 式 会 社 倉 榮
代表取締役 平倉二三雄

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 43,433
固 定 資 産 590,939
合 計 634,372

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 244,524
固 定 負 債 112,617
株 主 資 本 277,229
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 267,229
利 益 準 備 金 1,000
その他利益剰余金 266,229
(うち当期純損失) (5,823)
合 計 634,372

第 46 期決算公告 令和８年８月28日
東京都品川区西五反田三丁目６番30号
富士フイルム
イメージングシステムズ株式会社
代表取締役社長 松本 考司

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 26,920
固 定 資 産 5,119
資 産 合 計 32,040

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 13,012
固 定 負 債 3,404
株 主 資 本 15,622
資 本 金 100
利 益 剰 余 金 15,522
利 益 準 備 金 25
その他利益剰余金 15,497
(うち当期純利益) (5,818)

負債・純資産合計 32,040

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
百
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
十
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
一
九
番
一
五
号

宮
益
坂
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
六
〇
九

イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

天
井

秀
和

第 24 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都渋谷区渋谷二丁目19番15号
宮益坂ビルディング609
インフォマークス株式会社

代表取締役 天井 秀和
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 15,091
固 定 資 産 13
合 計 15,104

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,999
株 主 資 本 13,105
資 本 金 18,000
利 益 剰 余 金  4,895
その他利益剰余金  4,895
(うち当期純損失) (4,854)
合 計 15,104

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

Ｔ
ｈ
ｅ

Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
住
所
東
京

都
渋
谷
区
千
駄
ケ
谷
三
丁
目
一
一
番
八
号
）
に
対
し

て
当
社
の
広
告
代
理
店
事
業
を
除
く
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
二
番
一
五
号
浜

松
町
ダ
イ
ヤ
ビ
ル
二
Ｆ

株
式
会
社
ワ
イ
ブ
ロ

代
表
取
締
役

山
本

大
輔

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都港区浜松町二丁目２番15号
浜松町ダイヤビル２Ｆ

株式会社ワイブロ
代表取締役 山本 大輔

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 258,652,176
固 定 資 産 54,603,007
合 計 313,255,183

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 78,733,523
株 主 資 本 234,521,660
資 本 金 1,000,000
利 益 剰 余 金 233,521,660
その他利益剰余金 233,521,660
(うち当期純利益) (118,801,919)
合 計 313,255,183

第 38 期 決 算 公 告
令和８年８月 27 日

東京都渋谷区代々木２1210
株式会社スペース・ゼロ

代表取締役社長 坂本 隆浩
貸借対照表の要旨

(令和８年５月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 325,811
固 定 資 産 6,133
合 計 331,944

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 87,392
固 定 負 債 20,320
株 主 資 本 224,232
資 本 金 15,000
利 益 剰 余 金 209,232
利 益 準 備 金 3,750
その他利益剰余金 205,482
(うち当期純利益) (8,864)
合 計 331,944

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
百
万
円
減
少
し
百
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
八
月
五
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
二
丁
目
二
一
番
一
号

新
宿
フ
ロ
ン
ト
タ
ワ
ー
一
五
階

引
越
手
続
き
．
ｃ
ｏ
ｍ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

後
藤

拓
夢

第 11 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都新宿区北新宿二丁目21番１号
新宿フロントタワー15階
引越手続き．ｃｏｍ株式会社

代表取締役 後藤 拓夢
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 10,757
合 計 10,757

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 156
株 主 資 本 10,600
資 本 金 2,000
利 益 剰 余 金 8,600
その他利益剰余金 8,600
(うち当期純利益) (256)
合 計 10,757

第 54 期決算公告 令和８年８月28日
東京都八王子市別所二丁目39番地の１

株式会社全労済システムズ
代表取締役社長 髙山 圭史

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,433,889
固 定 資 産 177,500
資 産 合 計 3,611,390

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,888,267
固 定 負 債 
株 主 資 本 1,723,123
資 本 金 90,000
資 本 剰 余 金 60,000
その他資本剰余金 60,000
利 益 剰 余 金 1,573,123
利 益 準 備 金 41,247
その他利益剰余金 1,531,875
(うち当期純利益) (98,994)

負債・純資産合計 3,611,390

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
四
九
、
九
九
六
、
四

一
〇
円
減
少
し
九
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
と
し
、

資
本
準
備
金
の
額
を
六
五
〇
、
四
九
一
、
六
二
〇
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
十
八
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
丁
目
三
四
番
一
六
号

清
水
ビ
ル
三
Ｆ

株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｎ

代
表
取
締
役

淀
川
磨
理
子

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都新宿区新宿一丁目34番16号清水ビル３Ｆ
株式会社ＴＡＩＡＮ

代表取締役 淀川磨理子
貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 299,682 流 動 負 債 204,738
固 定 資 産 59,820 固 定 負 債 154,216

負 債 合 計 358,954
株 主 資 本 548
資 本 金 90,000
資 本 剰 余 金 498,421
資 本 準 備 金 300,496
その他資本剰余金 197,925
利 益 剰 余 金 587,873
その他利益剰余金 587,873
(うち当期純損失) (422,801)
純資産合計 548

資 産 合 計 359,502 負債・純資産合計 359,502

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
日

掲
載
頁

七
頁

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
一
六
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
エ
イ
ト
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド

代
表
取
締
役

大
畑

翔
柄

東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
一
丁
目
八
番
一
号

（
乙
）
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｍ

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
智

壮
平

第 ６ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都港区港南二丁目16番１号
株式会社エイトハンドレッド

代表取締役 大畑 翔柄
貸借対照表の要旨 (令和７年６月30日現在) (単位：円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,344,055,736流 動 負 債 442,140,397
固 定 資 産 48,439,388 賞 与 引 当 金 142,157,322

株 主 資 本 949,168,887
資 本 金 3,450,000
資 本 剰 余 金 172,652,211
その他資本剰余金 172,652,211
利 益 剰 余 金 801,349,000
その他利益剰余金 801,349,000
(うち当期純利益) (233,133,408)
自 己 株 式 28,282,324
新 株 予 約 権 1,185,840

資 産 合 計 1,392,495,124負債・純資産合計 1,392,495,124

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
十
億
九
千
四
百
十
八

万
八
千
二
百
九
十
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
十
億

九
千
四
百
十
八
万
八
千
二
百
八
十
八
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
丁
目
三
四

番
五
号

Ｐ
ｉ
ｃ
ｏ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

古
川

浩

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,002,656 流 動 負 債 447,861
固 定 資 産 49,949 固 定 負 債 150,390
有形固定資産 0 負 債 合 計 598,252
無形固定資産 42,330 株 主 資 本 459,722
投資その他の資産 7,619 資 本 金 60,000
繰 延 資 産 5,369 資 本 剰 余 金 3,747,193

資 本 準 備 金 50,000
その他資本剰余金 3,697,193
利 益 剰 余 金 3,347,471
その他利益剰余金 3,347,471
(うち当期純損失) (940,663)
純資産合計 459,722

資 産 合 計 1,057,975 負債・純資産合計 1,057,975

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
五
千
二
百
五
十
万

七
千
九
百
三
十
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
億
五
千

二
百
五
十
万
七
千
九
百
二
十
八
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ

れ
一
億
円
、一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
平
塚
市
千
石
河
岸
五
七
番
七
号

株
式
会
社
Ａ
Ｒ
Ｋ

代
表
取
締
役

栗
原

洋
介

第 ７ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 神奈川県平塚市千石河岸57番７号

株式会社ＡＲＫ
代表取締役 栗原 洋介

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 319,616 流 動 負 債 75,547
固 定 資 産 118,744 そ の 他 75,547
繰 延 資 産 200 固 定 負 債 136,350

そ の 他 136,350
株 主 資 本 131,662
資 本 金 155,017
資 本 剰 余 金 235,017
資 本 準 備 金 155,017
その他資本剰余金 80,000
利 益 剰 余 金 258,373
その他利益剰余金 258,373
(うち当期純損失) (135,510)
新 株 予 約 権 95,000

資 産 合 計 438,560 負債・純資産合計 438,560

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
七
百
十
六
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

三
重
県
松
阪
市
広
陽
町
六
番
地

株
式
会
社
三
重
印
刷
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役

久
田

武
生

第 58 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

三重県松阪市広陽町６番地
株式会社三重印刷センター

代表取締役 久田 武生
貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 238,662 流 動 負 債 39,155
固 定 資 産 242,142 固 定 負 債 261,645

(退職給与引当金) (18,771)
株 主 資 本 193,817
資 本 金 12,160
利 益 剰 余 金 181,657
利 益 準 備 金 39,600
その他利益剰余金 142,057
(うち当期純利益) (39,083)
評 価 差 額 金 13,813
その他有価証券評価
差額金 13,813

資 産 合 計 480,804 負債・純資産合計 480,804

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
内
装
事
業

を
営
む
株
式
会
社
の
株
式
の
取
得
・
所
有
並
び
に
経

営
助
言
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は

そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

公
告
い
た
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
新
地
二
丁
目
六
番
二
四

号
Ｍ
Ｆ
桜
橋
２
ビ
ル

（
甲
）
株
式
会
社
エ
イ
シ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス代

表
取
締
役

米
村

和
彦

東
京
都
中
央
区
銀
座
八
丁
目
一
〇
番
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ａ
ビ
レ
ッ
ジ
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

米
村

啓
太

第７期決算公告 令和８年８月28日
大阪市北区曽根崎新地二丁目６番24号
ＭＦ桜橋２ビル
株式会社エイシンホールディングス

代表取締役 米村 和彦
貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 88,739
固 定 資 産 895,905
資 産 合 計 984,644

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 79,897
固 定 負 債 200,250
株 主 資 本 704,496
資 本 金 5,000
資 本 剰 余 金 492,872
その他資本剰余金 492,872
利 益 剰 余 金 206,624
その他利益剰余金 206,624
(うち当期純利益) (51,668)

負債・純資産合計 984,644

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

岩
手
県
盛
岡
市
東
見
前
六
地
割
一
四
六
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
サ
ン
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

印
部

孝
輔

仙
台
市
泉
区
桂
一
丁
目
一
六
番
地
の
七

（
乙
）
株
式
会
社
フ
ェ
イ
ス
フ
ル
ハ
ー
ト

代
表
取
締
役

印
部

直

第 56 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

岩手県盛岡市東見前６地割146番地
株式会社サンクスジャパン
代表取締役 印部 孝輔

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 589,834
固 定 資 産 710,241
資 産 合 計 1,300,075

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 164,112
固 定 負 債 145,431
株 主 資 本 990,532
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 960,532
利 益 準 備 金 7,500
その他利益剰余金 953,032
(うち当期純利益) (37,362)

負債・純資産合計 1,300,075

第 12 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

仙台市泉区桂一丁目16番地の７
株式会社フェイスフルハート

代表取締役 印部 直
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 4,808
資 産 合 計 4,808

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 72
負 債 合 計 72
株 主 資 本 4,736
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 5,263
その他利益剰余金 5,263
(うち当期純損失) (98)
純資産合計 4,736
負債・純資産合計 4,808

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
八
月
十
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
島
県
福
島
市
丸
子
字
富
塚
一
八
番
地
の
四

（
甲
）
株
式
会
社
お
ひ
さ
ま

代
表
取
締
役

小
林
志
津
子

福
島
県
伊
達
市
箱
崎
字
布
川
一
三
〇
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
Ｈ
ｅ
ｌ
ｉ
ｏ
ｓ

代
表
取
締
役

小
林

麗
奈

第 22 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
福島県福島市丸子字富塚18番地の４

株式会社おひさま
代表取締役 小林志津子

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 109,582
固 定 資 産 248,366
合 計 357,948

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 127,985
固 定 負 債 12,500
株 主 資 本 217,463
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 207,463
その他利益剰余金 207,463
(うち当期純利益) (2,439)
合 計 357,948

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

福島県伊達市箱崎字布川130番地１
株式会社Ｈｅｌｉｏｓ
代表取締役 小林 麗奈

貸借対照表の要旨
(令和７年８月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 58,799
固 定 資 産 46,524
合 計 105,323

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 39,267
固 定 負 債 19,600
株 主 資 本 46,456
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 36,456
その他利益剰余金 36,456
(うち当期純利益) (6,762)
合 計 105,323

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
、
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
甲
及
び
乙
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
要
旨

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二

〇
九
号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内

（
甲
）
Ｍ
Ｃ
Ｐ
４
０
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
野

俊
法

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
二
丁
目
四
番
一
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
ド
エ
イ
ト

代
表
取
締
役

山
崎
新
太
郎

決算公告 令和８年８月28日
東京都港区元赤坂一丁目１番７1209号
株式会社赤坂国際会計内

ＭＣＰ40株式会社
貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 35,483,690
固 定 資 産 317,924,292
資 産 合 計 353,407,982

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 21,364,062
固 定 負 債 234,940,000
株 主 資 本 96,859,354
資 本 金 55,025,000
資 本 剰 余 金 54,975,000
資 本 準 備 金 54,975,000
利 益 剰 余 金 13,140,646
その他利益剰余金 13,140,646
(うち当期純損失) (13,140,646)

新 株 予 約 権 244,566
負債・純資産合計 353,407,982

貸借対照表の要旨
令和８年８月 28 日
東京都新宿区大久保二丁目４番15号

株式会社アドエイト
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 282,426,226
固 定 資 産 211,379,068
資 産 合 計 493,805,294

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 53,713,991
固 定 負 債 125,265,995
退職給与引当金 98,210,995
株 主 資 本 314,825,308
資 本 金 30,000,000
利 益 剰 余 金 302,075,308
利 益 準 備 金 7,500,000
その他利益剰余金 294,575,308
(うち当期純損失) (21,857,729)
自 己 株 式 17,250,000
負債・純資産合計 493,805,294

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
甲
及
び
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
東
大
和
市
立
野
四
丁
目
四
九
九
番
地

の
二（

甲
）
Ｋ
ｉ
ｙ
ｃ
ａ
ｒ
ｓ

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ

ｉ
ｔ
ｙ

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

清
野

史
郎

東
京
都
東
大
和
市
立
野
四
丁
目
四
九
九
番
地

の
七（

乙
）
株
式
会
社
カ
ー
テ
ッ
ク
キ
ヨ
ノ
・

ベ
ー
タ代

表
取
締
役

清
野

史
郎

第 53 期決算公告 令和８年８月28日
東京都東大和市立野四丁目499番地の２

Kiycars Mobility Tokyo株式会社
代表取締役 清野 史郎

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 270
固 定 資 産 62,058
資 産 合 計 62,329

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 62,409
固 定 負 債 77,476
株 主 資 本 77,556
資 本 金 3,400
資 本 剰 余 金 3,400
その他資本剰余金 3,400
利 益 剰 余 金 84,356
利 益 準 備 金 4,750
その他利益剰余金 89,106
(うち当期純損失) (12,454)

負債・純資産合計 62,329

第 11 期決算公告 令和８年８月28日
東京都東大和市立野四丁目499番地の７
株式会社カーテックキヨノ・ベータ

代表取締役 清野 史郎
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 74,096
固 定 資 産 83,531
資 産 合 計 157,628

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 19,856
固 定 負 債 152,571
株 主 資 本 14,799
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 17,799
その他利益剰余金 17,799
(うち当期純利益) (144)

負債・純資産合計 157,628

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
本

吸
収
合
併
に
つ
い
て
は
、
甲
は
会
社
法
第
七
九
六
条

第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
一
項
に
基
づ
き
株

主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併
を
決
定
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
四
日

掲
載
頁

九
十
八
頁
（
号
外
第
一
五
七
号
）

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
五
丁
目
七
番
二
九
号

（
甲
）
ヒ
ノ
マ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

安
武

広
信

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
西
原
二
丁
目
五
三
九
番
四
号

（
乙
）
株
式
会
社
九
州
農
材

代
表
取
締
役

郷
田

靖
彦

第 54 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
鹿児島県鹿屋市西原二丁目539番４号

株式会社九州農材
代表取締役 郷田 靖彦

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 278,764
固 定 資 産 19,193
合 計 297,957

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 275,827
固 定 負 債 1,523
株 主 資 本 20,606
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 17,606
利 益 準 備 金 250
その他利益剰余金 17,356
(うち当期純利益) (4,695)
合 計 297,957

合
併
公
告
及
び
合
併
に
つ
き
株
券
等
提
出
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
乙
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
株
券
提
出
日

で
あ
る
令
和
八
年
十
月
一
日
ま
で
に
乙
に
ご
提
出
下

さ
い
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
芝
五
丁
目
二
六
番
一
六
号

（
甲
）
Ｓ
Ｉ
Ｖ
Ａ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杉
浦

稔
之

東
京
都
港
区
芝
五
丁
目
二
六
番
一
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｖ
Ａ

代
表
取
締
役

杉
浦

稔
之

第２期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区芝五丁目26番16号

株式会社ＳＩＶＡ
代表取締役 杉浦 稔之

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 107,262,378
固 定 資 産 8,204,046,489
資 産 合 計 8,311,308,867

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 286,672,345
固 定 負 債 4,655,500,000
株 主 資 本 3,369,136,522
資 本 金 10,000,000
資 本 剰 余 金 3,689,003,066
資 本 準 備 金 10,000,000
その他資本剰余金 3,679,003,066
利 益 剰 余 金 329,866,544
その他利益剰余金 329,866,544
(うち当期純損失) (159,675,802)

負債・純資産合計 8,311,308,867

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
新
橋
四
丁
目
一
六
番
八
号

（
甲
）
第
一
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

永
田

博
之

東
京
都
港
区
白
金
五
丁
目
一
三
番
六
号

（
乙
）
有
限
会
社
白
三

取
締
役

永
田

博
孝

第 65 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 東京都港区新橋四丁目16番８号

第一商事株式会社
代表取締役 永田 博之

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 923,206 流 動 負 債 412,916
固 定 資 産 710,438 固 定 負 債 946,043
繰 延 資 産 1,458 退職給付引当金 10,722

株 主 資 本 276,143
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 49,177
資 本 準 備 金 49,177
利 益 剰 余 金 216,965
利 益 準 備 金 6,000
その他利益剰余金 210,965
(うち当期純利益) (29,533)

資 産 合 計 1,635,103 負債・純資産合計 1,635,103

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書

提
出
済
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
六
番
一
号
新

宿
住
友
ビ
ル
三
一
階

（
甲
）
ア
グ
レ
都
市
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
林

竜
一

東
京
都
武
蔵
野
市
中
町
一
丁
目
二
三
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
ホ
ー
ユ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

菅
原
美
賀
里
（
嶋
津
美
賀
里
）

第 54 期決算公告 令和８年８月28日
東京都武蔵野市中町一丁目23番１号
株式会社ホーユーコーポレーション

代表取締役 菅原美賀里
（嶋津美賀里）

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 190,623,725
固 定 資 産 1,277,407,001
資 産 合 計 1,468,030,726

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 11,402,551
固 定 負 債 754,131,092
株 主 資 本 702,497,083
資 本 金 30,000,000
資 本 剰 余 金 30,000,000
資 本 準 備 金 30,000,000
利 益 剰 余 金 642,497,083
その他利益剰余金 642,497,083
(うち当期純利益) (15,367,832)

負債・純資産合計 1,468,030,726

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
世
田
谷
区
代
田
五
丁
目
一
三
番
八
号

代
田
フ
ラ
ッ
ト
一
〇
一

（
甲
）
株
式
会
社
Ｔ
ｗ
ｏ
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ

代
表
取
締
役

小
林

輝
紀

東
京
都
世
田
谷
区
代
田
五
丁
目
一
三
番
八
号

代
田
フ
ラ
ッ
ト
一
〇
一

（
乙
）
株
式
会
社
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｒ
Ａ
Ｉ

代
表
取
締
役

小
林

輝
紀

第 10 期決算公告 令和８年８月28日
東京都世田谷区代田五丁目13番８号

代田フラット101
株式会社ＴｗｏＧａｔｅ
代表取締役 小林 輝紀

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,307,898
固 定 資 産 164,464
合 計 2,472,362

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,893,038
固 定 負 債 141,488
株 主 資 本 437,836
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 407,836
その他利益剰余金 407,836
(うち当期純利益) (167,175)
合 計 2,472,362

第３期決算公告 令和８年８月28日
東京都世田谷区代田五丁目13番８号

代田フラット101
株式会社ＲＡＫＲＡＩ
代表取締役 小林 輝紀

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 15,222
合 計 15,222

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 26,618
株 主 資 本 11,396
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 16,396
その他利益剰余金 16,396
(うち当期純損失) (5,329)
合 計 15,222

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
ま

す
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

山
梨
県
富
士
吉
田
市
新
西
原
一
丁
目
二
番
一

号
（
甲
）
富
士
急
山
梨
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

渡
邊

仁

山
梨
県
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
一
八
五
八
番
地

（
乙
）
甲
州
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
住

敏

第 58 期決算公告 令和８年８月28日
山梨県富士吉田市新西原１丁目２番１号

富士急山梨ハイヤー株式会社
代表取締役 渡邊 仁

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 131
固 定 資 産 152
合 計 283

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 81
賞 与 引 当 金 10
固 定 負 債 18
株 主 資 本 184
資 本 金 26
利 益 剰 余 金 158
利 益 準 備 金 4
その他利益剰余金 153
(うち当期純利益) (40)
合 計 283

第 91 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

山梨県甲州市塩山上於曽1858番地
甲州タクシー株式会社
代表取締役 河住 敏

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 79
固 定 資 産 60
合 計 140

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 12
固 定 負 債 1
株 主 資 本 126
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 116
利 益 準 備 金 4
その他利益剰余金 111
(うち当期純利益) (6)
合 計 140

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
事
業
に
関

す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
大
字
長
倉
三
二

一
五
番
地
一
七

（
甲
）
株
式
会
社
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役

山
浦

修

長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
大
字
長
倉
三
二

一
六
番
地
一

（
乙
）
株
式
会
社
ベ
ス
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役

山
浦

修

第６期決算公告 令和８年８月28日
長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉
3215番地17

株式会社プラス
代表取締役 山浦 修

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 70,419
固 定 資 産 10,576
合 計 80,995

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 60,051
固 定 負 債 9,240
株 主 資 本 11,704
資 本 金 1,500
資 本 剰 余 金 1,500
資 本 準 備 金 1,500
利 益 剰 余 金 8,704
その他利益剰余金 8,704
(うち当期純利益) (4,645)
合 計 80,995

第 21 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉
3216番地１
株式会社ベストプランニング

代表取締役 山浦 修
貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 155,885
固 定 資 産 240,384
合 計 396,269

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 131,436
固 定 負 債 126,430
株 主 資 本 138,402
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 135,402
その他利益剰余金 135,402
(うち当期純利益) (13,879)
合 計 396,269

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
各
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

兵
庫
県
姫
路
市
白
浜
町
甲
一
九
二
〇
番
地
五
四

（
甲
）
三
五
屋
青
果
株
式
会
社

代
表
取
締
役

井
上

智
裕

兵
庫
県
姫
路
市
木
場
前
中
町
二
二
番
地
一

（
乙
）
永
田
青
果
株
式
会
社

代
表
取
締
役

永
田

勝
也

第 51 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

兵庫県姫路市白浜町甲1920番地54
三五屋青果株式会社
代表取締役 井上 智裕

貸借対照表の要旨
(令和８年４月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 156,911
固 定 資 産 116,370
資 産 合 計 273,282

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 35,184
固 定 負 債 2,750
株 主 資 本 235,347
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 225,347
利 益 準 備 金 8,000
その他利益剰余金 217,347
(うち当期純損失) (7,562)

負債・純資産合計 273,282

第 39 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

兵庫県姫路市木場前中町22番地１
永田青果株式会社

代表取締役 永田 勝也
貸借対照表の要旨

(令和７年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 182,644
固 定 資 産 122,103
資 産 合 計 304,748

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 100,746
固 定 負 債 112,952
株 主 資 本 91,049
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 81,049
その他利益剰余金 81,049
(うち当期純利益) (135)

負債・純資産合計 304,748

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
が
営
む
一
般

廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
、
再
生
、
処
理
事
業
に
関
す

る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
福
神
一
番
地
一
三
〇

（
甲
）
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｗ
Ａ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
株

式
会
社代

表
取
締
役

栗
本

英
昭

大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野
元
町
一
三
番
三
号

（
乙
）
山
田
衛
生
株
式
会
社

代
表
取
締
役

江
下

正
明

第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

奈良県吉野郡大淀町福神１番地130
ＮＡＮＷＡ ＥＮＥＲＧＹ株式会社

代表取締役 栗本 英昭
貸借対照表の要旨

(令和８年２月28日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 3,879
固 定 資 産 46,434
合 計 50,313

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 8,096
固 定 負 債 31,150
株 主 資 本 11,066
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 6,066
その他利益剰余金 6,066
(うち当期純損失) (1,832)
合 計 50,313

第 17 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
大阪市阿倍野区阿倍野元町13番３号

山田衛生株式会社
代表取締役 江下 正明

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 432,283
固 定 資 産 295,388
合 計 727,671

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 217,094
固 定 負 債 528,344
株 主 資 本 17,766
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 27,766
その他利益剰余金 27,766
(うち当期純利益) (455)
合 計 727,671

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
賃

貸
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
効
力
発
生
日

は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
甲
及
び
乙
の
株
主

総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る

債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の

開
示
状
況
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
岡
市
早
良
区
東
入
部
三
丁
目
三
番
七

一

〇
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ヒ
ロ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役

松
下

弘
行

福
岡
市
早
良
区
東
入
部
三
丁
目
三
番
七

一

〇
一
号（

乙
）
株
式
会
社
エ
ク
ス
テ
リ
ア
松
下

代
表
取
締
役

山
下

智
洋

第 41 期決算公告 令和８年８月28日
福岡市早良区東入部三丁目３番７101号

株式会社エクステリア松下
代表取締役 山下 智洋

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 340,232
固 定 資 産 93,867
繰 延 資 産 900
資 産 合 計 434,999

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 192,529
固 定 負 債 64,493
株 主 資 本 177,977
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 0
利 益 剰 余 金 167,977
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 165,477
(うち当期純利益) (27,053)

負債・純資産合計 434,999

甲の貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 29,641
固 定 資 産 43,481
資 産 合 計 73,122

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 105
固 定 負 債 1,882
株 主 資 本 71,135
資 本 金 3,000
資 本 剰 余 金 0
利 益 剰 余 金 68,135
その他利益剰余金 68,135
(うち当期純損失) (584)

負債・純資産合計 73,122

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
三
丁
目
一
〇
番
五
号

（
甲
）
Ｂ
ｉ
ｌ
ｌ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

杉
本

隆
一

名
古
屋
市
港
区
大
西
一
丁
目
一
二
四
番
地
の
一

（
乙
）
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

安
達

亮

第２期決算公告 令和８年８月28日
名古屋市昭和区御器所三丁目10番５号
Ｂｉｌｌホールディングス株式会社

代表取締役 杉本 隆一
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 744,008
固 定 資 産 14,146,396
合 計 14,890,405

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,018,592
固 定 負 債 8,758,400
株 主 資 本 5,113,413
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 3,725,300
資 本 準 備 金 50
その他資本剰余金 3,725,250
利 益 剰 余 金 1,288,113
その他利益剰余金 1,288,113
(うち当期純利益) (1,288,118)
合 計 14,890,405

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
名古屋市港区大西一丁目124番地の１

Ａホールディングス株式会社
代表取締役 安達 亮

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 10
固 定 資 産 173,896
合 計 173,906

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 45
固 定 負 債 30,982
株 主 資 本 142,878
資 本 金 3,000
資 本 剰 余 金 170,896
その他資本剰余金 170,896
利 益 剰 余 金 31,018
その他利益剰余金 31,018
(うち当期純損失) (45)
合 計 173,906

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
文
京
区
向
丘
二
丁
目
三
番
一
〇
号

東
大
前
Ｈ
ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

（
甲
）
イ
グ
ア
ル
フ
ァ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

新
貝

康
司

東
京
都
中
野
区
中
野
二
丁
目
二
九
番
一
五
号

サ
ン
ハ
イ
ツ
中
野
五
〇
四
号

（
乙
）Fiducia

Medical

株
式
会
社

代
表
取
締
役

新
貝

康
司

第４期決算公告 令和８年８月28日
東京都文京区向丘二丁目３番10号
東大前ＨｉＲＡＫＵＧＡＴＥ

イグアルファン株式会社
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 386,742
固 定 資 産 69,603
資 産 合 計 456,345

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 62,409
株 主 資 本 393,936
資 本 金 157,482
資 本 剰 余 金 154,982
資 本 準 備 金 154,982
利 益 剰 余 金 81,471
その他利益剰余金 81,471
(うち当期純損失) (15,392)

負債・純資産合計 456,345

第５期決算公告 令和８年８月28日
東京都中野区中野二丁目29番15号
サンハイツ中野504号

Fiducia Medical株式会社
貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 42,347
固 定 資 産 249,143
繰 延 資 産 111,825
資 産 合 計 403,316

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,453
固 定 負 債 232,820
株 主 資 本 166,041
資 本 金 85,300
資 本 剰 余 金 285,200
資 本 準 備 金 285,200
利 益 剰 余 金 204,458
その他利益剰余金 204,458
(うち当期純損失) (91,784)

負債・純資産合計 403,316

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
七
日

掲
載
頁

三
頁

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
中
区
錦
一
丁
目
一
七
番
一
三
号
名

興
中
駒
ビ
ル
七
階

（
甲
）
株
式
会
社
オ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

島
田

直
輝

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二

〇
九
号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内

（
乙
）
Ｍ
Ｃ
Ｐ
２
３
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
北

格
也

最 終 貸 借 対 照 表
令和８年８月 28 日 東京都港区元赤坂一丁目１番７1209号

株式会社赤坂国際会計内
ＭＣＰ23株式会社

代表取締役 山北 格也
貸借対照表の要旨 (令和８年２月28日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 14,023 流 動 負 債 2,809
固 定 資 産 438,028 固 定 負 債 253,000

株 主 資 本 196,214
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 100,000
資 本 準 備 金 99,975
その他資本剰余金 25
利 益 剰 余 金 3,785
その他利益剰余金 3,785
(うち当期純利益) (2,412)
新 株 予 約 権 27

資 産 合 計 452,051 負債・純資産合計 452,051

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
一
三
番
一
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
生
活
の
友
社

代
表
取
締
役

一
井

義

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
一
三
番
一
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
風
童
門

代
表
取
締
役

一
井

義

第 46 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都中央区銀座一丁目13番12号
株式会社生活の友社
代表取締役 一井 義寬

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 206,042
固 定 資 産 18,051
繰 延 資 産 66
合 計 224,159

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 92,747
株 主 資 本 131,412
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 121,411
利 益 準 備 金 1,240
その他の利益剰余金 120,172
(うち当期純利益) (11,589)
合 計 224,159

第 35 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都中央区銀座一丁目13番12号
株式会社風童門

代表取締役 一井 義寬
貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 7,020
固 定 資 産 150
繰 延 資 産 70
合 計 7,240

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 27,878
株 主 資 本 20,638
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 30,638
その他の利益剰余金 30,638
(うち当期純損失) (262)
合 計 7,240

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一
丁
目
七
番
二
〇

号
平
河
町
辻
田
ビ
ル
七
階

（
甲
）
株
式
会
社
福
祉
開
発
研
究
所

代
表
取
締
役

平
山

大
将

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一
丁
目
七
番
地
二

〇
平
河
町
辻
田
ビ
ル
七
Ｆ

（
乙
）
ま
じ
め
な
訪
問
看
護
ナ
ー
シ
ン
グ

株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
木

貴
志

第 53 期決算公告 令和８年８月28日
東京都千代田区平河町一丁目７番20号
平河町辻田ビル７階

株式会社福祉開発研究所
代表取締役 平山 大将

貸借対照表の要旨(令和７年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 384,888
固 定 資 産 415,134
資 産 合 計 800,022

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 77,769
固 定 負 債 604,756
株 主 資 本 117,497
資 本 金 69,500
資 本 剰 余 金 5,623
その他資本剰余金 5,623
利 益 剰 余 金 42,373
その他利益剰余金 42,373
(うち当期純利益) (6,000)

負債・純資産合計 800,022

第２期決算公告 令和８年８月28日
東京都千代田区平河町一丁目７番地20
平河町辻田ビル７Ｆ
まじめな訪問看護ナーシング株式会社

代表取締役 松木 貴志
貸借対照表の要旨(令和７年６月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 9,979
固 定 資 産 307
資 産 合 計 10,286

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,737
株 主 資 本 4,549
資 本 金 12,000
利 益 剰 余 金 7,450
その他利益剰余金 7,450
(うち当期純利益) (277)

負債・純資産合計 10,286

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
岡
市
中
央
区
警
固
二
丁
目
一
八
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
三
和
美
研

代
表
取
締
役

仲
村

一
起

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
一
丁
目
五
一
番
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
人
参
社

代
表
取
締
役

仲
村

一
起

第 36 期決算公告 令和８年８月28日
福岡市中央区警固二丁目18番５号

株式会社三和美研
代表取締役 仲村 一起

貸借対照表の要旨(令和７年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 258,457
固 定 資 産 513,549
合 計 772,006

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 313,346
固 定 負 債 398,725
株 主 資 本 59,934
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 49,934
その他利益剰余金 49,934
合 計 772,006

 当期純利益 50,388,018円

第 44 期決算公告 令和８年８月28日
東京都渋谷区富ヶ谷一丁目51番２号

株式会社人参社
代表取締役 仲村 一起

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 70,875
固 定 資 産 36,358
合 計 107,233

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 2,918
固 定 負 債 79,006
株 主 資 本 25,309
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 14,690
利 益 準 備 金 900
その他利益剰余金 15,590
合 計 107,233

 当期純利益 9,126,686円

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
上
富
一
九
九
五

（
甲
）
佐
久
間
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
久
間

東
京
都
世
田
谷
区
上
用
賀
六
丁
目
一
二
番
六
号

（
乙
）
佐
久
間
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
久
間

第 17 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

埼玉県入間郡三芳町上富1995
佐久間オートサービス株式会社

代表取締役 佐久間
貸借対照表の要旨

(令和８年４月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 127
固 定 資 産 38
合 計 166

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 70
株 主 資 本 96
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 903
その他利益剰余金 903
(うち当期純利益) (735)
合 計 166

第 12 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都世田谷区上用賀六丁目12番６号
佐久間オートサービス株式会社

代表取締役 佐久間
貸借対照表の要旨

(令和８年２月28日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 70,389
固 定 資 産 111,888
合 計 182,278

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 12,263
固 定 負 債 154,315
株 主 資 本 15,699
資 本 金 4,000
利 益 剰 余 金 11,699
その他利益剰余金 11,699
(うち当期純利益) (1,116)
合 計 182,278

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
東
麻
布
一
丁
目
六
番
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
ポ
ロ
プ
ロ
セ
ス

代
表
取
締
役

立
木

秀
樹

東
京
都
目
黒
区
八
雲
五
丁
目
四
番
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
ポ
ロ
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ

代
表
取
締
役

立
木

秀
樹

第 57 期決算公告 令和８年８月28日
東京都港区東麻布一丁目６番８号

株式会社アポロプロセス
代表取締役 立木 秀樹

貸借対照表の要旨(令和７年11月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 124,691
固 定 資 産 714,635
合 計 839,326

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,861
固 定 負 債 704,777
株 主 資 本 130,687
資 本 金 36,000
利 益 剰 余 金 98,687
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 93,687
(うち当期純利益) (36,779)
自 己 株 式 4,000
合 計 839,326

第 63 期決算公告 令和８年８月28日
東京都目黒区八雲五丁目４番２号

株式会社アポロコミニュケーションズ
代表取締役 立木 秀樹

貸借対照表の要旨(令和８年２月28日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 9,450
固 定 資 産 5,858
合 計 15,308

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 577
株 主 資 本 14,731
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 4,731
その他利益剰余金 4,731
(うち当期純利益) (1,397)
合 計 15,308

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
元
麻
布
三
丁
目
四
番
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
川
田
裕
人

代
表
取
締
役

川
田

春
枝

東
京
都
港
区
元
麻
布
三
丁
目
四
番
八
号

（
乙
）
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
サ
ー
ヴ
ィ
ス
株
式

会
社

代
表
取
締
役

川
田

剛

決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都港区元麻布三丁目４番８号
株式会社川田裕人
代表取締役 川田 春枝

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 217,035
固 定 資 産 324,089
合 計 541,124

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 751,306
株 主 資 本 210,181
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 215,181
その他利益剰余金 215,181
(うち当期純損失) (14,600)
合 計 541,124

決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都港区元麻布三丁目４番８号
ニュータウンサーヴィス株式会社

代表取締役 川田 剛
貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 90,767
固 定 資 産 42,635
合 計 133,403

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 121,375
株 主 資 本 12,028
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 95,000
資 本 準 備 金 95,000
利 益 剰 余 金 182,971
その他利益剰余金 182,971
(うち当期純損失) (40,433)
合 計 133,403

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
墨
田
区
東
駒
形
一
丁
目
一
二
番
七
号

（
甲
）
太
平
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

口

雄
一

東
京
都
墨
田
区
東
駒
形
一
丁
目
一
二
番
七
号

（
乙
）
株
式
会
社

口

代
表
取
締
役

口

雄
一

決 算 公 告 令和８年８月28日
東京都墨田区東駒形一丁目12番７号

太平商事株式会社
代表取締役 口 雄一

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 146,535
固 定 資 産 34,966
合 計 181,501

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 64,630
固 定 負 債 9,200
株 主 資 本 107,670
資 本 金 60,000
資 本 剰 余 金 1,200
資 本 準 備 金 1,200
利 益 剰 余 金 46,470
利 益 準 備 金 32,000
その他利益剰余金 14,470
(うち当期純利益) (1,646)
合 計 181,501

決 算 公 告 令和８年８月28日
東京都墨田区東駒形一丁目12番７号

株 式 会 社  口
代表取締役 口 雄一

貸借対照表の要旨(令和８年１月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 657
固 定 資 産 12,477
合 計 13,134

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 239
株 主 資 本 12,895
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 7,104
その他利益剰余金 7,104
(うち当期純損失) (64)
合 計 13,134

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 東京都港区港南一丁目２番70号

品川シーズンテラス12階
ｏ９ソリューションズ・ジャパン株式会社

代表取締役社長 イゴール・リカロ
貸借対照表の要旨 (令和７年12月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 2,201,586 流 動 負 債 1,517,452
固 定 資 産 185,873 賞 与 引 当 金 63,357

そ の 他 79,475
固 定 負 債 68,791
株 主 資 本 801,216
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 2,106
利 益 剰 余 金 769,109
その他利益剰余金 769,109
(うち当期純利益) (130,274)

資 産 合 計 2,387,460 負債・純資産合計 2,387,460

第 64 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

新潟県三条市塚野目2153番地３
三喜鍛工株式会社

代表取締役 駒形 羊一
貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 126,237 流 動 負 債 77,799
固 定 資 産 99,333 賞 与 引 当 金 3,820

そ の 他 73,979
固 定 負 債 40,993
役員退職慰労引当金 287
そ の 他 40,706
株 主 資 本 106,778
資 本 金 25,000
利 益 剰 余 金 81,778
利 益 準 備 金 125
その他利益剰余金 81,653
(うち当期純利益) (6,989)

資 産 合 計 225,571 負債・純資産合計 225,571

第 54 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

新潟県三条市猪子場新田1301番地
株式会社三条サービス
代表取締役 新田 誠

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 233,168 流 動 負 債 21,684
固 定 資 産 62,839 賞 与 引 当 金 9,564

そ の 他 12,120
固 定 負 債 1,336
役員退職慰労引当金 1,336
株 主 資 本 272,986
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 262,986
利 益 準 備 金 2,466
その他利益剰余金 260,520
(うち当期純利益) (2,655)

資 産 合 計 296,007 負債・純資産合計 296,007

第 47 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 新潟県三条市金子新田丙601番地８

新栄工業株式会社
代表取締役 番場 明義

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 157,080 流 動 負 債 20,148
固 定 資 産 102,357 賞 与 引 当 金 5,700

そ の 他 14,448
固 定 負 債 2,575
役員退職慰労引当金 2,575
株 主 資 本 236,712
資 本 金 25,000
利 益 剰 余 金 211,712
利 益 準 備 金 5,225
その他利益剰余金 206,487
(うち当期純損失) (10,079)

評価・換算差額等 2
有価証券評価差額金 2

資 産 合 計 259,437 負債・純資産合計 259,437

第 60 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 広島市中区中島町３番30号

医療法人あかね会
理事長 土谷 治子

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

資 産 の 部
科 目
流 動 資 産
固 定 資 産
有形固定資産
無形固定資産
その他の資産

資 産 合 計

金 額
13,465,038
16,296,668
9,997,056
28,777

6,270,834

29,761,706

負債及び純資産の部
科 目
流 動 負 債
賞 与 引 当 金
固 定 負 債
退職給付引当金
負 債 合 計
積 立 金
設立等積立金
繰越利益積立金
評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
純資産合計
負債・純資産合計

金 額
2,324,000
463,142
2,236,277
2,032,661
4,560,278
25,378,255
3,426,400
21,951,854
 176,827

 176,827

25,201,428
29,761,706

損益計算書の要旨
自 令和７年４月１日
至 令和８年３月31日 (単位：千円)

科 目
事 業 収 益
(うち本来業務)
(うち附帯業務)
事 業 費 用
(うち本来業務)
(うち附帯業務)
事 業 損 失
事 業 外 収 益
事 業 外 費 用

金 額
17,424,834
15,935,252
1,489,582
17,489,951
16,009,830
1,480,121
65,116
249,035
7,117

科 目
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純利益
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 利 益

金 額
176,801
24,061
17,030
183,833

60,929

 35,385
158,289

第 52 期 決 算 公 告
2026 年７月 30 日

大阪府大阪市北区東天満１丁目12番10号
シーマン株式会社

代表取締役 菅原 充史
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(2026年４月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 7,956,923 流 動 負 債 1,430,929
固 定 資 産 2,908,942 固 定 負 債 738,309

株 主 資 本 8,696,626
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 1,836,227
その他資本剰余金 1,836,227
利 益 剰 余 金 6,881,894
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 6,876,894
(うち当期純利益) (272,928)
自 己 株 式  41,496

資 産 合 計 10,865,865 負債・純資産合計 10,865,865

第 75 期 決 算 公 告
令和８年６月 16 日 大阪市西区新町一丁目１番17号

ナガセルータック株式会社
代表取締役社長 中西 俊博

貸借対照表の要旨 (令和８年３月31日現在) (単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 11,696 流 動 負 債 3,212
固 定 資 産 8,719 固 定 負 債 782

負 債 合 計 3,994
株 主 資 本 16,372
資 本 金 270
利 益 剰 余 金 16,102
利 益 準 備 金 68
その他利益剰余金 16,034
(うち当期純利益) (1,142)

評価・換算差額等 49
その他有価証券評価
差額金 49

純資産合計 16,421
資 産 合 計 20,415 負債・純資産合計 20,415

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



第 10 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

福岡県嘉麻市飯田252番地２
株式会社ＡＮＣＨＯＲ
代表取締役 中嶋 公治

貸借対照表の要旨
(令和８年５月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 266,921
固 定 資 産 110,671
合 計 377,592

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 142,057
固 定 負 債 197,225
株 主 資 本 38,310
資 本 金 8,400
利 益 剰 余 金 29,910
その他利益剰余金 29,910
(うち当期純利益) (13,891)
合 計 377,592

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

福岡県嘉麻市飯田252番地２
株式会社８ロジック
代表取締役 中嶋 公治

貸借対照表の要旨
(令和７年８月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 6,399
固 定 資 産 286
合 計 6,685

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,503
株 主 資 本 2,182
資 本 金 1,000
利 益 剰 余 金 1,182
その他利益剰余金 1,182
(うち当期純利益) (14)
合 計 6,685

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務

全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
甲
）
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
丙
）
下
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
岡
県
嘉
麻
市
飯
田
二
五
二
番
地
二

（
甲
）
株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｒ

代
表
取
締
役

中
嶋

公
治

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
二
番
二
号
丸

の
内
二
重
橋
ビ
ル
二
階

（
乙
）
株
式
会
社
Ａ
ｇ
ｅ
．
３

代
表
取
締
役

中
嶋

公
治

福
岡
県
嘉
麻
市
飯
田
二
五
二
番
地
二

（
丙
）
株
式
会
社
８
ロ
ジ
ッ
ク

代
表
取
締
役

中
嶋

公
治

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
ア

ン
カ
ー
（
住
所
福
岡
県
嘉
麻
市
飯
田
二
五
二
番
地
二
）

に
対
し
て
当
社
が
「
Ａ
ｇ
ｅ
．
３
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で

営
む
揚
げ
サ
ン
ド
等
の
飲
食
物
の
製
造
・
販
売
事
業
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
及
び
こ
れ
ら
に
付
随
関
連
す
る

一
切
の
事
業
を
除
く
一
切
の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務

を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

福
岡
県
嘉
麻
市
飯
田
二
五
二
番
地
二

株
式
会
社
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｒ

代
表
取
締
役

中
嶋

公
治

第２期決算公告 令和８年８月28日
東京都中央区日本橋箱崎町１２
ＴＨＥＳＨＯＲＥ日本橋茅場町２Ｆ

株式会社ｍｏｚｅ
代表取締役 横井 一隆

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 18,136
固 定 資 産 2,523
合 計 20,660

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 6,283
固 定 負 債 4,752
株 主 資 本 9,624
資 本 金 4,000
資 本 剰 余 金 3,500
資 本 準 備 金 3,500
利 益 剰 余 金 2,124
その他利益剰余金 2,124
(うち当期純利益) (2,562)
合 計 20,660

第 17 期決算公告 令和８年８月27日
東京都港区赤坂八丁目10番24号
住友不動産青山ビル南館１Ｆ
株式会社ＥＲＩアカデミー
代表取締役 石田 勝彦

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 162,785,263
固 定 資 産 26,443,613
資 産 合 計 189,228,876

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 39,832,314
負 債 合 計 39,832,314
株 主 資 本 149,396,562
資 本 金 60,000,000
資 本 剰 余 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 79,396,562
その他利益剰余金 79,396,562
(うち当期純利益) (9,796,415)
純資産合計 149,396,562

負債・純資産合計 189,228,876

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
各
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
阪
市
大
正
区
三
軒
家
東
四
丁
目
六
番
一
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
ハ
ロ
ー

代
表
取
締
役

中
谷

賀
久

大
阪
市
此
花
区
朝
日
一
丁
目
九
番
二
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
ハ
ロ
ー
西
大
阪

代
表
取
締
役

中
谷

賀
久

第 61 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

大阪市此花区朝日一丁目９番23号
株式会社ハロー西大阪
代表取締役 中谷 賀久

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 147,902
固 定 資 産 80,134
合 計 228,037

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 50,070
株 主 資 本 177,967
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 167,967
その他利益剰余金 167,967
(うち当期純利益) (2,489)
合 計 228,037

第 63 期 決 算 公 告

令和８年８月 28 日

大阪市大正区三軒家東四丁目６番15号

株式会社ハロー

代表取締役 中谷 賀久

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 882,245
固 定 資 産 1,033,055

資 産 合 計 1,915,300

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 289,382
固 定 負 債 139,224

負 債 合 計 428,606

株 主 資 本 1,486,693
資 本 金 21,750
資 本 剰 余 金 586,127
資 本 準 備 金 18,750
その他資本剰余金 567,377
利 益 剰 余 金 878,815
利 益 準 備 金 4,845
その他利益剰余金 873,970
(うち当期純利益) (51,480)

純資産合計 1,486,693

負債・純資産合計 1,915,300

第 50 期決算公告 令和８年８月25日
愛知県津島市東柳原町五丁目５番地１

長田広告株式会社
代表取締役 長田 一郎

貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 8,830
固 定 資 産 23,472
合 計 32,302

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,094
賞 与 引 当 金 629
固 定 負 債 1,803
退職給付引当金 1,701
株 主 資 本 26,405
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 26,395
利 益 準 備 金 2
その他利益剰余金 26,392
(うち当期純利益) (567)
合 計 32,302

第５期決算公告 令和８年８月25日
愛知県津島市東柳原町五丁目５番地１
ＮＡＧＡＴＡ ＡＧＥＮＴ株式会社

代表取締役 長田 一郎
貸借対照表の要旨(令和８年５月31日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 2,184
固 定 資 産 16
合 計 2,200

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 731
固 定 負 債 19
退職給付引当金 19
株 主 資 本 1,449
資 本 金 10
利 益 剰 余 金 1,439
その他利益剰余金 1,439
(うち当期純利益) (366)
合 計 2,200

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第 12 期決算公告 令和８年８月28日
熊本市東区東町四丁目10番１号

株式会社えがおホールディングス
代表取締役 北野 忠男

貸借対照表の要旨(令和７年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 2,004,150
固 定 資 産 14,297,037
繰 延 資 産 1,013
合 計 16,302,200

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 193,126
固 定 負 債 391,594
株 主 資 本 15,717,480
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 15,173,058
その他資本剰余金 15,173,058
利 益 剰 余 金 534,422
(利益準備金) (2,500)
(うち当期純損失) (405,008)
合 計 16,302,200

乙の貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資

産

の

部

流 動 資 産 6,902,423
固 定 資 産 147,346
繰 延 資 産 17,330
合 計 7,067,100

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,550,098
株 主 資 本 5,517,001
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 10,000
その他資本剰余金 10,000
利 益 剰 余 金 5,407,001
利 益 準 備 金 25,000
その他利益剰余金 5,382,001
(うち当期純損失) (52,633)
合 計 7,067,100

合
併
公
告
及
び
新
設
分
割
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
な
お
、
甲
は
合
併
と
同
時
に
商
号
を
株
式
会
社
え

が
お
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
右
記
合
併
の
効
力
発
生
を
条
件
と
し
て
、
甲

は
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
え
が
お
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
住
所
熊
本
市
東
区
東
町
四
丁
目
一
〇

番
一
号
）
に
対
し
て
甲
の
不
動
産
事
業
に
関
す
る
権
利

義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

合
併
及
び
新
設
分
割
の
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十

月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
及
び
新
設
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権

者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

熊
本
市
東
区
東
町
四
丁
目
一
〇
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
え
が
お
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

北
野

忠
男

熊
本
市
東
区
東
町
四
丁
目
一
〇
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
え
が
お

代
表
取
締
役

北
野

忠
男

第 39 期 決 算 公 告
令和８年８月６日

山口県周南市遠石一丁目９番36号
ミドリ安全徳山株式会社
代表取締役 橋詰 隆

貸借対照表の要旨
(令和８年５月20日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 251,485
固 定 資 産 2,265
資 産 合 計 253,750

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 171,698
株 主 資 本 82,052
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 72,052
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 69,552
(うち当期純利益) (69,379)

負債・純資産合計 253,750

第 21 期決算公告 令和８年８月28日
東京都千代田区飯田橋１丁目12番７号

ＨＰＣテクノロジーズ株式会社
代表取締役 鈴木 則道

貸借対照表の要旨(令和８年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 355,046
固 定 資 産 82,832
繰 延 資 産 1,829
合 計 439,707

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 160,015
固 定 負 債 95,939
株 主 資 本 183,753
資 本 金 57,006
資 本 剰 余 金 29,006
資 本 準 備 金 29,006
利 益 剰 余 金 97,741
その他利益剰余金 97,741
(うち当期純利益) (5,455)
合 計 439,707

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務

全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
各
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

静
岡
県
浜
松
市
浜
名
区
新
都
田
一
丁
目
二
番
九
号

（
甲
）
村
松
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
笠
原

工

浜
松
市
浜
名
区
新
都
田
一
丁
目
二
番
七
号

（
乙
）

川
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
尾

健
治

静
岡
県
湖
西
市
白
須
賀
三
九
八
五
番
地
の
三
一
〇
四

（
丙
）
忠
内
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役

辻

祥
治

第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
浜松市浜名区新都田一丁目２番７号

川精機株式会社
代表取締役 西尾 健治

貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 30,301
固 定 資 産 4,148
合 計 34,450

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 65,535
固 定 負 債 181,324
株 主 資 本 212,409
資 本 金 9,000
利 益 剰 余 金 221,409
利 益 準 備 金 270
その他利益剰余金 221,679
(うち当期純損失) (69,784)
合 計 34,450

第 52 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
静岡県浜松市浜名区新都田一丁目２番９号

村松精機株式会社
代表取締役 小笠原 工

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 249,506
固 定 資 産 850,600
合 計 1,100,107

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 107,041
固 定 負 債 710,710
株 主 資 本 282,355
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 252,355
利 益 準 備 金 9,090
その他利益剰余金 243,265
(うち当期純利益) (2,368)
合 計 1,100,107

第 34 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
静岡県湖西市白須賀3985番地の3104

忠内精機株式会社
代表取締役 辻 祥治

貸借対照表の要旨
(令和７年７月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 40,885
固 定 資 産 406,898
合 計 447,783

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 17,310
固 定 負 債 511,145
株 主 資 本 80,672
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 90,672
その他利益剰余金 90,672
(うち当期純損失) (19,061)
合 計 447,783

第 53 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都千代田区神田須田町２丁目11番地

三條商事株式会社
代表取締役 松崎 仁

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 218,885
固 定 資 産 4,828
合 計 223,714

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,254
固 定 負 債 102
株 主 資 本 220,356
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 180,356
利 益 準 備 金 10,000
その他利益剰余金 170,356
(うち当期純利益) (16,374)
合 計 223,714

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

新潟県三条市猪子場新田1300番地
株式会社三條機械ホールディングス

代表取締役 新田 誠
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 26,475
固 定 資 産 6,700,517
合 計 6,726,993

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 20,299
株 主 資 本 6,706,694
資 本 金 30,000
資 本 剰 余 金 6,670,467
その他資本剰余金 6,670,467
利 益 剰 余 金 6,226
利 益 準 備 金 300
その他利益剰余金 5,926
(うち当期純利益) (3,156)
合 計 6,726,993

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務

全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
八
日

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
大
字
豊
丘
字
原
子
三
二

番
地
の
一

（
甲
）
魚
太
郎
株
式
会
社

代
表
取
締
役

眞
子

祐
一

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
大
字
豊
丘
字
原
子
三
二

番
地
の
一

（
乙
）
魚
太
郎
３
株
式
会
社

代
表
取
締
役

眞
子

祐
一

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
大
字
豊
丘
字
原
子
三
二

番
地
の
一

（
丙
）
魚
太
郎
４
株
式
会
社

代
表
取
締
役

眞
子

祐
一

第 32 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

愛知県知多郡美浜町大字豊丘字原子32番地の１
魚太郎株式会社

代表取締役 眞子 祐一
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,067,855 流 動 負 債 252,714
固 定 資 産 4,955,071 固 定 負 債 130,000

株 主 資 本 7,640,212
資 本 金 20,000
法 定 準 備 金 1,890,651
その他資本剰余金 1,890,651
剰 余 金 5,729,561
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 5,724,561
(うち当期純利益) (1,913,735)

資 産 合 計 8,022,926 負債・純資産合計 8,022,926

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
愛知県知多郡美浜町大字豊丘字原子
32番地の１

魚太郎３株式会社
代表取締役 眞子 祐一

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 295,454
固 定 資 産 163,149
合 計 458,604

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 205,453
株 主 資 本 253,151
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 118,193
その他資本剰余金 118,193
利 益 剰 余 金 124,957
その他利益剰余金 124,957
(うち当期純利益) (120,851)
合 計 458,604

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
愛知県知多郡美浜町大字豊丘字原子
32番地の１

魚太郎４株式会社
代表取締役 眞子 祐一

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 411,938
固 定 資 産 163,143
合 計 575,082

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 197,378
株 主 資 本 377,704
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 211,149
その他資本剰余金 211,149
利 益 剰 余 金 156,555
その他利益剰余金 156,555
(うち当期純利益) (149,107)
合 計 575,082

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
三
丁
目
一
番
五
号
Ｓ
Ｐ
Ｃ

ビ
ル
二
階

（
甲
）
株
式
会
社
エ
ミ
ュ

代
表
取
締
役

河
田

年
弘

兵
庫
県
明
石
市
大
久
保
町
大
窪
八
八
一
番
地
の
一

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ミ
ュ
Ｌ
ａ
ｂ

代
表
取
締
役

河
田

年
弘

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
、
甲
は
丙
の
ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
の
運
営
に
関
す
る
事
業
に
関

す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
丙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
で
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
甲
）
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
二
月
二
十
四
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
二
八
三
号
）

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
三
丁
目
一
番
五
号
Ｓ
Ｐ
Ｃ

ビ
ル
二
階

（
甲
）
株
式
会
社
エ
ミ
ュ

代
表
取
締
役

河
田

年
弘

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
四
丁
目
四
番
一
七
号

ニ
ッ
セ
イ
三
宮
ビ
ル
一
二
階

（
丙
）
株
式
会
社
デ
コ
ル
テ

代
表
取
締
役

水
間

寿
也

第 27 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

神戸市中央区栄町通三丁目１番５号
ＳＰＣビル２階

株式会社エミュ
代表取締役 河田 年弘

貸借対照表の要旨 (令和７年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 316,733 流 動 負 債 67,307
固 定 資 産 499,288 固 定 負 債 116,837
繰 延 資 産 833 負 債 合 計 184,144

株 主 資 本 632,711
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 652,511
利 益 準 備 金 750
その他利益剰余金 651,761
(うち当期純利益) (8,184)
自 己 株 式 22,800
純資産合計 632,711

資 産 合 計 816,855 負債・純資産合計 816,855

第 11 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
兵庫県明石市大久保町大窪881番地の１

株式会社エミュＬａｂ
代表取締役 河田 年弘

貸借対照表の要旨(令和８年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 106,247
固 定 資 産 3,184
資 産 合 計 109,432

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 25,333
負 債 合 計 25,333
株 主 資 本 84,098
資 本 金 1,550
利 益 剰 余 金 82,548
その他利益剰余金 82,548
(うち当期純利益) (24,816)
純資産合計 84,098
負債・純資産合計 109,432

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



第 73 期 決 算 公 告
2026 年８月 28 日 東京都千代田区東神田１７８

株式会社東和エンジニアリング
代表取締役社長 新倉恵里子

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(2026年５月31日現在) (単位：百万円)

科 目
流 動 資 産
固 定 資 産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

資 産 合 計

金 額
6,237
2,741
1,590
110
1,041

8,979

科 目
流 動 負 債
賞 与 引 当 金
そ の 他
固 定 負 債
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
そ の 他
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
自 己 株 式
評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
純資産合計
負債・純資産合計

金 額
1,962
142
1,819
1,254
821
313
120
3,216
5,647
633
333
333
4,754
93

4,661
 74

115

115

5,763
8,979

損 益 計 算 書 の 要 旨
自 2025年６月１日
至 2026年５月31日 (単位：百万円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

金 額
11,901
9,053
2,847

2,229

618
110
71

科 目
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純利益
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 利 益

金 額
656
0
0
656

293

 38
402

第 53 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日 神奈川県厚木市中町二丁目６番10号

国 土 開 発 工 業 株 式 会 社
代表取締役社長 山本 喜裕

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 5,244 流 動 負 債 2,489
固 定 資 産 3,094 固 定 負 債 399
有形固定資産 876 負 債 合 計 2,889
無形固定資産 7 株 主 資 本 5,123
投資その他の資産 2,210 資 本 金 300

利 益 剰 余 金 4,823
利 益 準 備 金 75
繰越利益剰余金 4,748
(うち当期純利益) (111)

評価・換算差額等 325
純資産合計 5,449

合 計 8,339 合 計 8,339

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
不
動
産
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
口
座
を
除
く
全
て

の
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
大
字
豊
丘
字
原
子
三
二

番
地
の
一

（
甲
）
魚
太
郎
株
式
会
社

代
表
取
締
役

眞
子

祐
一

愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
大
字
豊
丘
字
原
子
三
二

番
地
の
一

（
乙
）
魚
太
郎
２
株
式
会
社

代
表
取
締
役

眞
子

祐
一

第 32 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

愛知県知多郡美浜町大字豊丘字原子32番地の１
魚太郎株式会社

代表取締役 眞子 祐一
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 3,067,855 流 動 負 債 252,714
固 定 資 産 4,955,071 固 定 負 債 130,000

株 主 資 本 7,640,212
資 本 金 20,000
法 定 準 備 金 1,890,651
その他資本剰余金 1,890,651
剰 余 金 5,729,561
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 5,724,561
(うち当期純利益) (1,913,735)

資 産 合 計 8,022,926 負債・純資産合計 8,022,926

第 13 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

愛知県知多郡美浜町大字豊丘字原子32番地の１
魚太郎２株式会社

代表取締役 眞子 祐一
貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,586,131 流 動 負 債 1,568,188
固 定 資 産 605,662 固 定 負 債 87,186

株 主 資 本 536,419
資 本 金 3,000
資 本 剰 余 金 129,494
その他資本剰余金 129,494
利 益 剰 余 金 403,924
利 益 準 備 金 504
その他利益剰余金 403,420
(うち当期純利益) (419,781)

資 産 合 計 2,191,794 負債・純資産合計 2,191,794

吸
収
分
割
公
告

株
式
会
社
Ｌ
Ｈ
Ｄ

１
（
甲
）
は
吸
収
分
割
に
よ
り

ア
エ
ラ
ホ
ー
ム
株
式
会
社
（
乙
）
が
そ
の
店
舗
に
て
営

む
注
文
住
宅
事
業
及
び
こ
れ
に
附
帯
又
は
関
連
す
る
事

業
（
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
及
び
Ｆ
Ｃ
事
業
を
除
く
。）に
関

し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
甲
に
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
な
く
、
乙

の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
一
一
番

二
号
天
下
一
第
二
ビ
ル
三
階

（
甲
）
株
式
会
社
Ｌ
Ｈ
Ｄ

１

代
表
取
締
役

池
田

雄
一

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
二
丁
目
三
番
一
号
青

葉
第
一
ビ
ル
二
階

（
乙
）
ア
エ
ラ
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
島

秀
行

第 41 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都千代田区九段南二丁目３番１号青葉第１ビル２階

アエラホーム株式会社
代表取締役 中島 秀行

貸借対照表の要旨 (令和７年５月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 2,294,514 流 動 負 債 2,097,932
固 定 資 産 788,866 固 定 負 債 1,433,971
繰 延 資 産 83,427 株 主 資 本 367,847

資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 26,250
資 本 準 備 金 26,250
利 益 剰 余 金 494,097
その他利益剰余金 494,097
(うち当期純損失) (95,439)

評価・換算差額等 2,752
その他有価証券評価
差額金 2,752

資 産 合 計 3,166,808 負債・純資産合計 3,166,808

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
五
丁
目
二
三
番
一

五
号

（
甲
）
山
口
金
属
曲
板
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

下
村

悠
太

大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
五
丁
目
二
三
番
一

五
号

（
乙
）
株
式
会
社
山
金
工
業

代
表
取
締
役

下
村

悠
太

第 51 期決算公告 令和８年８月28日
大阪市阿倍野区阪南町五丁目23番15号

山口金属曲板工業株式会社
代表取締役 下村 悠太

貸借対照表の要旨(令和７年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,567,398
固 定 資 産 1,032,247
資 産 合 計 2,599,645

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 285,117
固 定 負 債 95,438
株 主 資 本 2,219,090
資 本 金 50,000
利 益 剰 余 金 2,220,390
利 益 準 備 金 8,200
その他利益剰余金 2,212,190
(うち当期純利益) (2,106)
自 己 株 式  51,300
負債・純資産合計 2,599,645

第 38 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
大阪市阿倍野区阪南町五丁目23番15号

株式会社山金工業
代表取締役 下村 悠太

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 655,451
固 定 資 産 121,880
資 産 合 計 777,332

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 135,372
株 主 資 本 641,960
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 666,451
利 益 準 備 金 1,425
その他利益剰余金 665,026
(うち当期純損失) (21,570)
自 己 株 式  34,491
負債・純資産合計 777,332

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

大
分
市
日
吉
町
四
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
ヤ
マ
ナ
ミ
麺
芸
社

代
表
取
締
役

吉
岩

拓
弥

福
岡
県
遠
賀
郡
水
巻
町
吉
田
南
三
丁
目
三
番

一
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
和
洋
食
品

代
表
取
締
役

吉
岩

正
純

第 31 期決算公告 令和８年８月28日
大分市日吉町４番３号

株式会社ヤマナミ麺芸社
代表取締役 吉岩 拓弥

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,760,927
固 定 資 産 916,024
合 計 2,676,951

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 219,348
固 定 負 債 2,022,181
株 主 資 本 435,422
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 425,422
その他利益剰余金 425,422
(うち当期純利益) (35,409)
合 計 2,676,951

第 63 期決算公告 令和８年８月28日
福岡県遠賀郡水巻町吉田南三丁目３番18号

株式会社和洋食品
代表取締役 吉岩 正純

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 160,167
固 定 資 産 157,448
合 計 317,616

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 98,583
固 定 負 債 156,629
株 主 資 本 62,402
資 本 金 17,000
資 本 剰 余 金 22,000
資 本 準 備 金 22,000
利 益 剰 余 金 23,402
利 益 準 備 金 17,000
その他利益剰余金 6,402
(うち当期純利益) (21,998)
合 計 317,616

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
億
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
九
月
十
五
日
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
西
橋
本
一
丁
目
一
六

番
一
八
号株

式
会
社
ア
ル
プ
ス
ア
グ
リ
キ
ャ
リ
ア

代
表
取
締
役

渡
邊

淳

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
八
月
六
日
取
締
役
会
に
お
い
て
、

新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
十
勝
（
住
所
北
海
道
河
東
郡

音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目
一
番
地
一
七
）
に
対

し
て
当
社
の
農
業
生
産
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
西
橋
本
一
丁
目
一
六

番
一
八
号株

式
会
社
ア
ル
プ
ス
ア
グ
リ
キ
ャ
リ
ア

代
表
取
締
役

渡
邊

淳

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
八
日

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
西
橋
本
一
丁
目
一
六
番
一

八
号（

甲
）
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

柳
澤

秀
憲

神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
西
橋
本
一
丁
目
一
六
番
一

八
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
ル
プ
ス
ア
グ
リ
キ
ャ
リ
ア

代
表
取
締
役

渡
邊

淳

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
神奈川県相模原市緑区西橋本一丁目
16番18号
株式会社アルプスアグリキャリア

代表取締役 渡邊 淳
貸借対照表の要旨

(令和７年12月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 197,366
固 定 資 産 58,177
合 計 255,543

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 175,523
株 主 資 本 80,020
資 本 金 400,000
利 益 剰 余 金 319,979
その他利益剰余金 319,979
(うち当期純損失) (38,975)
合 計 255,543

第 40 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
神奈川県相模原市緑区西橋本一丁目
16番18号

株式会社アルプスビジネスサービス
代表取締役 柳澤 秀憲

貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 1,863,501
固 定 資 産 67,826

資 産 合 計 1,931,327

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 619,496
賞 与 引 当 金 127,399
役員賞与引当金 2,400

負 債 合 計 619,496

株 主 資 本 1,311,826
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 259,698
資 本 準 備 金 59,698
その他資本剰余金 200,000
利 益 剰 余 金 952,127
利 益 準 備 金 2,374
その他利益剰余金 949,753
(うち当期純利益) (247,377)

評価・換算差額等 4
その他有価証券評価
差額金 4

純資産合計 1,311,830

負債・純資産合計 1,931,327

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
百
万
円
減
少
し
百
万

円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
一
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
八
月
五
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
二
丁
目
二
一
番
一
号

新
宿
フ
ロ
ン
ト
タ
ワ
ー
一
五
階

株
式
会
社
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

田
崎

匡
浩

第 12 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都新宿区北新宿二丁目21番１号
新宿フロントタワー15階
株式会社ＩＮＥライティング

代表取締役 田崎 匡浩
貸借対照表の要旨

(令和８年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 18,002
合 計 18,002

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 78
株 主 資 本 17,924
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 7,924
その他利益剰余金 7,924
(うち当期純利益) (334)
合 計 18,002

第 67 期決算公告 令和８年８月17日
大阪市西区新町４丁目18番３号

株式会社三木商店
代表取締役 三木 幸男

貸借対照表の要旨(令和８年６月20日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 4,573,220
固 定 資 産 1,044,977
合 計 5,618,197

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,676,164
固 定 負 債 6,800
株 主 資 本 3,935,233
資 本 金 48,000
利 益 剰 余 金 3,954,394
利 益 準 備 金 12,000
その他利益剰余金 3,942,394
(うち当期純利益) (178,203)
自 己 株 式  67,161
合 計 5,618,197

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
丁
の
留
学
生
寮
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
丁
の
不
動
産

仲
介
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
丙
は
丁
の

民
泊
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
丁
は
そ
れ

ら
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し

ま
す
。

こ
れ
ら
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
新
橋
五
丁
目
一
三
番
五
号
新
橋
Ｍ

Ｃ
Ｖ
ビ
ル
四
Ｆ

（
甲
）
日
興
投
資
株
式
会
社

代
表
取
締
役

高

沢

東
京
都
港
区
新
橋
五
丁
目
一
三
番
五
号
新
橋
Ｍ

Ｃ
Ｖ
ビ
ル
四
Ｆ

（
乙
）
株
式
会
社
天
悦

代
表
取
締
役

高

沢

東
京
都
墨
田
区
東
駒
形
一
丁
目
一
四
番
七
号

（
丙
）
株
式
会
社
日
本
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

高

沢

東
京
都
港
区
新
橋
五
丁
目
一
三
番
五
号
新
橋
Ｍ

Ｃ
Ｖ
ビ
ル
四
Ｆ

（
丁
）
株
式
会
社
日
興
総
業

代
表
取
締
役

高

沢

第 ３ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都港区新橋五丁目13番５号
新橋ＭＣＶビル４Ｆ

日興投資株式会社
代表取締役 高 沢

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 12,262
固 定 資 産 244,324
資 産 合 計 256,587

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 68,688
固 定 負 債 144,642
株 主 資 本 43,257
資 本 金 8,000
利 益 剰 余 金 35,257
その他利益剰余金 35,257
(うち当期純利益) (19,700)

負債・純資産合計 256,587

第 ５ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都墨田区東駒形一丁目14番７号
株式会社日本ホテルマネジメント

代表取締役 高 沢
貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 61,096
固 定 資 産 2,942
資 産 合 計 64,039

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 19,346
株 主 資 本 44,692
資 本 金 20,200
利 益 剰 余 金 24,492
その他利益剰余金 24,492
(うち当期純利益) (3,512)

負債・純資産合計 64,039

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都港区新橋五丁目13番５号
新橋ＭＣＶビル４Ｆ

株式会社天悦
代表取締役 高 沢

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 170,860
固 定 資 産 32,529
資 産 合 計 203,389

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 6,252
固 定 負 債 105,025
株 主 資 本 92,112
資 本 金 9,800
利 益 剰 余 金 82,312
その他利益剰余金 82,312
(うち当期純利益) (2,784)

負債・純資産合計 203,389

第 14 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

東京都港区新橋五丁目13番５号
新橋ＭＣＶビル４Ｆ

株式会社日興総業
代表取締役 高 沢

貸借対照表の要旨(令和８年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,693,627
固 定 資 産 70,356
資 産 合 計 3,763,984

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,589,244
固 定 負 債 1,611,022
株 主 資 本 563,717
資 本 金 80,000
利 益 剰 余 金 483,717
その他利益剰余金 483,717
(うち当期純利益) (77,749)

負債・純資産合計 3,763,984

第 39 期 決 算 公 告
2026 年７月 30 日
大阪府大阪市北区東天満１丁目12番10号

スーガン株式会社
代表取締役 菅原 充史

貸借対照表の要旨(2026年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,541,755
固 定 資 産 472,088
合 計 2,013,843

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 986,760
固 定 負 債 164,531
株 主 資 本 862,551
資 本 金 12,000
利 益 剰 余 金 850,551
利 益 準 備 金 1,500
その他利益剰余金 849,051
(うち当期純損失) (481,826)
合 計 2,013,843

第 71 期 決 算 公 告
令和８年８月 28 日

神奈川県厚木市金田900番地
株式会社大栄製作所
代表取締役 菊池 文孝

貸借対照表の要旨
(令和８年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 1,151,164
固 定 資 産 965,079

資 産 合 計 2,116,243

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 303,151
(賞与引当金) (40,320)
(役員賞与引当金) (3,000)
固 定 負 債 231,422
(退職給付引当金) (82,336)
役員退職慰労引当
金  (8,135)

負 債 合 計 534,574

株 主 資 本 1,453,749
資 本 金 60,000
利 益 剰 余 金 1,419,189
利 益 準 備 金 15,000
その他利益剰余金 1,404,189
(うち当期純損失) (169,069)
自 己 株 式 25,440
評価・換算差額等 127,919
その他有価証券評価
差額金 127,919

純資産合計 1,581,668

負債・純資産合計 2,116,243

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
管

理
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

沖
縄
県
宜
野
湾
市
真
栄
原
二
丁
目
二
番
三
号

（
甲
）
大
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

平
安
座

紳

沖
縄
県
宜
野
湾
市
真
栄
原
二
丁
目
二
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
大
光
不
動
産

代
表
取
締
役

平
安
座

紳

乙の貸借対照表の要旨
(令和７年12月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資

産

の

部

流 動 資 産 324,113
固 定 資 産 818,011
繰 延 資 産 173
合 計 1,142,297

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 203,097
固 定 負 債 730,873
株 主 資 本 208,327
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 0
利 益 剰 余 金 198,327
利 益 準 備 金 0
その他利益剰余金 198,327
(うち当期純利益) (49,443)
合 計 1,142,297

甲の貸借対照表の要旨
(令和８年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 8,339
固 定 資 産 167,127
合 計 175,466

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 779
固 定 負 債 162,923
株 主 資 本 11,764
資 本 金 1,000
資 本 剰 余 金 10,000
利 益 剰 余 金 764
利 益 準 備 金 0
その他利益剰余金 764
(うち当期純利益) (1,291)
合 計 175,466

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
一
乃
至
乙
四
の
権
利

義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
一
乃
至
乙
四
は
解
散

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
八
月
二
十
八
日

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二
三
番
二
号
Ｕ

Ｂ
Ｇ
東
池
袋
ビ
ル
七
Ｆ

（
甲
）
株
式
会
社
第
一
広
房
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

代
表
取
締
役

吉
野

泰
規

大
阪
市
中
央
区
島
町
二
丁
目
一
番
一
五
号
Ｉ
Ｔ

ビ
ル

（
乙
一
）
株
式
会
社
Ｄ
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

吉
野

泰
規

大
阪
市
中
央
区
島
町
二
丁
目
一
番
一
五
号
Ｉ
Ｔ

ビ
ル（

乙
二
）
株
式
会
社
第
一
広
房
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

代
表
取
締
役

吉
野

通
洋

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二
三
番
二
号
Ｕ

Ｂ
Ｇ
東
池
袋
ビ
ル
七
Ｆ

（
乙
三
）
株
式
会
社
Ｄ
Ｋ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

吉
野

泰
規

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二
三
番
二
号
Ｕ

Ｂ
Ｇ
東
池
袋
ビ
ル
七
Ｆ

（
乙
四
）
株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

代
表
取
締
役

松
島

雅
勝

決 算 公 告
令和８年８月 28 日 大阪市中央区島町二丁目１番15号ＩＴビル

株式会社ＤＫホールディングス
代表取締役 吉野 泰規

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 90,512 流 動 負 債 44,401
固 定 資 産 204,872 固 定 負 債 130,257

負 債 合 計 174,658
株 主 資 本 120,726
資 本 金 70,000
資 本 剰 余 金 3,402
資 本 準 備 金 3,402
利 益 剰 余 金 47,324
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 44,824
(うち当期純利益) (520)
純資産合計 120,726

資 産 合 計 295,384 負債・純資産合計 295,384

決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都豊島区東池袋二丁目23番２号ＵＢＧ東池袋ビル７Ｆ

株式会社ＤＫマーケティング
代表取締役 吉野 泰規

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 255,906 流 動 負 債 231,755
固 定 資 産 113,707 固 定 負 債 324,842

負 債 合 計 556,597
株 主 資 本 186,984
資 本 金 11,464
利 益 剰 余 金 198,448
その他利益剰余金 198,448
(うち当期純利益) (2,069)
純資産合計 186,984

資 産 合 計 369,613 負債・純資産合計 369,613

決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都豊島区東池袋二丁目23番２号ＵＢＧ東池袋ビル７Ｆ

株式会社第一広房ＴＯＫＹＯ
代表取締役 吉野 泰規

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,339,331 流 動 負 債 1,098,175
固 定 資 産 1,200,393 固 定 負 債 1,258,137
繰 延 資 産 42,902 負 債 合 計 2,356,312

株 主 資 本 226,314
資 本 金 70,000
利 益 剰 余 金 156,314
その他利益剰余金 156,314
(うち当期純利益) (79,325)
純資産合計 226,314

資 産 合 計 2,582,626 負債・純資産合計 2,582,626

決 算 公 告
令和８年８月 28 日

大阪市中央区島町二丁目１番15号ＩＴビル
株式会社第一広房ＯＳＡＫＡ

代表取締役 吉野 通洋
貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 300,101 流 動 負 債 267,948
固 定 資 産 58,915 固 定 負 債 224,915
繰 延 資 産 4,966 負 債 合 計 492,863

株 主 資 本 128,881
資 本 金 70,000
利 益 剰 余 金 198,881
その他利益剰余金 198,881
(うち当期純損失) (683)
純資産合計 128,881

資 産 合 計 363,982 負債・純資産合計 363,982

決 算 公 告
令和８年８月 28 日
東京都豊島区東池袋二丁目23番２号ＵＢＧ東池袋ビル７Ｆ

株式会社ＴＡＳＵＫＩ
代表取締役 松島 雅勝

貸借対照表の要旨 (令和８年５月31日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 99,770 流 動 負 債 46,073
固 定 資 産 2,356 固 定 負 債 21,869

負 債 合 計 67,942
株 主 資 本 34,184
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 20,000
資 本 準 備 金 20,000
利 益 剰 余 金 5,816
その他利益剰余金 5,816
(うち当期純利益) (22,668)
純資産合計 34,184

資 産 合 計 102,126 負債・純資産合計 102,126

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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